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（
医
３
）、
乗
貞
佑
（
医
３
）、
平

澤
博
之
（
昭
41
）、
三
澤
園
子

（
平
11
）、
齊
藤
光
江
（
昭
59
）

３
列
目
：
山
本
あ
お
み
（
医
１
）、

上
野
真
幸
（
医
３
）、
幡
野
雅
彦

（
昭
57
）、
宮
本
恒
彦
（
昭
54
）、

諏
訪
園
靖
（
平
６
）、
浅
沼
博

（
災
害
治
療
学
）

４
列
目
：
安
西
尚
彦
（
平
２
）、

伊
藤
彰
一
（
平
10
）、
尾
内
善

広
（
大
阪
大
・
平
６
）、
山
口

淳
（
大
阪
大
・
平
６
）、
諏
訪

敏
一
（
昭
43
）、
櫻
井
健
一
（
平

４
）、
横
須
賀
忠
（
平
５
）

５
列
目
：
浅
井
隆
善
（
昭
49
）、

坂
本
信
一
（
平
11
）、
宮
内
秀

行
（
平
７
）、
小
笠
原
定
久
（
平

16
）、
上
原
孝
紀
（
平
15
）、
三

川
信
之
（
東
京
医
大
・
平
３
）、

鋪
野
紀
好
（
平
20
）

紙
面
紹
介

総
会
開
催 

１

役
員
紹
介 

２

総
会
講
演
会 

３

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞 

３
〜
５

長
尾
精
一
先
生
胸
像
再
建 

５

就
任
挨
拶 

６
〜
９

人
事
異
動 

６

退
任
挨
拶 

９

叙
勲
感
想 

10

受
賞
の
挨
拶 

10

各
地
ゐ
の
は
な
会 

11
〜
12

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
研
修
会 

11

ク
ラ
ス
会 

13
〜
16

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

17

卒
後
50
周
年
基
金 

18

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

19

追
悼
文 

20

欧
州
医
学
史
巡
り 

20
〜
21

著
書
紹
介 

21
〜
22

雑
文
雑
談 

22

会
員
か
ら 

23

ゐ
の
は
な
同
窓
会
所
蔵
資
料 

24

学
内
情
報 

25

議
事
要
旨 

26
〜
27

編
集
後
記 

28

　

安
西
尚
彦
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
会
議
に
先
立

ち
物
故
者
94
名
の
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
た
。
吉
原
俊
雄
会

長
の
挨
拶
の
後
、
各
議
事
が
進

め
ら
れ
、
す
べ
て
審
議
・
了
承

さ
れ
た
。（
議
事
要
旨
は
26
面

に
掲
載
）

　

総
会
に
引
き
続
き
令
和
７
年

度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
社
会
貢

献
賞
、
功
労
賞
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
特
別
顧
問
の
三
木
隆
司

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

長
・
医
学
部
長
、
大
鳥
精
司
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
よ

り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
吉

原
会
長
の
司
会
で
、
横
手
幸
太

郎
千
葉
大
学
長
に
よ
る
「
希
少

難
病
を
追
求
し
て
ヒ
ト
の
老
化

に
迫
る
：
千
葉
大
学
の
現
況
紹

介
を
含
め
て
」
の
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。（
講
演
内
容
は
３
面

に
掲
載
）
懇
親
会
で
は
和
や
か

な
歓
談
の
時
を
過
ご
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
白
澤
浩
（
昭
57
）、
栗

原
正
利
（
昭
54
）、
吉
原
俊
雄

（
昭
53
）、
横
手
幸
太
郎
（
昭

63
）、
中
村
眞
人
（
昭
54
）、
中

馬
敦
（
昭
62
）、
植
村
研
一
（
昭

34
）、
岡
本
和
久
（
平
２
）

２
列
目
：
野
田
侑
希
（
医
２
）、

佐
藤
良
祐
（
医
２
）、
須
田
光

ゐ
の
は
な
同
窓
会

 

へ
の
寄
附

　

石
川　

広
己 

先
生
（
昭
55
）

�

十
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
７
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
令
和
７
年
６
月
14

日
（
土
）
午
後
２
時
半
よ
り
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
外

来
診
療
棟
３
階
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
、
会
場
とZ

oom

利

用
に
よ
るW

eb

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

令
和
７
年　

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

吉
田　

孝
宣
（
昭
46
）

高
齢
者
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
賞

　
　

阿
部　

一
憲
（
昭
39
）

    
   

◆祝 

叙
　
勲

第第
3030
回
（
回
（

20252025
年
度
）

年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
者
決
定

受
賞
者
決
定

社
会
貢
献
賞

中
村　

眞
人

　
（ 

な
か
む
ら
医
院
院
長
、
昭

54
年
卒
）

　

 「
千
葉
市
を
日
本
の
シ
ア
ト

ル
に
│
救
命
率
向
上
を
推
進
」

中
馬　
　

敦

　
（ 

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構
東
京
城
東

病
院
院
長
、
昭
62
年
卒
）

　

 「
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
設
立
と

一
般
総
合
病
院
へ
の
復
活
に

邁
進
」

功
労
賞

植
村　

研
一

　
（ 

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授
・

昭
34
年
卒
）

　

 「
脳
神
経
外
科
学
の
功
績
と

医
学
教
育
改
革
・
医
学
英
語

教
育
の
確
立
を
推
進
」

石
川　

広
己

　
（ 

坂
巻
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
昭
55

年
卒
）

　

 「
日
本
医
師
会
活
動
の
実
績

と
千
葉
県
内
医
師
数
確
保
へ

の
取
り
組
み
」

名誉会員　　　　　　　 　
上田真喜子　氏（昭50）
中尾　照逸　氏（昭50）
山本　修一　氏（昭58）

令和７年度総会において選出
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り
ま
す
が
、
今
年
度
よ
り
新
た

に
卒
後
15
年
の
先
生
方
に
も

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
招

き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
シ
ン
・
四
金
会
」
の

会
合
の
中
で
、
初
期
及
び
後
期

研
修
を
終
え
て
大
学
院
に
入
る

こ
と
で
千
葉
大
学
に
戻
る
の
を

き
っ
か
け
に
同
窓
会
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
の
が
重
要
で
は

な
い
か
と
い
う
声
を
反
映
し
た

も
の
で
す
。
大
学
院
卒
業
と
と

も
に
千
葉
・
東
京
を
は
じ
め
全

国
各
地
に
旅
立
つ
皆
さ
ん
が

行
っ
た
先
で
の
同
窓
会
に
参
加

す
る
際
に
、
大
学
在
籍
時
に
同

窓
会
に
関
わ
っ
て
い
た
経
験
が

生
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

大
学
支
部
と
東
京
ゐ
の
は
な

会
の
両
者
に
所
属
す
る
立
場
を

活
か
し
て
、
大
学
と
各
支
部
と

の
連
携
強
化
の
一
助
と
な
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

ご
指
導
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

場
を
有
益
な
情
報
交
換
の
場
と

出
来
る
よ
う
、
微
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
も
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
メ
モ
リ
ア
ル
事

業
と
し
て
様
々
な
企
画
が
完
遂

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
期
以
降
は

新
副
会
長
、
新
役
員
の
先
生
方

の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力

の
元
さ
ら
に
同
窓
会
組
織
の
発

展
が
臨
ま
れ
ま
す
。
同
窓
会
事

務
局
員
の
方
々
、
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
は
千
葉
医
学
会
事
務
局
の

方
の
協
力
を
得
て
遂
行
し
て
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
に
向
け
て
は
多

く
の
方
々
と
意
見
交
換
し
つ
つ
、

派
手
な
案
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
以
下
の
事
項
も
検
討
事
項
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
⑴

汚
れ
や
破
損
が
目
立
つ
ゐ
の
は
な

同
窓
会
館
の
補
修
、
維
持
管
理
、

⑵
全
会
員
の
名
簿
管
理
ソ
フ
ト

の
更
新
、
⑶
卒
後
50
周
年
記
念

の
同
窓
か
ら
の
寄
付
基
金
の
活

用
と
明
確
化
、
⑷
各
地
区
ゐ
の

は
な
会
支
援
、
支
部
活
動
の
な

い
地
域
の
同
窓
と
の
交
流
、
⑸
現

存
す
る
学
友
會
報
（
昭
８
年
〜

31
年
冊
子
の
電
子
化
）、
⑹
千
葉

大
の
他
学
部
同
窓
会
訪
問
や
交

流
な
ど
。
新
た
な
企
画
に
つ
い
て

は
会
員
の
先
生
方
や
役
員
の
先

生
方
の
ご
意
見
を
広
く
い
た
だ

　

令
和
７
年
度
総
会
に
お
い
て

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
の
再
任
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

同
窓
会
員
の
先
生
方
、
同
窓
会

役
員
の
先
生
、
各
支
部
長
の
先

生
、
そ
し
て
医
学
部
・
病
院
の

現
職
の
先
生
方
に
多
大
な
ご
支

援
と
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
同
窓
会
の
活

動
を
行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
令
和
６
年
は
奇

し
く
も
千
葉
大
学
医
学
部
創
立

１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
に
関

わ
れ
た
こ
と
、
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、

各
支
部
総
会
に
参
加
の
際
は
多

く
の
先
輩
・
後
輩
の
先
生
方
と

お
話
し
す
る
機
会
を
得
て
、
改

め
て
千
葉
大
学
医
学
部
の
懐
の

深
さ
や
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
創
立
１
５
０

周
年
に
際
し
て
、
医
学
部
・
病

院
の
先
生
方
と
関
わ
れ
ま
し
た

こ
と
、
故
中
山
学
長
、
現
横
手

幸
太
郎
学
長
主
催
の
千
葉
大
学

校
友
会
で
は
他
学
部
の
同
窓
会

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東

京
に
居
を
移
し
た
あ
と
も
役
員

活
動
を
継
続
し
２
０
２
４
年
５

月
よ
り
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
長

に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

５
月
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
総
会

で
は
千
葉
大
学
医
学
部
学
生
の

活
動
紹
介
・
地
域
医
療
の
現
場

か
ら
の
情
報
発
信
・
県
の
医
療

構
想
に
関
し
て
熊
谷
俊
人
千
葉

県
知
事
を
招
請
し
て
講
演
い
た

だ
く
な
ど
、
同
窓
会
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
が
で
き
た
か
と

思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
い
う
場
は
、
日
頃

の
仕
事
の
場
と
は
異
な
る
質
の

交
流
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
医
師
は
大

学
を
卒
業
し
て
勤
務
あ
る
い
は

開
業
す
る
と
、
ほ
か
の
医
師
と

の
付
き
合
い
も
限
ら
れ
た
も
の
に

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
医
学

部
学
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る

機
会
は
激
減
し
ま
す
。
同
窓
会

と
い
う
場
で
は
こ
う
し
た
限
界

に
と
ら
わ
れ
な
い
交
流
が
出
来

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
副
会
長
を
担
当
す
る
に

あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
を

守
り
、
同
窓
会
と
い
う
貴
重
な

　

こ
の
度
副
会
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
黒
木
春
郎
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
私
は
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
小
児
科
医

局
に
入
局
し
、
関
連
病
院
・
大

学
教
官
を
経
て
２
０
０
５
年
に

千
葉
県
い
す
み
市
に
外
房
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
医
療

法
人
社
団
嗣
業
の
会
理
事
長
と

な
り
、
２
０
２
３
年
４
月
に
東

京
都
港
区
に
こ
ど
も
と
お
と
な

の
ク
リ
ニ
ッ
ク　

パ
ウ
ル
ー
ム

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
に
は
秋
葉
哲
生

先
生
（
あ
き
ば
伝
統
医
学
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
に
お
誘
い
い
た
だ
き

参
加
し
始
め
ま
し
た
。
千
葉
県

ゐ
の
は
な
会
で
は
自
分
が
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
の
充
実
を
テ
ー
マ
に
し
て

企
画
を
行
い
、
様
々
な
情
報
発

信
・
交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
自
著
、
パ
ウ
ル
ー
ム

開
設
の
こ
と
な
ど
も
同
窓
会
誌

　

卒
業
生
が
同
窓
会
を
身
近
な

存
在
と
感
じ
て
頂
く
た
め
に
、

白
澤
副
会
長
が
大
学
支
部
と
し

て
四
金
会
の
復
活
を
提
案
さ
れ
、

C
O

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

影
響
で
の
中
断
を
経
て
、
２
０

２
３
年
か
ら
「
シ
ン
・
四
金
会
」

と
し
て
再
開
致
し
ま
し
た
。
再

開
に
当
た
り
こ
れ
ま
で
同
窓
会

と
縁
が
無
か
っ
た
方
々
を
中
心

に
平
成
11
年
卒
か
ら
平
成
20
年

卒
の
医
学
部
及
び
附
属
病
院
在

籍
者
の
皆
さ
ん
に
「
幹
事
」
に

ご
就
任
頂
き
、
年
４
回
の
会
合

を
第
４
金
曜
日
の
お
昼
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
平
11
年

か
ら
平
20
年
卒
の
方
々
の
横
の

繋
が
り
を
広
げ
て
お
り
、
今
後

は
そ
の
世
代
の
先
生
方
が
中
心

と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
平

21
年
卒
か
ら
平
30
年
卒
ま
で
の

卒
業
生
に
声
か
け
を
し
て
頂
い

て
、
持
続
性
の
あ
る
大
学
支
部

と
し
て
の
運
営
が
可
能
な
体
制

作
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
企
画

が
数
年
前
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
卒
後
50
年
と
卒
後
25
年
の

先
生
方
に
お
集
ま
り
頂
い
て
お

　

こ
の
度
副
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
薬
理
学　

教
授
の
安
西
尚

彦
で
す
。
吉
原
会
長
の
こ
れ
ま

で
の
４
年
間
、
総
務
担
当
理
事

を
拝
命
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
３
期
目
に
お
き
ま
し
て

も
全
力
で
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
ゐ
の
は
な

同
窓
会
を
未
来
に
向
け
て
継
続

的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
や
は
り
次
世
代
の

担
い
手
を
増
や
し
て
行
く
こ
と

に
尽
き
る
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
基
源
と
な
る
の
は
や

は
り
千
葉
大
学
医
学
部
で
あ
り
、

幸
い
な
こ
と
に
毎
年
約
１
２
０

名
の
卒
業
生
が
お
り
ま
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
若
い
世
代
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
会
費
の
納
入

率
が
低
く
、
ま
た
同
窓
会
会
合

へ
の
参
加
率
は
低
い
現
状
が
ご

ざ
い
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

会
長
再
任
挨
拶

�

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　
　
　
　
　
　
　

�

吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

副
会
長
拝
命
に
際
し
て

�

黒　

木　

春　

郎
（
昭
59
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
副
会
長　

挨
拶

�

安　

西　

尚　

彦
（
平
2
）
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ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
四
つ
の
勇

気
を
持
つ
こ
と
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

⑴ 

倒
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
る
勇
気

⑵ 

そ
の
人
の
意
識
が
な
か
っ
た

ら
、
大
き
な
声
で
助
け
を
呼

ぶ
勇
気

⑶ 

反
応
が
な
か
っ
た
ら
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
勇
気

⑷ A
E

D

が
来
た
ら
、
自
分
で

シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
勇

気

　

こ
の
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。
千
葉
市
・
千
葉

県
が
世
界
一
の
救
命
都
市
に
な

り
、
多
く
の
方
が
安
心
し
て
住

み
た
く
な
る
街
に
な
る
こ
と
が

最
終
目
標
で
す
。
今
後
も
地
道

に
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
、
ご
指
導
・

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ーC

PR

：
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
救
急
蘇
生
す
る
こ
と

C
PR

：cardio pulm
onary re-

sustation

：
救
急
蘇
生

A
E

D

：A
utom

ated E
xternal 

D
efibrillator

：
自
動
体
外
式
除

細
動
器

BL
S

：Basic L
ife Support

：
一

次
救
命
処
置

IC
L

S

：Im
m

ediate C
ardiac 

L
ife Support

：
医
療
者
の
一
次
救

命
処
置

動
・
学
校
検
診
・
職
場
健
診
・

救
急
当
番
な
ど
多
く
の
場
面
で

行
政
の
活
動
に
関
わ
る
関
係
に

あ
り
ま
す
。
行
政
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
行
政
の
部
署
間
の

壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来

る
唯
一
の
組
織
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
市
民
の
命
を
守
る
と
い
う

点
で
一
致
す
る
各
組
織
を
ま
と

め
る
た
め
に
、C

E
M

T
E

C

委

員
会
（C

hiba E
m

ergency 
M

edical T
raining and 

E
ducational C

om
m

ittie

：

千
葉
市
を
日
本
の
シ
ア
ト
ル

に
!!
と
い
う
構
想
【
救
命
率
の

高
い
シ
ア
ト
ル
を
目
標
に
す
る
】

の
基
に
、
千
葉
市
に
お
け
る
救

急
蘇
生
率
向
上
の
た
め
に
活
動

す
る
千
葉
市
医
師
会
・
千
葉

市
・
教
育
委
員
会
・
消
防
局
・

千
葉
大
学
医
学
部
救
急
科
と
の

横
断
的
な
連
携
委
員
会
。）
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
、

市
民
に
対
す
る
救
急
蘇
生
啓
発

活
動
に
つ
い
て
色
々
な
組
織
の
代

表
が
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。
話
し
合
い
の
結
果
、
医
師

会
会
員
の
救
急
蘇
生
ス
キ
ル
向

上
の
た
め
に
、IC

L
S

研
修
サ
イ

ト
を
設
立
し
、IC

L
S

・B
L

S

講
習
の
開
催
。
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
事
務
職
員

の
た
め
の
90
分
救
急
蘇
生
コ
ー
ス

の
開
催
。
各
診
療
科
の
救
急
蘇

生
研
修
会
の
開
催
。
医
師
会
認

定
救
急
医
制
度
の
設
立
。
医
師

会
作
成
のBL

S

用D
V

D

の
作

成
と
配
布
な
ど
の
活
動
を
行
い

と
し
て
、
目
の
前
の
方
が
突
然

死
で
亡
く
な
る
こ
と
は
絶
対
に

信
じ
ら
れ
な
い
し
、
許
せ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
突

然
死
を
起
こ
す
場
所
で
、
人
の

生
死
が
決
ま
っ
て
良
い
の
だ
ろ

う
か
と
疑
問
に
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
救
命
の
連
鎖
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

C
P

R

とA
E

D

使
用
の
普
及

を
、
医
師
会
活
動
と
し
て
千
葉

市
で
進
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
消
防
局
は
年
に
約
１

万
人
以
上
の
市
民
に
救
急
蘇
生

を
指
導
中
で
し
た
。
し
か
し
、

千
葉
市
民
は
約
97
万
人
な
の
で
、

30
％
以
上
の
市
民
が
３
回
実
習

受
け
る
の
に
約
90
年
か
か
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
間
に
合
わ
な

い
と
思
い
、
シ
ア
ト
ル
に
習
っ
て

小
中
学
校
で
救
急
蘇
生
授
業
が

出
来
る
よ
う
に
千
葉
市
教
育
長

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
千
葉
市
医
師
会

と
千
葉
市
教
育
委
員
会
は
「
い

の
ち
を
守
る
教
育
」
を
、
２
０

１
１
年
か
ら
継
続
さ
せ
て
い
ま

す
。
医
師
会
が
リ
ト
ル
ア
ン
な

ど
の
蘇
生
人
形
を
１
１
６
体
購

入
し
教
育
委
員
会
に
無
償
貸
し

出
し
す
る
こ
と
で
、
千
葉
市
の

小
中
学
校
で
救
急
蘇
生
授
業
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
活
動
で

す
。

　

ま
た
、
医
師
会
は
、
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
・
学
校
医
・
産

業
医
と
し
て
、
日
常
診
療
だ
け

で
無
く
、
地
域
の
健
康
増
進
活

療
法
の
開
発
な
ど
が
進
行
中
で

あ
り
、
難
病
の
克
服
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ヒ
ト
の
老
化
機
序
の
解

明
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
講
演
で
は
、
千
葉
大
学
が

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
早
老
症
研

究
の
最
先
端
を
ご
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
先
を
見
通
し
が
た
い

昨
今
の
社
会
変
化
の
中
で
日
本

の
医
学
研
究
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

構
築
を
通
じ
、
自
然
歴
の
検
討

や
臨
床
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

近
年
の
科
学
技
術
の
進
歩
は
、

W
S

の
病
態
解
明
に
も
新
た
な

手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
患
者
検
体
を
用
い

た
マ
ル
チ
オ
ミ
ク
ス
解
析
や
、
患

者
由
来
のiPS

細
胞
を
用
い
た

分
子
病
態
の
検
討
、W

R
N

ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
モ
デ
ル

の
作
製
、
さ
ら
に
は
、
遺
伝
子

修
復
技
術
を
応
用
し
た
新
規
治

発
症
が
多
い
常
染
色
体
潜
性
疾

患
で
あ
る
。W

S

で
は
、
思
春

期
以
降
に
白
髪
や
脱
毛
、
両
側

性
白
内
障
、
皮
膚
の
萎
縮
や
硬

化
な
ど
加
齢
に
関
連
す
る
種
々

の
徴
候
を
呈
し
、
糖
尿
病
や
動

脈
硬
化
、
悪
性
腫
瘍
を
好
発
す

る
。
一
方
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

改
善
薬
や
脂
質
異
常
症
治
療
薬

の
進
歩
に
よ
り
、
心
血
管
疾
患

の
減
少
と
患
者
の
寿
命
延
長
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
１
９
９
０

年
代
に
原
因
遺
伝
子
が
特
定
さ

れ
た
も
の
の
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

マ
ウ
ス
が
早
老
症
候
を
示
さ
な

い
な
ど
、
個
体
レ
ベ
ル
で
の
解

析
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

老
化
機
序
は
未
解
明
で
あ
り
、

患
者
は
今
も
数
々
の
合
併
症
に

苦
し
む
。

　

我
々
は
、
２
０
０
９
年
にW

S

の
全
国
調
査
を
実
施
し
、
四
半

世
紀
ぶ
り
の
診
断
基
準
改
訂
や

世
界
初
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
患

者
家
族
会
を
設
立
し
、
患
者
間

お
よ
び
患
者
研
究
者
間
の
交
流

を
開
始
、
他
の
早
老
症
と
と
も

に
難
病
指
定
に
至
っ
た
。
さ
ら
に

W
S

の
国
内
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
の

　

人
が
誰
で
も
経
験
す
る
〝
生

理
的
な
老
化
〞
に
比
べ
、
そ
の

変
化
が
早
く
現
れ
た
り
著
し
い

場
合
を
〝
病
的
老
化
〞
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
る
。
骨
粗
鬆
症
は
骨

の
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
脳

の
、
そ
し
て
動
脈
硬
化
症
は
血

管
の
病
的
老
化
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
一
方
、
全
身
の
複

数
の
臓
器
に
わ
た
り
病
的
老
化

が
観
察
さ
れ
る
疾
病
群
が
早
老

症
（
早
期
老
化
症
）
で
あ
る
。

　

代
表
的
な
遺
伝
的
早
老
症
と

し
て
は
、
幼
少
時
に
発
症
す
る

H
utchinson-G

ilford

症
候

群
（
以
下
、H

G
PS

）
と
思
春

期
以
降
に
症
状
が
顕
在
化
す
る

W
erner

症
候
群
（W

S

）
が

知
ら
れ
て
い
る
。L

am
in A

/
C

の
遺
伝
子
変
異
を
原
因
と
す

るH
G

PS

は
極
め
て
稀
だ
が
、

R
ecQ

型D
N

A

ヘ
リ
ケ
ー
ス

W
R

N

の
変
異
に
よ
り
生
じ
る

W
S

は
海
外
に
比
し
日
本
人
の

　

こ
の
た
び
は
、「
千
葉
市
を

日
本
の
シ
ア
ト
ル
に
！
」
活
動

に
対
し
て
、
ゐ
の
は
な
社
会
貢

献
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

い
っ
か
い
の
巷
の
か
か
り
つ

け
医
で
あ
る
私
が
、
こ
の
よ
う

な
伝
統
あ
る
栄
誉
あ
る
賞
を
頂

け
る
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
こ
の
活

動
に
対
し
て
、
ご
指
導
・
ご
支

援
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
私
の
受

賞
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
始
め

た
千
葉
市
に
お
け
る
救
急
蘇
生

を
広
げ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
て

の
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
活
動
を
始
め
た
の

か
。
そ
れ
は
、
２
０
１
０
年
11

月
29
日
、
千
葉
大
学
医
学
部
救

急
科
織
田
教
授
の
講
演
に
遡
り

ま
す
。
織
田
名
誉
教
授
の
講
演

に
拠
れ
ば
、
日
米
の
心
臓
マ
ヒ

へ
の
対
応
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト

ル
で
は
救
命
率
45
％
に
対
し
て
、

日
本
で
は
５
％
以
下
と
い
う
話

に
驚
き
ま
し
た
。
私
は
医
師

ゐのはな同窓会賞 ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
し
て

　

中　

村　

眞　

人
（
昭
54
）

�

千
葉
大
学
長　

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

講　
　

演

希
少
難
病
を
追
求
し
て

�

ヒ
ト
の
老
化
に
迫
る

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

社
会
貢
献
賞
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も
膜
下
出
血
の
原
因
と
さ
れ
る

脳
動
脈
瘤
に
対
す
る
直
達
手
術

の
開
発
も
大
き
か
っ
た
。

　

１
９
７
５
年
に
浜
松
医
大
脳

神
経
外
科
教
授
候
補
者
に
指
名

さ
れ
た
時
に
吉
利
和
浜
松
医
科

大
学
初
代
学
長
か
ら
１
９
７
６

年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
イ
リ
ノ

イ
大
学
医
学
教
育
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
に
留
学
し
、
米
国
の
新

し
い
医
学
教
育
を
浜
松
医
科
大

学
の
み
な
ら
ず
に
医
学
教
育
学

会
を
介
し
て
全
国
に
普
及
さ
せ

る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
命
じ
ら

れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
千
葉
大
医

学
部
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

時
、
循
環
器
内
科
学
の
稲
垣
教

授
が
大
変
な
協
力
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
医
学

教
育
が
、
教
師
が
主
体
と
な
る

講
義
と
見
学
実
習
で
あ
っ
た
も

の
を
、
学
生
が
主
体
と
な
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
学
生
主
体
の
臨
床

参
加
実
習
へ
の
変
更
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
医
師
法
改
正

に
も
参
加
さ
せ
ら
れ
た
。

け
て
脳
神
経
外
科
の
み
に
専
念

せ
よ
と
命
じ
ら
れ
、
当
時
大
学

院
１
年
生
で
あ
っ
た
山
浦
先
生

と
３
人
で
脳
神
経
外
科
を
始
め

ま
し
た
。
第
一
外
科
の
同
級
生
の

協
力
を
得
て
、
千
葉
県
内
の
重

症
頭
部
外
傷
患
者
に
対
し
て
牧

野
方
式
の
大
減
圧
開
頭
術
を
施

行
し
ま
し
た
。
こ
の
手
術
の
目

的
は
、
重
症
脳
挫
傷
に
必
発
す

る
大
脳
浮
腫
が
生
命
中
枢
の
あ

る
脳
幹
を
圧
迫
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
大
脳
の
外
部
へ
の
腫

脹
を
誘
発
す
る
た
め
で
す
。
当

時
は
ま
だ
意
識
の
な
い
重
症
患

者
を
仰
臥
位
で
寝
か
し
て
お
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
と
褥
瘡
が
原
因
で
、

約
２
週
間
で
全
員
死
亡
し
て
い

た
の
で
、
こ
の
両
者
の
予
防
の
た

め
に
シ
ム
ス
体
位
を
推
奨
し
た

事
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
に
は
約
１
年
後
に
意
識
を
回

復
し
た
症
例
も
あ
る
。
こ
の
重

症
脳
外
傷
の
理
論
を
重
症
脳
内

出
血
に
も
応
用
し
て
大
減
圧
開

頭
術
を
施
行
し
ま
し
た
。
更
に

当
時
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
く

ら
にJC

H
O

病
院
、
近
隣
医
療

機
関
の
千
葉
大
学
医
学
部
同
窓

生
の
多
く
の
先
生
方
に
大
変
助

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

同
窓
生
の
先
生
方
に
支
え
ら
れ

た
こ
と
で
今
回
の
受
賞
に
至
っ

た
こ
と
、
皆
様
を
代
表
し
て
私

が
受
賞
で
き
た
こ
と
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

で
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
てJC

H
O

本
部
及
び
他
の

JC
H

O

病
院
の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
江
東
区
は
じ

め
地
域
の
行
政
、
近
隣
の
医
療

機
関
等
の
全
面
的
な
協
力
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
大

過
な
く
病
院
運
営
が
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
当
院
の
千
葉
大
学
医
学

部
同
窓
生
の
医
師
、JC

H
O

現

理
事
長
の
山
本
修
一
先
生
、
さ

　

こ
の
度
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

社
会
貢
献
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
私
の
受
賞
は
、
私
が

勤
務
す
るJC

H
O

東
京
城
東

病
院
が
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
と
な

り
、
そ
の
後
一
般
診
療
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
に
奮
闘
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

当
院
は
病
床
数
１
１
７
床
と

小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東

京
江
東
区
の
地
域
中
核
病
院
と

し
て
医
療
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
８
月
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
（
第
５
波
デ
ル
タ
株
）
に

伴
い
、
国
（
政
府
官
邸
）
か
ら

東
京
都
内
のJC

H
O

病
院
１

病
院
を
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
に
す

る
よ
う
強
い
要
請
が
当
時
コ
ロ

ナ
対
策
分
科
会
会
長
のJC

H
O

尾
身
茂
前
理
事
長
に
対
し
て
な

さ
れ
ま
し
た
。JC

H
O

病
院
は

東
京
に
５
施
設
あ
り
病
床
数
の

最
も
少
な
い
の
が
当
院
で
、
尾

身
前
理
事
長
か
ら
私
に
「
コ
ロ

ナ
専
門
病
院
（
コ
ロ
ナ
患
者
の

み
の
入
院
で
通
常
入
院
は
行
わ

な
い
）
を
城
東
で
や
っ
て
く
れ

な
い
か
。」
と
直
接
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
当
院
を
コ
ロ
ナ

専
門
病
院
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
９
月
末
か
ら
コ

ロ
ナ
専
門
病
院
（
50
床
の
受
入

れ
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は

コ
ロ
ナ
患
者
が
急
激
に
減
り
患

者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
態
が

続
き
ま
し
た
。
第
６
波
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
流
行
し
て
き
た
２
０

２
２
年
２
月
ご
ろ
に
は
45
床
が

埋
ま
り
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
が
続
い

た
も
の
の
、
感
染
が
お
さ
ま
れ

ば
再
び
ほ
と
ん
ど
入
院
患
者
が

い
な
く
な
る
状
況
で
し
た
。

　

一
般
入
院
診
療
、
入
院
手
術

も
出
来
ず
、
こ
の
間
に
医
師
、

看
護
師
の
多
く
が
退
職
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
個
々

の
事
情
も
あ
り
仕
方
な
い
と
考

え
ま
し
た
。
国
がO

K

と
言
う

ま
で
コ
ロ
ナ
病
院
の
ま
ま
で
あ

り
、
２
０
２
２
年
９
月
ま
で
の

１
年
間
一
般
の
入
院
患
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
コ
ロ

ナ
病
床
25
床
を
残
し
一
般
病
床

を
一
病
棟
で
再
開
、
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
な
っ
た
２
０
２
３
年
５

月
に
は
コ
ロ
ナ
病
床
を
一
部
と

し
、
そ
の
後
一
般
入
院
診
療
を

完
全
再
開
し
ま
し
た
。
た
だ
し

ば
ら
く
は
医
師
、
看
護
師
が
不

足
し
て
お
り
、
ま
た
地
域
住
民

や
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
も

「
ま
だ
コ
ロ
ナ
病
院
」
と
い
う

意
識
が
残
っ
て
い
て
入
院
患
者

数
の
少
な
い
状
態
が
続
き
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
少

し
ず
つ
入
院
患
者
が
増
え
て
き

て
、
２
０
２
５
年
初
め
の
病
床

利
用
率
は
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
に

な
る
前
の
８
割
程
度
ま
で
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　

私
が
今
振
り
返
っ
て
思
う
こ

と
は
、「
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い

る
と
き
に
患
者
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
地
域
に
貢
献
で
き
た
と

い
う
思
い
、
一
方
で
一
般
入
院
で

き
な
い
こ
と
で
地
域
の
方
々
に

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳

な
い
気
持
ち
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
地
域
密
着
型
の
規
模
の

小
さ
な
病
院
が
コ
ロ
ナ
専
門
病

院
か
ら
通
常
の
医
療
に
戻
す
こ

と
は
か
な
り
難
し
い
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、

病
院
職
員
が
皆
一
致
団
結
し
て

頑
張
っ
て
く
れ
、
医
師
も
内
科

系
、
外
科
系
関
係
な
く
み
ん
な

　

こ
の
度
は
ゐ
の
は
な
同
窓
会

功
労
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

米
国
で
脳
神
経
外
科
専
門
医

に
な
る
た
め
に
は
先
ず
米
国
の

病
院
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
一
般
外
科

の
レ
ジ
デ
ン
ト
教
育
１
年
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
私

は
１
９
６
０
年
キ
ャ
ン
サ
ス
市

の
民
間
病
院
に
イ
ン
タ
ー
ン
と
一

般
外
科
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
時
に
牧
野
博
安
先
生
が
１

週
間
前
に
キ
ャ
ン
サ
ス
大
学
で

脳
神
経
外
科
の
レ
ジ
デ
ン
ト
教

育
を
終
了
し
て
千
葉
大
に
戻
ら

れ
た
事
を
知
り
、
早
速
手
紙
を

書
い
て
私
も
脳
神
経
外
科
専
門

医
に
な
っ
た
ら
千
葉
大
に
戻
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
私
は

N
ew

 York

州Syracuse

市

に
あ
るState U

niversity of 
N

ew
 York U

pstate M
edi-

cal C
enter

で
脳
神
経
外
科
レ

ジ
デ
ン
ト
教
育
を
受
け
、O

x-
ford

大
学
とL

ondon

大
学
で

半
年
間
脳
神
経
外
科
の
臨
床
助

手
を
務
め
て
１
９
６
８
年
１
月

に
千
葉
大
に
戻
り
ま
し
た
。
佐

藤
教
授
か
ら
牧
野
助
教
授
を
助

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
し
て

JC
H

O

東
京
城
東
病
院　

院
長　
　
　
　
　

　

中　

馬　
　
　

敦
（
昭
62
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
功
労
賞
受
賞
に
つ
い
て

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　
　

植　

村　

研　

一
（
昭
34
）

開
催
予
定
の
行
事
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

　

学
会
、
研
究
集
会
、
ゐ
の
は
な
会
、
ク
ラ
ス
会
な

ど
種
々
の
行
事
開
催
予
定
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

同
窓
会
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
本
会
報
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
会
報
の
発
行
月
は
１
月
、

５
月
、
９
月
で
す
。

社
会
貢
献
賞

功　

労　

賞
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く
せ
な
い
ほ
ど
恩
恵
を
頂
け
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
残
さ
れ
た
日
々
を
ほ

ぼ
休
み
な
く
続
け
て
き
ま
し
た

地
域
医
療
を
行
い
な
が
ら
、
地

区
医
師
会
とN

PO

の
活
動
に

励
み
、
今
回
の
こ
の
栄
誉
あ
る

賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

員
経
験
者
、
日
本
病
院
会
幹
部

経
験
者
の
先
生
方
等
に
お
声
が

け
し
「
霞
ヶ
関
ゐ
の
は
な
会
」
な

ど
と
銘
打
っ
て
勝
手
に
飲
み
会

を
開
く
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
亥
鼻
の
同

窓
会
の
門
下
と
し
て
育
て
て
頂
い

た
も
の
と
自
覚
し
立
場
変
え
て

私
が
後
輩
を
集
め
て
行
こ
う
と

考
え
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
は
本
当

に
感
謝
申
し
上
げ
て
も
言
い
尽

張
や
会
議
の
中
で
各
所
、
各
地

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
先
生
方
か
ら
声
を
か
け

て
頂
き
、
導
い
て
頂
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
医
局
同
門
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
千
葉
大
出
身

と
言
う
こ
と
で
後
輩
と
し
て
本

当
に
叱
咤
激
励
を
頂
き
楽
し
い

医
師
会
役
員
活
動
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
余
談
と
な
り
ま
す

が
、
厚
労
省
に
入
省
し
た
千
葉

大
学
出
身
者
と
日
本
医
師
会
役

す
が
、
大
学
医
局
に
人
脈
が
な

い
私
が
医
師
会
で
役
員
を
行
う

き
っ
か
け
は
全
て
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
諸
先
輩
方
に
因
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
最
初
が
第
一
外
科

出
身
の
大
先
輩
に
地
区
医
師
会

に
誘
っ
て
頂
き
、
県
医
師
会
と

日
本
医
師
会
へ
は
故
藤
森
宗
徳

（
む
ね
の
り
）
千
葉
県
医
師
会
長

の
強
烈
な
推
薦
を
頂
き
ま
し
て

役
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
数
々
の
医
師
会
で
の
出

　

歴
史
あ
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
栄
え
あ
る
賞
を
私
の
よ
う
な

も
の
が
頂
く
こ
と
に
な
ろ
う
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ひ
と
え
に
同
窓
会
理
事
の
皆
様
、

吉
原
会
長
の
お
声
で
こ
の
素
晴

ら
し
い
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
に

な
り
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
直
ぐ
に
市

中
病
院
で
の
初
期
研
修
を
開
始

致
し
ま
し
た
の
で
、
大
学
の
医

局
に
籍
を
置
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
多
く
の

先
生
方
の
よ
う
に
研
究
等
の
業

績
も
な
い
ま
ま
第
一
線
の
医
師
と

し
て
の
み
働
き
続
け
て
お
り
ま

す
。
今
回
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
け
た
理
由
と
し
て
私
の
方
か

ら
想
像
致
し
ま
す
と
、
30
有
余

年
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
地
区

医
師
会
、
千
葉
県
医
師
会
、
日

本
医
師
会
と
役
員
を
重
ね
た
こ

と
が
主
な
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
連
続
し
て
医
師
会
役
員

を
し
て
お
り
ま
す
と
当
然
の
事

と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

は
厚
生
労
働
省
や
財
務
省
な
ど

の
国
の
役
所
、
ま
た
千
葉
県
医

療
行
政
な
ど
に
な
り
、
結
果
と

し
て
時
々
の
医
療
政
策
な
ど
に

深
く
関
わ
る
よ
う
な
仕
事
を
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
内
の
仕
事
で
思
い
出
す

の
は
２
０
０
９
年
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（2009N

1H
1pdm

）

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
に
全
県
の

医
師
会
員
に
毎
日
早
朝
最
新
情

報
をFA

X

で
通
信
（FA

X

代

金
が
高
額
に
な
っ
て
注
意
さ
れ

た
）
し
た
こ
と
、
千
葉
県
医
療

整
備
課
や
健
康
政
策
課
と
共
同

で
地
域
医
療
再
生
基
金
に
基
づ

く
医
療
政
策
を
協
議
提
案
し
た

こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

の
中
で
千
葉
大
学
内
に
当
時
と

し
て
は
最
新
機
器
を
導
入
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

提
案
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
計
画
当
時
は
国
内
で
医
学

教
育
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
ト
ッ
プ
の
水
準
で

し
た
が
直
ぐ
に
琉
球
大
学
の
医

学
部
に
抜
か
れ
て
残
念
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
２

機
目
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
君
津
中

央
病
院
に
強
力
に
推
選
し
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本

医
師
会
に
お
い
て
は
今
後
皆
様

に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
電
子
処

方
箋
な
ど
の
根
幹
の
シ
ス
テ
ム
作

り
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
導

入
の
シ
ス
テ
ム
作
り
、
そ
れ
に
伴

う
被
保
険
者
情
報
の
連
携
統
一

等
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
現
在
で
も
災
害
医
療
で
活
躍

す
るJM

A
T

（
災
害
医
療
支
援

チ
ー
ム
）
の
仕
組
み
を
確
立
し

た
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
大
学
病
院
内
に
事
務
所
を

お
借
り
し
て
お
り
ま
す
、「
千
葉

医
師
研
修
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（N
PO

）」
を
２
０
０
８
年
に
開

設
致
し
ま
し
た
。
こ
のN

PO

は

千
葉
県
と
千
葉
県
医
師
会
と
千

葉
大
学
の
３
者
で
協
力
し
て
設

立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
設

立
に
際
し
ま
し
て
は
当
時
の
医

学
教
育
教
授
で
お
ら
れ
た
ゐ
の

は
な
同
窓
会
田
邊
政
裕
理
事
の

お
力
を
頂
き
ま
し
て
開
設
致
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
こ
のN

PO

は
医
学
生
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

作
り
な
が
ら
「
良
い
臨
床
研
修

が
で
き
る
千
葉
県
」
と
い
う
触

れ
込
み
で
千
葉
県
で
研
修
す
る

こ
と
を
宣
伝
し
、
初
期
研
修
を

開
始
す
る
研
修
医
数
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

現
在
は
毎
年
４
７
０
名
前
後
が

全
国
か
ら
集
ま
り
千
葉
県
内
で

初
期
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
は
全
て
医
師
会

の
役
員
と
し
て
関
わ
っ
た
も
の
で

長尾精一先生胸像再建ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

�
功
労
賞
受
賞
の
栄
誉
に
浴
し
て

　

石　

川　

広　

己
（
昭
55
）

功　

労　

賞
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え
て
頻
度
主
義
的
統
計
学
、
ベ

イ
ズ
統
計
学
、
人
工
知
能
な
ど

幅
広
く
領
域
横
断
的
な
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
が
要
求
さ

れ
、
ま
た
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
複
雑
さ
に
対
処
す

る
た
め
の
経
験
も
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
野
は
こ

こ
十
数
年
ほ
ど
で
急
速
な
発
展

を
遂
げ
、
今
ま
さ
に
医
学
部
に

お
い
て
も
必
須
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
研
究
分
野
で
は
、デ
ー

タ
科
学
と
医
科
学
を
架
橋
す
る

学
際
的
な
研
究
と
人
材
育
成
を

推
進
し
、
次
世
代
の
医
学
研
究

の
基
盤
構
築
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
先
端
デ
ー
タ
医
科
学
」
分
野

を
、
医
療
と
デ
ー
タ
の
融
合
を

先
導
す
る
拠
点
と
し
て
育
て
て

い
く
べ
く
、
教
育
・
研
究
・
社

会
貢
献
に
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
先
生
方
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
同
窓
会
の

方
々
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

そ
の
仕
組
み
に
強
い
関
心
を
持

ち
、
近
年
は
特
に
、
生
殖
細
胞

が
体
細
胞
分
裂
か
ら
減
数
分
裂

へ
と
切
り
替
わ
る
ス
イ
ッ
チ
の

制
御
機
構
に
注
目
し
て
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
助
教
、
講
師
と
い
っ

た
任
期
付
き
研
究
職
を
長
く
経

験
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
研

究
を
継
続
で
き
る
「
職
」
を
得

る
こ
と
の
重
み
と
有
り
難
さ
を
、

常
に
実
感
し
て
お
り
ま
す
。マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
著
書
『
職

業
と
し
て
の
学
問
』（
岩
波
文
庫

訳
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
り
ま
す
。「
学
者
に
と
っ
て

職
業
と
し
て
の
学
問
は
、
就
職

お
よ
び
昇
進
に
お
い
て
『
僥
倖
』

に
支
配
さ
れ
て
い
る
…
…
」。
大

学
制
度
に
お
い
て
、
職
を
得
る

こ
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
偶
然
に

支
え
ら
れ
て
お
り
、
他
人
の
昇

進
や
就
職
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

い
か
に
精
神
を
律
し
学
問
に
専

心
で
き
る
か
が
、
職
業
と
し
て

の
学
問
を
成
り
立
た
せ
る
資
質

で
あ
る
│
│
。
１
０
０
年
以
上

前
に
記
さ
れ
た
こ
の
言
葉
は
、

こ
れ
ま
で
の
私
自
身
の
境
遇
と

も
重
な
り
、
深
く
共
感
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今

回
の
医
学
研
究
院
へ
の
着
任
も
、

ま
さ
に
「
僥
倖
」
で
あ
り
、
得

が
た
い
機
会
を
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
育
・
研
究
に
真

摯
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
動

物
実
験
施
設
の
管
理
に
も
尽
力

の
助
教
（
２
０
０
５
〜
２
０
１

４
年
）
と
し
て
、
マ
ウ
ス
に
お
け

る
減
数
分
裂
の
研
究
を
開
始
し
、

さ
ら
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

で
の
特
任
講
師
（
２
０
１
４
〜

２
０
１
６
年
）
を
経
て
、
２
０
１

６
年
よ
り
熊
本
大
学
発
生
医
学

研
究
所
に
准
教
授
（
独
立PI
）

と
し
て
着
任
、
２
０
２
０
年
か

ら
は
同
研
究
所
教
授
と
し
て
研 

究
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
研
究
室

で
は
、
タ
ン
パ
ク
質
精
製
と
質

量
分
析
、
マ
ウ
ス
分
子
遺
伝
学

を
組
み
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
り
、
生
殖
細
胞
の
発
生
や

減
数
分
裂
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
哺

乳
類
の
体
細
胞
分
裂
で
は
、
分

裂
後
も
染
色
体
数
が
一
定
に
保

た
れ
ま
す
が
、
生
殖
細
胞
で
は

二
回
の
分
裂
を
経
て
染
色
体
数

が
半
減
し
ま
す
。
こ
の
特
殊
な

分
裂
様
式
を
「
減
数
分
裂
」
と

呼
び
、
体
細
胞
分
裂
と
は
本
質

的
に
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

私
は
、
減
数
分
裂
が
い
か
に
し

て
体
細
胞
分
裂
と
は
異
な
る
染

色
体
分
配
を
実
現
す
る
の
か
、

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
７
月

１
日
付
で
千
葉
大
学
医
学
研

究
院
・
疾
患
生
命
医
学
お
よ
び

cN
IV

R

動
物
病
態
学
の
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
石
黒
啓

一
郎
で
す
。
千
葉
大
学
へ
赴
任

す
る
以
前
は
、
東
京
大
学
理
学

部
生
物
化
学
科
を
１
９
９
５
年

に
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
理

学
系
研
究
科
に
進
学
し
、
坂
野

仁
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
遺
伝
子
再
構
成

に
関
わ
る
組
換
え
酵
素
の
解
析

に
取
り
組
み
、
２
０
０
０
年
に

博
士
号
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
か

ら
２
０
０
５
年
に
か
け
て
米
国

D
ana-Farber C

ancer In-
stitute

に
て
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
、

転
写
因
子E
2F

お
よ
び
ポ
リ

コ
ー
ム
に
関
す
る
研
究
に
従
事

し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
東
京

大
学
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所

ド
大
学
医
学
部
お
よ
び
ブ
ロ
ー

ド
研
究
所
に
て
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
科

学
・
オ
ミ
ッ
ク
ス
解
析
に
関
す
る

研
究
に
従
事
し
、
医
科
学
分
野

に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

基
礎
と
応
用
の
素
地
を
養
い
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
理

化
学
研
究
所   

生
命
医
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー   

循
環
器
ゲ
ノ
ミ
ク

ス
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研
究

チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
主
に
循
環
器
領
域
の
複
雑

疾
患
を
対
象
に
集
団
遺
伝
学
的

手
法
を
礎
と
し
た
、
大
規
模
な

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報

と
臨
床
情
報
を
統
合
し
た
研
究

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
代
医
療
に
お
い
て
、
ゲ
ノ

ム
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
・

プ
ロ
テ
オ
ー
ム
な
ど
の
オ
ミ
ッ
ク

ス
情
報
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

画
像
情
報
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端

末
か
ら
の
生
体
情
報
な
ど
、
多

様
な
デ
ー
タ
を
い
か
に
統
合
・

活
用
す
る
か
が
、
個
別
化
医
療

や
予
防
医
学
の
進
展
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
ヒ
ト
か
ら
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
は
非
常
に
複
雑
で

あ
り
、
基
礎
・
臨
床
医
学
に
加

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
４
月

１
日
付
で
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院   

先
端
デ
ー
タ
医
科

学   

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に

ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
語
り
つ
く
せ
な
い
程
の

御
恩
が
あ
る
千
葉
大
学
に
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と

を
、
大
き
な
喜
び
と
責
任
を
感

じ
つ
つ
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
平
成
13
年
に
金
沢
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年
、
千

葉
大
学
医
学
部
循
環
器
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
関
連
病
院
に

て
臨
床
研
修
を
し
た
の
ち
、
大

学
院
に
て
分
子
生
物
学
的
手
法

に
よ
る
循
環
器
疾
患
に
関
す
る

研
究
を
進
め
２
０
０
８
年
に
学

位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
千
葉
大
学G

-C
O

E

プ

ロ
グ
ラ
ム
特
別
研
究
員
を
経
て
、

２
０
１
１
年
よ
り
米
国
ハ
ー
バ
ー

令
和
６
年
度　

医
学
部
受
賞
者

成
績
優
秀
賞

　

成
田　

涼
平
（
医
６
）

学
術
研
究
活
動
賞

　

大
辻　

琉
加
（
医
６
）

 

（
学
年
は
令
和
７
年
３
月
現
在
）

教
授

疾
患
生
命
医
学

　

石
黒
啓
一
郎
（
東
京
大
理
・
平
７
）

准
教
授

内
分
泌
代
謝
・
血
液
・
老
年
内

科
学

　

前
澤　

善
朗
（
平
10
）

　
　

同
講
師
よ
り

講
師

心
臓
血
管
外
科
学

　

松
浦　
　

馨
（
平
10
）

　
　

心
臓
血
管
外
科
助
教
よ
り

動
物
病
態
学

　

菊
池　

浩
二
（
大
阪
大
工
・
平
10
）

他
大
学
教
授

東
京
科
学
大
学
大
学
院   

医
歯

学
総
合
研
究
科   

脳
神
経
病
態

学
分
野

　

三
澤　

園
子
（
平
11
）

人 事 異 動ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

疾
患
生
命
医
学　

教
授　

�

石　

黒　

啓
一
郎
（
東
京
大
理
・
平
7
）

就　
 

任　

 

挨　

 

拶

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

先
端
デ
ー
タ
医
科
学　

教
授　

�

伊　

藤　
　
　

薫
（
金
沢
大
・
平
13
）

学
長
表
彰

人
事
異
動
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症
・
肺
高
血
圧
症
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
改
訂
さ
れ
、
私
も
日
本

胸
部
外
科
学
会
お
よ
び
日
本
脈

管
学
会
の
ご
推
薦
を
賜
り
、
班

員
の
一
人
と
し
て
参
画
す
る
機

会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

慢
性
血
栓
塞
栓
性
肺
高
血
圧
症

に
対
す
る
肺
動
脈
内
膜
摘
除
術

が
第
一
選
択
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
多
職
種
に
よ
る
治
療
戦

略
の
構
築
が
強
く
推
奨
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
該
手
術
の
実
施
可
能
な
外
科

医
は
依
然
と
し
て
少
な
く
、
多

職
種
チ
ー
ム
を
編
成
し
う
る
施

設
も
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病

院
は
、
開
院
よ
り
５
年
と
新
し

い
病
院
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

吉
野
一
郎
病
院
長
の
卓
越
し
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
大

学
病
院
と
し
て
の
成
熟
と
次
な

る
展
開
を
目
指
し
歩
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
肺
高
血
圧
症
治

療
に
お
い
て
は
、
呼
吸
器
内

科
・
循
環
器
内
科
・
心
臓
血
管

外
科
が
連
携
し
、
よ
う
や
く
多

職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
包
括
的
な

診
療
体
制
の
構
築
が
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
我
が
国

を
代
表
す
る
臨
床
・
研
究
拠
点

の
一
つ
と
な
る
べ
く
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま

教
授
）、
巽
浩
一
郎
教
授
（
前
呼

吸
器
内
科
学
教
授
）
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
先
生
方
よ
り
温
か
い

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
誠
に
得
難
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
私
は
、
第
一
外
科
に
お
け

る
伝
統
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
で

あ
る
、
慢
性
血
栓
塞
栓
性
肺
高

血
圧
症
に
対
す
る
肺
動
脈
内
膜

摘
除
術
に
つ
い
て
、
中
島
教
授

や
増
田
政
久
先
生
（
元
千
葉
医

療
セ
ン
タ
ー
院
長
）
の
ご
志
を

継
ぎ
、
今
日
に
至
る
ま
で
研
鑽

を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本

術
式
は
極
め
て
高
い
技
術
を
要

す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
お

い
て
も
国
内
の
限
ら
れ
た
施
設

に
お
い
て
の
み
施
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
幸
い
に
も
、
中
島
教

授
お
よ
び
増
田
先
生
の
ご
高
配

に
よ
り
、
米
国U

niversity of 
C

alifornia, San D
iego

の

Jam
ieson

教
授
な
ら
び
に
、
ド

イ
ツK

erckhoff K
linik

の

M
ayer

教
授
と
い
っ
た
世
界
的

権
威
の
直
接
の
ご
指
導
を
仰
ぐ

貴
重
な
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
肺
高
血
圧
症
治
療
の

第
一
人
者
で
あ
る
田
邉
信
宏
先

生
（
千
葉
県
済
生
会
習
志
野
病

院
副
院
長
、
肺
高
血
圧
セ
ン
タ
ー

長
）
に
も
多
大
な
る
ご
教
示
を

賜
り
、
現
在
の
自
分
を
形
づ
く

る
基
礎
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
４
月
に
は
、
日
本

循
環
器
学
会
に
よ
る
「
肺
塞
栓

の
力
で
立
ち
向
か
う
基
盤
を
本

学
か
ら
築
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
研
鑽
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

究
の
場
に
若
手
医
学
者
を
積
極

的
に
巻
き
込
み
、
次
世
代
の
感

染
症
研
究
と
感
染
症
対
策
を
担

う
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
感

染
症
と
い
う
人
類
共
通
の
課
題

に
対
し
て
、
微
生
物
学
・
医
学

デ
ン
ス
を
迅
速
に
創
出
し
、
公
衆

衛
生
に
還
元
し
て
い
く
現
場
に

立
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
通
じ
て
、
感
染
症
対

策
に
必
要
と
な
る
科
学
者
の
専

門
性
が
極
め
て
多
様
で
あ
る
こ

と
と
、
感
染
症
対
策
の
実
装
に
、

そ
れ
ら
の
専
門
家
の
有
機
的
な

連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

く
認
識
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２

０
２
０
年
１
月
に
感
染
研
感
染

病
理
部
長
に
着
任
直
後
に
発
生

し
たC

O
V

ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
は
、
感
染
病
理
学
と
い
う
学

術
的
な
興
味
に
基
づ
い
た
病
態

解
明
研
究
だ
け
で
な
く
、
病
原

体
検
査
法
や
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

の
開
発
、
全
国
血
清
疫
学
調
査
、

FF100
調
査
の
よ
う
な
公
衆
衛

生
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
感

染
症
対
策
に
関
わ
り
、
研
究
成

果
を
実
社
会
の
対
策
に
直
結
さ

せ
る
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
を
通
じ
て
実
感
し
た

の
は
、
臨
床
医
学
、
微
生
物
学
、

疫
学
、
公
衆
衛
生
学
、
情
報
科

学
と
い
っ
た
専
門
領
域
を
横
断
的

に
結
集
す
る
「
異
分
野
融
合
型

の
感
染
症
研
究
」
が
、
感
染
症

対
策
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
感
染
研
で
の
経
験

と
人
的
・
技
術
的
リ
ソ
ー
ス
を

活
か
し
、
千
葉
大
学
に
お
け
る

教
育
・
研
究
活
動
を
通
じ
て
、

実
践
的
な
異
分
野
融
合
型
の
感

染
症
研
究
を
さ
ら
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
研

行
い
、
人
獣
共
通
感
染
症
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
成
21
年
よ
り

感
染
研　

感
染
病
理
部
に
赴
任

し
、
佐
多
徹
太
郎
部
長
、
長
谷

川
秀
樹
部
長
の
も
と
で
新
興
ダ

ニ
媒
介
性
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
で

あ
る
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
（SF

T
S

）
な
ど
の
新
興
・

再
興
感
染
症
の
病
態
・
病
理
解

明
に
関
す
る
研
究
や
経
鼻
不
活

化
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
新
規
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年

に
は
新
興
感
染
症
の
病
理
学
研

究
で
高
名
なSherif Z

aki

博
士

が
率
い
る
米
国C

D
C

感
染
症

病
理
部
門
（Infectious D

is-
eases Pathology B

ranch

）

に
１
年
間
留
学
し
、
感
染
症
の

病
理
学
検
査
や
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

時
の
実
地
対
応
に
従
事
し
ま
し

た
。
こ
の
留
学
時
、
米
国C

D
C

内
で
は
南
米
で
発
生
し
た
ジ
カ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
先
天
性
ジ
カ
症
候

群
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
対
応
が
大

規
模
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
先
天
性
ジ
カ
症
候
群
レ
ス

ポ
ン
ス
に
お
け
る
感
染
症
病
理
部

門
で
の
検
査
業
務
に
従
事
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、C

D
C

内
の

複
数
の
専
門
職
が
連
携
し
て
エ
ビ

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
４
月

１
日
付
で
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院   

感
染
病
態
学
の
教

授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
私

は
、
こ
れ
ま
で
国
立
感
染
症
研

究
所
（
感
染
研
）
感
染
病
理
部

に
お
い
て
微
生
物
学
と
病
理
学

の
融
合
領
域
で
感
染
症
研
究
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
本
学
に
お
け
る
教
育
・

研
究
に
も
尽
力
し
、
微
力
な
が

ら
学
術
の
発
展
と
社
会
へ
の
貢

献
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

私
は
平
成
14
年
に
北
海
道
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

院
分
子
細
胞
病
理
学
に
て
長
嶋

和
郎
教
授
の
も
と
で
外
科
病
理

学
の
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
神

経
難
病
で
あ
る
進
行
性
多
巣
性

白
質
脳
症
を
引
き
起
こ
すJC

ウ

イ
ル
ス
の
分
子
ウ
イ
ル
ス
学
研
究

に
従
事
し
学
位
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
大

学
人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
に
て
澤
洋
文
教
授
の
も

と
で
ポ
ス
ド
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

言
を
賜
り
な
が
ら
、
千
葉
大
学

大
学
院
医
学
薬
学
府
博
士
課
程

（
先
進
医
療
科
学
専
攻
）
を
修

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
は
診
療
科
の
臓

器
別
再
編
に
よ
り
、
心
臓
血
管

外
科
が
第
一
外
科
か
ら
独
立
し
、

松
宮
護
郎
先
生
が
教
授
に
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
医
局
長

と
し
て
医
局
運
営
に
あ
た
る
機

会
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
時
は
手
術
待
機
患
者
が
多
数

に
上
る
一
方
で
、
割
り
当
て
ら

れ
た
手
術
枠
や
病
床
数
が
限
ら

れ
、
ス
タ
ッ
フ
も
少
数
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
の
力
不
足
も
あ

り
、
多
く
の
関
係
部
署
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、

今
な
お
忸
怩
た
る
思
い
で
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環

境
下
に
お
い
て
も
、
宮
崎
教
授
、

松
原
久
裕
教
授
（
前
消
化
器
外

科
学
教
授
）、
吉
野
一
郎
教
授

（
前
呼
吸
器
外
科
学
教
授
）、
小

林
欣
夫
教
授
（
循
環
器
内
科
学

　

こ
の
た
び
令
和
７
年
４
月
１

日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
学
部   

心
臓
外

科
学
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
長
年

に
わ
た
り
ご
指
導
ご
厚
情
を
賜

り
ま
し
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

諸
先
生
方
の
お
か
げ
と
、
心
よ

り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
９
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
中
島
伸

之
教
授
の
ご
高
導
の
も
と
、
第

一
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。

入
局
当
時
の
医
局
長
は
、
宮
崎

勝
先
生
（
前
肝
胆
膵
外
科
学
教

授
）
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
連
病
院
に
て
外
科

お
よ
び
心
臓
血
管
外
科
の
研
修

に
従
事
し
、
宮
崎
教
授
の
ご
助

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

感
染
病
態
学　

教
授　

�
鈴　

木　

忠　

樹
（
北
海
道
大
・
平
14
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

心
臓
外
科
学　

教
授　

�

石　

田　

敬　

一
（
平
9
）
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ま
れ
る
病
院
で
な
い
と
生
き
残

れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
船
橋
市

を
含
む
東
葛
南
部
地
域
は
今
後

人
口
は
頭
打
ち
と
な
り
ま
す
が
、

老
年
人
口
は
こ
こ
20
〜
30
年
は

増
加
し
て
い
く
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
老
年
の
入
院
受
療
率
は

減
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
受

診
機
会
は
増
加
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
地
域
に
お
け

る
自
院
の
役
割
を
認
識
し
、
高

齢
者
救
急
を
担
う
病
院
と
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、

少
な
く
と
も
都
会
に
お
い
て
は

急
性
期
充
実
体
制
加
算
や
総

合
入
院
体
制
加
算
Ⅰ
を
算
定
で

き
な
い
病
院
が
急
性
期
医
療
を

行
っ
て
い
く
残
さ
れ
た
道
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
日
本
の
病

院
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

変
化
に
順
応
し
つ
つ
、
地
域
の

方
々
の
健
康
維
持
を
最
大
目
標

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

り
合
う
仲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

帰
国
後
、
国
立
横
浜
東
病
院
に

勤
務
し
腹
腔
鏡
手
術
の
先
駆
者

で
あ
っ
た
故
雨
宮
邦
彦
先
生
や

肝
胆
膵
や
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
に

長
け
た
十
川
康
弘
先
生
の
御
指

導
の
下
、
臨
床
の
技
術
を
学
び

ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に
国
立

病
院
統
廃
合
に
よ
り
聖
隷
福
祉

事
業
団
に
移
譲
さ
れ
た
聖
隷
横

浜
病
院
へ
移
り
、
そ
ち
ら
で
外

科
部
長
・
副
院
長
と
し
て
勤
務

し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
４
月

に
大
塚
将
之
教
授
の
ご
高
配
で

JC
H

O

船
橋
中
央
病
院
に
移

り
こ
れ
ま
で
副
院
長
と
し
て
安

全
管
理
や
病
院
経
営
な
ど
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
に
は
元
千
葉
大
学
病
院

院
長
：
山
本
修
一
先
生
が
始
め

ら
れ
た
千
葉
医
経
塾
の
５
期
生

と
し
て
井
上
貴
裕
先
生
の
も
と

医
療
経
済
・
病
院
経
営
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
学
び
直
し
ま
し
た
。

全
国
の
病
院
の
６
割
以
上
が
赤

字
経
営
を
続
け
て
い
る
今
日
、

病
院
長
と
し
て
病
院
の
経
営
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
決
し
て

た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
と
感

じ
ま
す
。
地
域
医
療
構
想
の
中
、

地
域
か
ら
あ
っ
て
ほ
し
い
と
望

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

４
月
１
日
よ
り
山
口
武
人
前
院

長
の
後
任
と
し
て
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（JC
H

O

）
船
橋
中
央
病
院
の

院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
61
年
千
葉
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
、
当
時
奥
井
勝
二

先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉

大
学
第
一
外
科
（
現
臓
器
制
御

外
科
）
へ
入
局
、
５
年
間
の
関

連
病
院
出
張
の
後
、
宮
崎
勝
先

生
の
率
い
る
肝
胆
道
グ
ル
ー
プ

に
属
し
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
崎
勝
先
生
の
ご
高

配
で
１
９
９
５
年
よ
り
３
年
間

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
留
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
分
子
生
物
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
異
種
移
植
の
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
は
千
葉
大
の
同
級
生
で
あ

る
第
２
外
科
の
有
田
誠
司
先
生

に
お
世
話
に
な
っ
た
ほ
か
、
多

く
の
他
大
学
の
日
本
人
医
師
と

も
交
流
し
、
今
で
も
連
絡
を
取

病
院
と
し
て
、「
保
健
・
医
療
・

高
齢
者
福
祉
の
事
業
を
通
じ
て

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
」
を
使
命
と
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
同
門
の
先
生
方
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

院
長
職
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま

で
の
70
年
余
り
、
千
葉
大
学
同

窓
の
先
生
が
代
々
務
め
ら
れ
て

い
て
、
昭
和
29
年
５
月
に
渡
辺

常
美
先
生
（
第
二
内
科
出
身
）

が
第
８
代
院
長
に
就
任
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
渡
辺
先
生

は
、
宇
都
宮
御
出
身
と
い
う
縁

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
以
降
、

石
塚
正
二
（
第
一
内
科
）、
大
井

利
夫
（
整
形
外
科
）、
田
代
亜
彦

（
第
一
外
科
）、
一
戸
彰
（
第
一
内

科
）、
十
川
康
弘
（
第
一
外
科
）、

安
藤
克
彦
（
第
一
外
科
）
の
諸

先
生
方
が
お
務
め
に
な
っ
て
い

て
、
私
で
15
代
目
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
過
去
に
は
、
千

葉
大
学
か
ら
整
形
外
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
小
児
科
の
各
科

常
勤
医
の
派
遣
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
、
内
科
、
外
科
、

泌
尿
器
科
、
形
成
外
科
、
放
射

線
科
の
各
科
に
千
葉
大
学
よ
り

の
派
遣
に
よ
る
常
勤
医
が
勤
務

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
当
院
の

診
療
圏
で
も
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
お
隣

日
光
市
は
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
病
院
経
営

も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
状

況
下
に
あ
り
、
加
え
て
医
師
の

働
き
方
改
革
や
新
卒
医
師
の
診

療
科
選
択
の
偏
在
か
ら
、
病
院

に
お
け
る
医
師
確
保
等
の
問
題

は
山
積
み
で
す
が
、
栃
木
県
西

部
、
上
都
賀
地
区
の
公
的
基
幹

が
）、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
、
外
科
診
療
一

般
、
特
に
大
腸
肛
門
疾
患
の
診

療
に
携
わ
っ
て
き
た
ほ
か
、
災

害
拠
点
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
っ
た
く
異
分
野
で
あ
る
災
害

医
療
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
に
当
院

D
M

A
T

を
立
ち
上
げ
、
翌
年

の
東
日
本
大
震
災
や
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
等
に
も
出
動
し

て
お
り
ま
す
。

　

上
都
賀
総
合
病
院
は
、
栃
木

県
鹿
沼
市
に
あ
り
、
東
に
は
県

都
宇
都
宮
、
北
側
に
は
世
界
遺

産
の
あ
る
日
光
市
が
接
し
て
い

る
と
い
う
位
置
関
係
に
あ
り
ま

す
。
鹿
沼
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ

と
い
え
ば
、
イ
チ
ゴ
、
に
ら
そ

ば
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
最

近
で
は
横
浜
の
某
有
名
店
と
の

関
わ
り
か
ら
鹿
沼
シ
ウ
マ
イ
が

売
り
出
し
中
で
す
。
ま
た
、
園

芸
分
野
で
有
名
な
鹿
沼
土
で
も

名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
当
院
は

栃
木
県
の
二
次
医
療
圏
と
し
て

は
、
県
西
医
療
圏
に
属
し
て
お

り
、
地
域
の
基
幹
病
院
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
創
立
は
、

昭
和
10
年
７
月
20
日
で
、
今
年

90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
全
国

の
厚
生
連
病
院
の
中
で
も
屈
指

の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
当
院
の

　

２
０
２
５
年
４
月
１
日
に
上

都
賀
総
合
病
院
の
病
院
長
に
就

任
し
ま
し
た
知
久
毅
（
ち
く
つ

よ
し
）
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

わ
た
く
し
は
、
栃
木
県
日
光

市
に
生
ま
れ
、
昭
和
58
年
に
千

葉
大
学
医
学
部
に
入
学
し
ま
し

た
。
大
学
時
代
は
剣
道
部
で
過

ご
し
、
卒
業
は
平
成
元
年
と
な

り
ま
す
。
卒
業
後
、
当
時
奥
井

勝
二
先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た

第
一
外
科
に
入
局
し
、
出
張
を

経
て
、
更
科
廣
實
先
生
、
斎
藤

典
夫
先
生
、
幸
田
圭
史
先
生
の

ご
指
導
の
下
、
大
腸
肛
門
分
野

の
研
究
に
勤
し
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
９
年
に
上
都
賀
総

合
病
院
に
赴
任
し
、
出
張
時
代

も
含
め
ま
す
と
現
在
ま
で
28
年

余
、
医
師
人
生
の
三
分
の
二
以

上
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
実

は
、
私
が
医
師
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
当
院
で
あ
り
（
そ
の
経
緯

は
長
く
な
る
の
で
割
愛
し
ま
す

ゐ の は な 同 窓 会 報

JCH
O

船
橋
中
央
病
院

院
長　

郷　

地　

英　

二
（
昭
61
）

上
都
賀
総
合
病
院

病
院
長　

知　

久　
　
　

毅
（
平
元
）

（
社
）
日
本
医
療
福
祉
建
築
協
会

見
学
会
＋
研
修
会

�

「
千
葉
大
学
旧
病
院
」

千
葉
大
学
医
学
部
第
二
内
科

�

脂
質
代
謝
研
究
室

創
立
50
周
年
記
念
誌
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器
科
医
の
役
割
の
向
上
に
務
め

て
来
ま
し
た
。
平
成
30
年
６

月
〜
令
和
２
年
６
月
に
は
一
般

社
団
法
人
日
本
生
殖
医
学
会
理

事
長
を
拝
命
し
、
関
連
す
る
学

術
集
会
も
多
数
主
催
す
る
機
会

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
泌

尿
器
科
学
会
や
日
本
生
殖
医
学

会
に
お
い
て
専
門
医
制
度
に
関

わ
る
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
28
年
か

ら
４
年
間
、
日
本
専
門
医
機
構

の
理
事
を
務
め
、
現
在
に
至
る

ま
で
同
機
構
の
活
動
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
地
域
医

療
機
能
推
進
機
構
船
橋
中
央
病

院
に
異
動
し
、
泌
尿
器
科
常
勤

医
師
と
し
て
、
男
性
不
妊
症
診

療
の
継
続
、
臨
床
遺
伝
科
の
開

設
準
備
な
ど
、
千
葉
大
学
で
実

践
し
て
き
た
臨
床
分
野
を
中
心

に
地
域
医
療
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
今
こ
こ
に
至
り
、「
男
性

不
妊
症
」、「
ゲ
ノ
ム
医
療
」
を

一
貫
し
て
追
究
で
き
た
41
年
間

で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
後
も
千
葉
大
学
客

員
教
授
と
し
て
ゲ
ノ
ム
医
療
な

ど
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
千

葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
、

医
学
部
附
属
病
院
、
そ
し
て
千

葉
大
学
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
大
変
お

世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

診
断
と
治
療
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
ま
し
た
。
島
﨑
淳
教
授
の
ご

指
導
に
よ
り
、
昭
和
60
年
４
月

に
大
学
院
に
進
学
し
、
科
学
技

術
庁
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

（
当
時
）
で
染
色
体
を
学
ぶ
機
会

を
得
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後

に
米
国
ジ
ョ
ン
ス
ポ
プ
キ
ン
ス
大

学
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に
留

学
し
ま
し
た
が
、
前
立
腺
癌
に

対
す
る
転
移
抑
制
遺
伝
子
の
同

定
を
目
指
す
過
程
で
細
胞
遺
伝

学
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

ゲ
ノ
ム
医
療
に
携
わ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

教
授
に
就
任
し
た
平
成
16
年

は
、
国
立
大
学
法
人
化
と
と
も

に
臨
床
研
修
の
必
修
化
も
開
始

さ
れ
、
泌
尿
器
科
へ
の
入
局
者

が
２
年
間
全
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
影
響
は
し
ば
ら
く
続

き
ま
し
た
が
、
退
職
前
の
数
年

は
毎
年
10
名
前
後
が
入
局
す
る

よ
う
に
な
り
、
人
を
残
す
と
い

う
意
味
で
は
一
定
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
か
な
と
安

堵
し
て
い
ま
す
。

　

学
外
活
動
の
機
会
に
も
恵
ま

れ
、
男
性
不
妊
症
診
療
の
重
要

性
や
生
殖
医
療
に
お
け
る
泌
尿

　

令
和
７
年
３
月
末
日
を
も
っ

て
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
平
成
16
年
４
月
に
泌
尿

器
科
学
教
授
に
就
任
し
て
以
来
、

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
頂

戴
し
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昭
和
59
年
３
月
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
島
﨑
淳
教

授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉
大

学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
教
室
に

入
局
し
ま
し
た
。
研
修
一
年
目
で

受
け
持
っ
た
患
者
さ
ん
が
き
っ
か

け
で
、
自
分
自
身
が
閉
塞
性
無

精
子
症
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

男
性
不
妊
症
の
診
療
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
診
断
し
て
く
だ
さ
っ
た
伊

藤
晴
夫
助
教
授
（
後
日
教
授
に

就
任
）
に
は
、
男
性
不
妊
症
の

取
り
入
れ
て
診
療
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
が
ん
の
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
を
目
指
し
緩
和
ケ
ア
病
床
20

床
も
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
き
た
る
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
な
が
ら
、
急
性

期
医
療
と
と
も
に
地
域
の
医
師

会
の
先
生
方
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

医
療
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
須
で
あ
り
、
地
域
医
療
構
想

に
応
じ
た
医
療
を
進
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
病
院
経
営
の
厳
し
さ
が

議
論
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
諸
先
輩
、
皆
様
方

に
は
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご

支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、
医

局
派
遣
と
は
関
係
の
な
い
先
生

方
も
多
く
在
籍
し
救
急
を
は

じ
め
と
し
て
日
常
診
療
に
奔
走

し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

も
、
２
０
２
２
年
に
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
が
泌

尿
器
科
、
消
化
器
外
科
領
域
疾

患
で
導
入
さ
れ
、
２
０
２
４
年

に
は
最
新
鋭
放
射
線
治
療
装
置

の
更
新
整
備
を
行
い
稼
働
し
て

お
り
ま
す
。
脳
神
経
外
科
領
域

で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血

栓
除
去
治
療
・
血
管
内
手
術
や

外
視
鏡
を
用
い
た
精
密
な
脳
腫

瘍
手
術
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

循
環
器
科
領
域
で
は
、
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
に
加
え
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
不
整
脈
に

対
す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

も
本
格
的
に
開
始
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
科
が
最
新
治
療
を

ま
し
た
。
２
０
２
０
年
４
月
に

は
副
院
長
を
拝
命
し
、
こ
の
４

月
に
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
院
は
１
９
５
０
年
（
昭
和

25
年
）
開
院
し
、
初
代
院
長

神
山
定
治
先
生
か
ら
数
え
、
八

代
目
の
院
長
と
な
り
ま
す
。
埼

玉
県
北
部
医
療
圏
に
属
し
、
深

谷
市
の
北
部
を
流
れ
る
利
根
川

を
は
さ
ん
で
群
馬
県
と
接
し
て

お
り
、
千
葉
か
ら
は
離
れ
た
土

地
で
す
が
、
昭
和
45
年
に
就
任

さ
れ
た
第
二
代
高
木
紹
夫
院
長

（
昭
和
23
年
千
葉
医
科
大
卒
内

科
）
以
降
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
諸
先
輩
方
が
歴
代
の
院
長
を

務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

深
谷
市
は
昨
年
一
万
円
札
の
顔

と
な
っ
た
渋
沢
栄
一
翁
の
生
誕
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
当
院
は
３
次
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支

援
病
院
、
地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
、
災
害
拠
点
病
院

の
指
定
を
う
け
地
域
の
住
民
の

皆
様
の
健
康
を
守
る
べ
く
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
埼
玉
県
北
部

は
医
師
偏
在
に
よ
る
医
療
過
疎

地
域
で
あ
り
、
千
葉
大
学
は
も

と
よ
り
、
埼
玉
医
大
、
群
馬
大

学
な
ど
の
医
局
か
ら
多
大
な
る

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
４
月
１

日
付
け
で
深
谷
赤
十
字
病
院
院

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
石
川

文
彦
と
申
し
ま
す
。
私
は
平
成

２
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
当
時
奥
井
勝
二
教
授
が

主
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
第
一

外
科
（
現
臓
器
制
御
外
科
）
に

入
局
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後

深
谷
赤
十
字
病
院
、
国
立
療
養

所
下
志
津
病
院
、
千
葉
県
立
鶴

舞
病
院
（
現
千
葉
県
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
）、
国
立
千
葉
病
院
、

船
橋
中
央
病
院
で
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
平
成
７
年
１
月
に

中
島
伸
之
教
授
が
主
催
さ
れ
て

い
る
教
室
に
戻
り
ま
し
た
。
私

は
更
科
廣
實
先
生
が
率
い
る
第

一
研
究
室
（
胃
・
大
腸
研
究
室
）

に
お
世
話
に
な
り
、
斎
藤
典
男

先
生
や
布
村
正
夫
先
生
を
は
じ

め
と
し
た
先
輩
方
に
指
導
を
い

た
だ
き
主
に
胃
・
大
腸
疾
患
の

診
断
と
治
療
の
研
鑽
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

平
成
11
年
４
月
に
深
谷
赤
十
字

病
院
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ゐ の は な 同 窓 会 報

充
実
し
た
41
年
間

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

泌
尿
器
科
学

�

市　

川　

智　

彦
（
昭
59
）

深
谷
赤
十
字
病
院

院
長　

石　

川　

文　

彦
（
平
2
）

会費納入のお願い
口座振替のおすすめ

　会報と共に会費納入のお願い（払込取扱票）が
同封されていた方は、ゐのはな同窓会費（5,000円）
の納入をお願い致します。
　会費納入には口座振替が便利です。
　口座振替申し込み用紙は同窓会事務局までご請
求ください。

　TEL：043－202－3750
　e-mail：info@inohana.jp

＊他金融機関からゆうちょ銀行への振込先
　〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）
　当座0143947

任任
挨挨
拶拶

退退
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か
そ
の
時
々
で
先
輩
や
同
僚
に

助
け
ら
れ
て
大
失
敗
す
る
と
こ

ろ
を
小
さ
な
つ
ま
ず
き
で
済
ま

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
の
度
叙
勲
の
栄
に
浴
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
「
功
績
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
職
場
の
多
く
の
仲
間
に

守
ら
れ
た
お
か
げ
で
図
ら
ず
も

成
し
遂
げ
ら
れ
た
「
守
成
」
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
40
年
間

の
国
立
病
院
で
の
医
療
活
動
は

一
人
で
自
由
に
や
っ
て
き
た
訳
で

は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
施
設
を
移

動
す
る
と
き
や
そ
れ
に
伴
う
人

員
、人
数
な
ど
の
調
整
に
当
た
っ

て
は
国
立
病
院
機
構
の
事
務
部
、

看
護
部
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ゐ
の
は
な
同
窓

会
や
内
科
系
同
門
会
の
御
支
援

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
き
た

に
違
い
な
い
と
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
療
法
の
治
療
成
績
は
惨
憺
た

る
も
の
で
、
岡
崎
伸
生
先
生
を

し
て
「
一
例
で
も
よ
い
か
ら
肝
細

胞
癌
進
行
例
に
対
す
る
全
身
化

学
療
法
の
有
効
例
を
経
験
さ
せ

て
あ
げ
た
い
」
と
い
わ
し
め
た

も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
私
は
国
立
千
葉
病
院

（
現
在
の
国
立
病
院
機
構
千
葉

医
療
セ
ン
タ
ー
）
へ
転
勤
と
な

り
、
森
博
志
先
生
（
昭
和
31
）、

武
者
廣
隆
先
生
（
昭
和
40
）
な

ど
歴
代
の
院
長
か
ら
地
域
医
療

に
お
け
る
国
立
病
院
医
療
の
意

義
を
、
さ
ら
に
国
立
病
院
機
構

下
志
津
病
院
へ
移
っ
て
か
ら
は

西
牟
田
敏
之
院
長
（
昭
和
42
）

の
下
で
副
院
長
、
さ
ら
に
院
長

を
拝
命
し
、
国
立
病
院
機
構
が

一
般
医
療
の
ほ
か
に
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
、
重
症
心
身
障
害
者

医
療
な
ど
政
策
医
療
と
し
て
の

障
害
者
医
療
の
基
幹
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
結
局
65
歳
で
定
年

退
官
を
迎
え
た
時
に
は
四
つ
の

国
立
病
院
を
約
40
年
か
け
て
経

験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
に
特
に
功
績
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ

　

令
和
７
年
春
の
叙
勲
に
て
瑞

宝
中
綬
章
を
拝
受
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

先
生
方
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
１
９
７
１
年
（
昭
和
46

年
）
本
学
卒
業
後
旧
第
一
内
科

に
入
局
し
、
そ
の
ま
ま
出
張
の

か
た
ち
で
国
立
習
志
野
病
院

（
現
在
の
済
生
会
習
志
野
病
院
）

に
６
か
月
、
国
保
立
君
津
中
央

病
院
に
２
年
６
か
月
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
千
葉

大
学
第
一
内
科
教
授
奥
田
邦
雄

先
生
と
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病

院
内
科
岡
崎
伸
生
先
生
（
昭
和

37
）
の
お
世
話
に
よ
り
じ
つ
に

15
年
間
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病

院
検
査
科
医
員
と
し
て
勤
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
課

題
は
肝
細
胞
が
ん
の
全
身
化
学

療
法
で
、
い
く
つ
か
の
原
著
論

文
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
こ
の
当
時
の
全
身
化

レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
へ
の
転
換
に
寄

与
し
ま
し
た
。
国
際
的
に
は
研

究
成
果
を
政
策
や
実
践
に
活
か

す
20
年
に
わ
た
るK

now
ledge 

translation

の
取
り
組
み
を

W
H

O

か
ら
２
０
１
８
年
に
出

版
し
、W

H
O

のT
echni-

cal A
dvisory G

roup for 
M

easurem
ent, M

onitor-
ing and E

valuation of the 
U

N
 D

ecade of H
ealthy 

A
geing

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
世

界
一
の
長
寿
国
日
本
の
経
験
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
産
官
学
共
創
研
究
に

取
り
組
み
、
10
を
超
え
る
企
業

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
高
齢
者

のQ
O

L

向
上
、
地
域
の
活
性

化
、
社
会
保
障
費
用
の
抑
制
な

ど
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た

ら
し
う
る
こ
と
を
検
証
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
は
京
都
大
学

特
任
教
授
も
拝
命
し
、Beyond 

2050

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
長
生
き
で
き
る
町
」 （
角
川

書
）「
健
康
格
差
社
会   

第
２

版
：
何
が
心
と
健
康
を
蝕
む
の

か
」（
医
学
書
院
）
な
ど
を
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

深
謝
し
ま
す
。

科
学
者
が
立
ち
向
か
う
べ
き
課

題
と
し
て
健
康
格
差
を
取
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
20

年
余
の
間
に
延
べ
２
０
０
超
市

町
村
の
高
齢
者
約
１
０
０
万
人

の
大
規
模
多
時
点
縦
断
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
日
本
に
お
け

る
健
康
格
差
の
実
態
や
健
康
の

社
会
的
決
定
要
因
を
介
し
た
生

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
多
面
的
に
実
証

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

米
国N

ational Institute of 
H

ealth

（
国
立
衛
生
研
究
所
）

の
助
成
も
受
け
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宮
城
県
岩
沼
市
の

高
齢
者
を
11
年
間
追
跡
し
た
自

然
実
験
デ
ザ
イ
ン
も
活
用
し
た

長
期
縦
断
研
究
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　

健
康
格
差
の
存
在
を
実
証
し
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
対
策
の

必
要
性
を
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、

欧
米
諸
国
の
政
策
や
そ
の
評
価

研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
政
策
研

究
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

に
着
目
し
た
地
域
介
入
研
究
な

ど
も
重
ね
て
き
ま
し
た
。
自
治

体
や
国
の
健
康
・
予
防
政
策
の

立
案
や
見
直
し
に
も
関
わ
り
、

研
究
成
果
を
紹
介
し
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
厚
生

労
働
省
の
「
健
康
日
本
21
」
に

「
健
康
格
差
の
縮
小
」
や
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」「
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
」「
自
然
に
健
康
に
な

れ
る
環
境
づ
く
り
」
な
ど
が
加

え
ら
れ
、
介
護
予
防
政
策
で
は

ハ
イ
リ
ス
ク
戦
略
か
ら
ポ
ピ
ュ

究
」
で
す
。
健
康
格
差
の
研
究

を
始
め
た
２
０
０
０
年
前
後
の

日
本
に
は
平
等
幻
想
が
残
っ
て

お
り
、
健
康
格
差
の
実
態
は
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
対
策
が
必
要

と
い
う
社
会
的
合
意
も
な
く
政

策
対
応
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
14
年
間
の
臨
床
経

験
で
、
日
本
に
も
健
康
格
差
が

あ
る
と
直
感
し
ま
し
た
。
日
本

福
祉
大
学
に
移
籍
し
、
１
９
９
９

年
度
に
調
べ
て
み
る
と
、
要
介

護
認
定
を
受
け
る
割
合
が
低
所

得
層
で
高
所
得
層
の
約
５
倍
も

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
驚
き

ま
し
た
。
後
か
ら
知
っ
た
の
で
す

が
、
ユ
ネ
ス
コ
が
「
科
学
と
科
学

的
知
識
の
利
用
に
関
す
る
世
界

宣
言
」（
１
９
９
９
）
に
お
い
て

　

２
０
２
５
年
４
月
15
日
に
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
の

で
ご
報
告
し
ま
す
。
受
賞
し
た

の
は
５
部
門
あ
る
科
学
技
術
賞

の
う
ち
「
我
が
国
の
科
学
技
術

の
発
展
等
に
寄
与
す
る
可
能
性

の
高
い
独
創
的
な
研
究
又
は
発

明
を
行
っ
た
者
」
に
与
え
ら
れ

る
研
究
部
門
で
す
。
大
学
や
学

会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
応
募

２
４
０
件
の
う
ち
52
件
（
69
名
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。
過
去
５
年

間
に
千
葉
大
学
か
ら
の
受
賞
は

２
件
と
い
う
賞
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ご

支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
し
ま
す
。

　

受
賞
テ
ー
マ
は
「
健
康
格
差

の
縮
小
に
向
け
た
社
会
疫
学
研

受賞の挨拶ゐ の は な 同 窓 会 報

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
中
綬
章

令
和
七
年
春
の
叙
勲
を
拝
受
し
て

�

吉　

田　

孝　

宣
（
昭
46
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

�

科
学
技
術
賞
受
賞
の
ご
報
告　

�

千
葉
大
学　

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー　

特
任
教
授　
　
　
　

�

近　

藤　

克　

則
（
昭
58
）
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人
（
昭
54
）、
寺
井
勝
（
昭
53
）、

和
田
佑
一
（
昭
58
）、
中
川
萌
以

（
平
22
）、
上
野
真
幸
（
医
３
）、

三
澤
園
子
（
平
11
）、
鈴
木
秀

海
（
平
13
）

四
列
目
：
松
田
、
竹
内
、
山
口

和
也
（
平
７
）、
小
野
寺
淳
（
平

18
）、
下
山
恭
平
（
平
23
）、
山

本
、
松
山
、
高
尾
、
小
笠
原
定

久
（
平
16
）

五
列
目
：
飯
田
英
和
（
平
21
）、

鈴
鹿
竜
司
（
令
３
）、
濱
田
洋
通

（
平
２
）、
諏
訪
園
靖
（
平
６
）、

伊
藤
彰
一
（
平
10
）、
鋪
野
紀
好

（
平
20
）、
織
田
成
人
（
昭
53
）、

清
水
栄
司
（
平
２
）、
櫻
井
健
一

（
平
４
）

六
列
目
：
阿
部
幸
喜
（
平
９
）、

志
賀
隆
（
平
13
）、
出
浦
、
鈴

木
、
鷲
見
、
鍋
谷
圭
宏
（
昭
60
）

七
列
目
：
井
上
、
寺
嶋
、
米
本
、

郷
地
英
二
（
昭
61
）、
依
田

※ 

同
窓
で
な
い
方
は
姓
の
み
記

載
。

 

（
敬
称
略
）

二
列
目
：
阿
部
真
一
郎
（
平
19
）、

松
村
洋
輔
（
平
17
）、
橋
本
俊
亮

（
医
６
）、
嶋
崎
悠
斗
（
医
４
）、

神
津
隆
之
介
（
医
６
）、
孫
莉
玲

（
平
３
）、
乗
貞
佑
（
医
３
）、
佐

藤
良
祐
（
医
２
）、
須
田
光
（
医

３
）、
萱
原
慎
太
郎
（
医
３
）

三
列
目
：
下
条
直
樹
（
昭
54
）、

ピ
ア
ス
洋
子
（
昭
57
）、
中
村
眞

写
真
右
か
ら

一
列
目
：
高
林
克
日
己
（
昭
50
）、

田
邊
政
裕
（
昭
49
）、
平
澤
博
之

（
昭
41
）、
吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、

横
手
幸
太
郎
（
昭
63
）、
加
藤

友
衛
（
昭
38
）、
黒
木
春
郎
（
昭

59
）、
小
島
広
成
（
平
３
）、
高

橋
宏
和
（
平
11
）、
吉
村
健
佑

（
平
19
）

プ
ト
の
も
と
、
各
現
場
か
ら
の

情
報
発
信
と
と
も
に
、
熊
谷
俊

人
千
葉
県
知
事
に
ご
登
壇
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
現
場
か
ら
の
情

報
発
信
」
と
し
て
、
松
村
洋
輔

先
生
（
千
葉
県
総
合
救
急
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー　

救
急
診
療
部

長
・
集
中
治
療
科
部
長
）、「
保

健
所
か
ら
見
た
地
域
医
療
」
を

竹
内
公
一
先
生
（
千
葉
県
保
健

所
／
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
特
任
准
教
授
）、「
厚
生
労

働
省
へ
行
っ
て
み
て
」
下
山
恭

平
先
生
（
千
葉
大
学
医
学
部
小

児
科
／
厚
生
労
働
省
医
系
技

官
）
に
講
演
い
た
だ
き
、
吉
村

健
佑
先
生
（
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
次
世
代
医
療
構
想

セ
ン
タ
ー
）
か
ら
指
定
発
言
を

頂
き
ま
し
た
。
熊
谷
知
事
か
ら

は
、「
千
葉
県
の
課
題
と
今
後

の
医
療
の
発
展
に
つ
い
て
」
と

し
て
、
大
局
的
か
つ
具
体
的
な

構
想
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
横
手
幸
太
郎
千
葉
大
学
長

に
も
ご
発
言
い
た
だ
き
、
同
窓

会
な
ら
で
は
の
忌
憚
な
い
情
報

交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
はM

O
K

U
- G

rill &
 

L
aboratory

で
行
い
ま
し
た
。

普
段
直
接
会
う
機
会
の
な
い
同

窓
の
懇
談
の
場
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
以
降
も
同
窓
会

の
特
徴
を
生
か
し
、
さ
ら
に
は

双
方
向
的
な
企
画
を
考
え
て
い

く
予
定
で
す
。

 

（
会
長　

黒
木
春
郎
）

２
０
２
５
年

�

総
会
・
講
演
会　

報
告

　

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会   

総
会
・

講
演
会
が
２
０
２
５
年
５
月
10

日
（
土
）
16
時
半
か
ら
18
時
、

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

外
来
診
療
棟
３
階
ガ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ル
で
旭
市
長
な
ど
会
員
外

も
含
め
出
席
者
72
名
の
も
と
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
と
と
も
に
、
本
会
法

人
化
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
第
一
部
で
は
「
現
在
の

基
礎
教
育
を
知
る
」
こ
と
を
主

旨
に
、
現
役
学
部
生
の
橋
本
俊

亮
君
（
医
学
部
６
年
）、
神
津
隆

之
介
君
（
医
学
部
６
年
）、
嶋
崎

悠
斗
君
（
医
学
部
４
年
）
か
ら

現
在
の
活
動
・
研
究
を
発
表
し

て
も
ら
い
、
学
生
指
導
に
関
与

し
た
小
野
寺
淳
先
生
（
千
葉
大

学
災
害
治
療
学
研
究
所
）
か
ら

総
括
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
高

度
な
内
容
、
積
極
性
、
ま
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ま
さ

な
ど
は
、
感
嘆
す
る
も
の
で
し

た
。

　

第
二
部
で
は
「
千
葉
県
の
医

療
を
考
え
る
」
と
い
う
コ
ン
セ

日本医師会認定産業医研修会

令和７年度　千葉大学医師会主催　日本医師会認定産業医研修会
基礎（実地２単位）又は生涯（実地２単位）開催のご案内

日　　時：令和７年11月19日（水）18時～20時

場　　所：千葉大学医学部・医学系総合研究棟３階　第１講義室

定　　員：70名　※定員になり次第締め切ります。

受 講 料：千葉大学医師会員　無料
　　　　　非会員：2,000円（当日、現金のみ）

申込方法：下記URLまたは二次元コードよりお申込みください。
　　　　　申込URL：https://forms.gle/SPLmLCZXNWSF1H6fA
　　　　　※従来通りメールや fax、お電話でも受付致します。

　申込・問合せ：千葉大学医師会　事務局
　　　　　　　　Tel：043－202－3755　Fax：043－202－3757　e-mail：ishikai@c-med.org

ゐ の は な 同 窓 会 報

※お願い※
　MAMIS（医師会  会員情報シス
テム）のマイページ登録がお済み
でない方は下記より登録をお願い
致します。
　https://mamis.med.or.jp/register/
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ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
同
じ
時
期
に
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会

員
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
文
責
：
島
正
之
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
石
井
秀
始
（
昭
63
）、
伊

豆
敦
子
（
昭
59
）、
福
井
博
行

（
昭
56
）、
中
尾
照
逸
（
昭
50
）、

島
正
之
（
昭
59
）、
増
村
道
雄

（
昭
50
）、
朝
長
毅
（
昭
59
）、
西

川
和
宏
（
平
５
）

後
列
：
中
川
誠
太
郎
（
平
21
）、

岡
田
厚
（
平
21
）、
桂
敏
明
（
平

５
）、
小
永
井
奈
緒
（
平
23
）、

金
丸
ゆ
り
（
平
30
）、
野
口
貴

志
（
平
16
）、
髙
田
真
理
子
（
平

13
）、
大
島
拓
（
平
13
）、
山
村

智
彦
（
平
21
）、
猪
野
木
雄
太

（
平
27
）

 

（
敬
称
略
）

（
昭
59
）
が
会
員
に
電
話
等
で
積

極
的
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
効

果
も
あ
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ

る
若
手
会
員
も
多
く
、
賑
や
か

な
会
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
写
真

撮
影
を
行
い
、
増
村
道
雄
先
生

（
昭
50
）
に
閉
会
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
に
散
会
と
な
り

ま
ざ
ま
な
苦
労
を
し
な
が
ら

も
、
精
力
的
に
診
療
や
研
究
に

励
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
熱
く

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
イ
タ
リ
ア
料

理
店
で
の
開
催
で
し
た
が
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
明
る
い
雰
囲
気
の

中
で
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
か
ら
幹
事
を
担
当
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
朝
長
毅
先

生
（
昭
59
）
と
伊
豆
敦
子
先
生

令
和
７
年

�

近
畿
ゐ
の
は
な
会
開
催
報
告

　

令
和
７
年
近
畿
ゐ
の
は
な
会

は
、
５
月
18
日
（
日
）
13
時
か

らJR

大
阪
駅
近
く
の
ヒ
ル
ト
ン

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
内
の
イ
ル
ピ

ノ
ー
ロ
梅
田
で
開
催
さ
れ
、
近

畿
地
方
在
住
の
会
員
18
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
豆
敦
子
幹
事
（
昭
59
）
の

司
会
の
も
と
、
本
年
よ
り
会
長

を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
島
正

之
（
昭
59
）
が
開
会
の
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。
次
い
で
こ
の
一
年

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
清
島
啓
治

郞
先
生
（
昭
35
）
と
那
須
武
先

生
（
昭
41
）
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
昨

年
ま
で
長
年
幹
事
を
務
め
て
く

だ
さ
っ
た
中
尾
照
逸
先
生
（
昭

50
）
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
た
お
二

人
の
先
生
を
偲
ん
で
思
い
出
を

お
話
し
い
た
だ
き
、
献
杯
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
食
事
と

歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
後
、
参

加
者
に
よ
る
近
況
報
告
に
移
り

ま
し
た
。
長
年
近
畿
地
方
で
ご

活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
先
生
の

ほ
か
、
今
年
に
な
っ
て
近
畿
地

方
に
赴
任
さ
れ
た
ば
か
り
と
い

う
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
千

葉
大
学
出
身
者
の
少
な
い
近
畿

地
方
の
大
学
や
医
療
機
関
で
さ

（
昭
52
）、
細
島
美
羽
（
医
１
）、

大
川
玲
子
（
昭
47
）、
西
川
哲

男
（
昭
47
）

２
列
目
：
森
珠
青
（
医
３
）、
鮎

川
瑞
生
（
医
３
）、
萱
原
慎
太
郎

（
医
３
）、
稲
田
晴
生
（
昭
52
）、

杉
田
克
生
（
昭
54
）、
中
野
義
澄

（
昭
45
）、
蓑
輪
百
合
子
（
平
６
）

３
列
目
：
小
田
博
之
（
医
３
）、

富
永
泰
正
（
医
３
）、
石
丸
直

樹
（
医
５
）、
小
野
寺
淳
（
平

18
）、
伊
藤
彰
一
（
平
10
）、
石

渡
規
生
（
平
17
）、
古
関
明
彦

（
昭
61
）

時
代
の
話
、
大
学
時
代
か
ら
現

在
、
更
に
将
来
の
話
、
孫
の
自

慢
話
ま
で
和
気
藹
々
の
な
か
話

は
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
常
任
幹
事
の
平
10

年
卒　

伊
藤
彰
一
先
生
の
閉
会

の
挨
拶
で
会
は
無
事
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
元
気
なO

B

は

学
生
を
連
れ
二
次
会
へ
繰
り
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

 

（
文
責
：
水
谷
正
彦
）

写
真
右
か
ら

１
列
目
：
田
邊
政
裕
（
昭
49
）、

北
原
宏
（
昭
43
）、
水
谷
正
彦

ゐ
の
は
な
一
杯
会
総
会

　

２
０
２
５
年
６
月
21
日
（
土
）、

京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な

一
杯
会
は
県
立
千
葉
中
・
千
葉
一

高
・
千
葉
高
を
卒
業
し
、
ゐ
の

は
な
の
地
に
在
籍
し
た
、
あ
る
い

は
在
籍
中
の
医
師
及
び
医
学
生

の
会
で
す
。
今
回
の
出
席
は
20

人
で
し
た
。

　

ま
ず
、
総
会
に
先
立
ち
５
人

の
物
故
者
に
対
し
冥
福
の
黙
祷

が
奉
げ
ら
れ
ま
し
た
。
総
会
は

学
生
幹
事
の
３
年
生　

萱
原

慎
太
郎
君
の
司
会
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
副
会
長
の
昭
54
年
卒   

杉
田
克
生
先
生
の
挨
拶
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
会
長
水
谷
正
彦

の
挨
拶
に
続
き
、
今
期
の
役
員
、

学
生
幹
事
・
副
幹
事
・
会
計
の

紹
介
、
千
葉
大
学
現
役
教
授
の

紹
介
、
新
入
生
の
紹
介
（
５
名

の
新
入
生
中
、
１
名
の
み
出
席
）

が
あ
り
ま
し
た
。
会
計
報
告
・

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
今
年
度
の

会
計
予
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
計
が
逼
迫
し
て
お
り
会

費
の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
最

高
齢
で
あ
る
昭
43
年
卒　

北
原

宏
先
生
の
挨
拶
、
乾
杯
の
発
声

で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。
参

加
者
20
人
に
は
57
歳
も
の
年
の

開
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高
校

ゐ の は な 同 窓 会 報
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よ
り
描
き
始
め
た
油
絵
の
画
集

の
ゲ
ラ
刷
り
を
持
参
し
、
出
来

上
が
っ
た
ら
希
望
者
に
お
送
り

頂
け
る
と
の
こ
と
で
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
次
回
の
三

五
会
は
習
志
野
第
一
病
院
前
に

建
築
中
の
ビ
ル
の
最
上
階
に
予

定
さ
れ
て
い
る
自
宅
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
招
待
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
、
来
年
が
待
ち

遠
し
い
。
以
上
、
出
席
の
方
は

全
員
元
気
で
医
業
と
関
わ
り
合

い
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
を
享
受
し
て
お
り
、
私
も

人
生
の
余
白
を
同
じ
よ
う
に
楽

し
み
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
感

じ
た
ク
ラ
ス
会
で
あ
っ
た
。

 

（
増
田
善
昭
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
海
保
允
、
神
田
敬
、
三

橋
稔
、
成
田
静
子

後
列
：
増
田
善
昭
、
村
田
光

範
、
大
井
利
夫
、
永
田
一
郎
、

谷
嶋
つ
ね
、
三
好
ひ
そ
か

で
再
会
。
世
話
人
代
表  

三
橋

稔
君
の
力
強
い
御
挨
拶
で
会
が

始
め
ら
れ
た
。
大
井
利
夫
君
の

乾
杯
の
御
発
声
の
後
、
ワ
イ
ン

と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
し
ば

し
歓
談
。
つ
い
で
、
順
繰
り
に

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
お
話
し
頂

く
。
栃
木
か
ら
車
を
運
転
し
て

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
永
田
一
郎

君
は
全
国
の
病
院
か
ら
手
術
の

実
技
指
導
や
講
演
で
忙
し
く
過

ご
し
て
お
り
、
三
好
ひ
そ
か
さ

ん
は
太
極
拳
師
範
の
資
格
を
持

ち
、
同
世
代
の
男
性
た
ち
で
は

と
て
も
で
き
な
い
柔
軟
か
つ
ス

ピ
ー
ド
の
あ
る
実
技
を
披
露
頂

い
た
。
三
橋
稔
君
は
三
十
年
前

　

令
和
７
年
の
三
五
会
は
３
月

９
日
12
時
半
よ
り
例
年
同
様
、

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
ア

ト
リ
ウ
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
一
年
間
の
物
故
者
は
佐
藤

甫
夫
君
、
山
崎
英
雄
君
の
２
名
、

療
養
中
、
遠
方
の
た
め
参
加
で

き
な
い
と
の
お
便
り
を
頂
い
た

方
も
多
く
、
出
席
者
は
昨
年
よ

り
３
名
減
り
10
名
と
な
っ
た
が
、

皆
で
久
闊
を
叙
し
元
気
な
笑
顔

て
い
る
。
あ
と
の
３
日
は
趣
味
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
く
。
レ
コ
ー

ド
が
２
０
０
枚
ほ
ど
有
る
が
、

耳
が
遠
く
な
り
補
聴
器
を
つ
け

る
が
す
ぐ
外
れ
る
。
最
近
漢
字

を
間
違
え
る
。
認
知
症
と
間
違

わ
れ
た
こ
と
も
。

　

伯
野
君
は
近
頃
新
聞
の
死
亡

欄
を
見
る
と
大
体
自
分
よ
り
若

い
。
今
日
出
席
し
て
い
る
皆
は

エ
リ
ー
ト
と
思
う
。
基
本
は
元

気
な
こ
と
で
す
。
井
坂
君
に
ス

ク
ワ
ッ
ト
を
す
す
め
た
が
、
安

達
さ
ん
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
し
て

本
を
書
か
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
本
を
書
い
て
下
さ
い
。

現
在
一
人
で
開
業
し
て
い
る
が

外
科
医
が
減
少
し
て
住
民
の
希

望
も
あ
り
呆
気
防
止
の
為
や
っ

て
る
。
ゴ
ル
フ
も
１
０
０
台
で

あ
る
。

　

山
本
君
は
、
動
作
が
遅
く

な
っ
た
。
年
齢
を
感
じ
る
が
ま

だ
病
院
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

も
う
少
し
仕
事
を
続
け
た
い
。

山
本
君
は
ク
ラ
ス
で
一
番
若
い

87
歳
で
す
。

　

吉
川
君
は
１
年
が
か
り
で
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
建
て
替
え
も
う
少

し
外
来
を
手
伝
う
。
先
日
大
阪

万
博
へ
行
っ
て
来
た
が
、
入
場

前
と
後
す
べ
て
手
間
が
か
か
り

大
変
だ
っ
た
。
先
ず
入
場
券
の

購
入
ス
マ
ホ
で
予
約
す
る
の
に

万
博
ア
プ
リ
を
入
手
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
入
場
券
を
買
っ

た
ら
時
刻
を
指
定
バ
ス
も
予
約

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
場

た
。
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
。

　

岩
倉
は
相
変
わ
ら
ず
毎
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
と
30
分
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
体
調
良
好
。
18
ホ
ー
ル

を
カ
ー
ト
に
乗
ら
ず
に
プ
レ
ー

出
来
る
。
時
々
婦
人
科
の
診
療

を
手
伝
っ
て
い
る
が
家
族
に
見

栄
を
は
る
な
と
叱
ら
れ
て
い
る
。

　

大
野
君
は
視
力
は
手
術
に
よ

り
改
善
し
本
が
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。A

D
L

は
何
と
か
保

た
れ
て
い
る
。
食
欲
も
あ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
早
寝
早
起

き
し
て
散
歩
す
る
。
あ
と
４
〜

５
年
は
生
き
ら
れ
そ
う
。

　

小
野
君
は
変
わ
り
な
く
囲
碁

と
ゴ
ル
フ
た
ま
に
俳
句
を
楽
し

ん
で
い
る
。
体
調
管
理
に
ス
ト

レ
ッ
チ
ま
が
い
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
19
階

に
住
み
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
囲

碁
・
麻
雀
・
バ
ー
も
あ
り
、
新

し
い
老
人
の
仲
間
と
つ
き
合
っ

て
い
る
。
司
馬
遼
太
郎
の
「
翔

ぶ
が
如
く
」
読
ん
で
い
る
。
安

達
さ
ん
の
「
眼
さ
わ
り
な
話
」

は
話
題
が
多
岐
に
わ
た
り
ア
ン

ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
話
が
出
て
い

る
の
で
こ
の
際
読
み
返
し
て
み

た
い
。

　

瀬
川
君
は
、
自
分
自
身
が
夢

の
中
状
態
で
、
何
を
や
っ
て
も

駄
目
、
何
を
し
ゃ
べ
っ
た
ら
良

い
か
わ
か
ら
な
い
。
皆
様
に
助

け
て
頂
い
て
感
謝
の
気
持
ち
で

す
。
石
山
君
に
こ
こ
に
連
れ
て

き
て
貰
い
ま
し
た
。

　

田
島
君
は
週
３
回
程
診
療
し

　

井
坂
君
は
、
働
い
て
は
た
ら

い
て
60
年
、
今
は
視
力
と
脚
力

の
低
下
で
介
護
１
の
認
定
。

　

皆
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
が
、

７
月
に
エ
ー
ゲ
海
、
ギ
リ
シ
ャ

の
船
旅
に
行
く
予
定
で
今
度

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
皆
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
の
で
お
楽
し
み
に
。

　

石
山
君
は
、
地
元
江
東
区
に

依
頼
さ
れ
て
「
認
知
症
予
防
家

族
会
」
に
週
１
回
位
で
講
演
し

て
い
る
。
あ
る
時
転
倒
し
て
整

形
外
科
に
か
か
っ
た
らM

C
I

（
軽
度
認
知
症
）
と
間
違
わ
れ

ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
。

　

伊
東
君
は
、
膵
ガ
ン
術
後
満

10
年
を
越
えC

A
19-9  1666

、

C
E

A
 8.3

以
外
検
査
で
異
常

が
な
く
、
自
覚
症
状
も
良
好
で

ビ
ー
ル
、
酒
等
飲
ん
で
い
る
。

大
腿
骨
頭
骨
折
後
リ
ハ
ビ
リ
中
、

週
１
回
外
来
に
出
て
い
る
。
死

に
つ
な
が
る
要
件
な
く
、
も
う

一
息
生
き
ら
れ
そ
う
。

　

入
枝
君
は
、
昔
の
こ
と
ば
か

り
思
い
出
す
。
鹿
児
島
に
疎
開

し
て
終
戦
の
時
、
グ
ラ
マ
ン
に

襲
わ
れ
竹
藪
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、

友
人
５
人
は
即
死
、
２
人
は
怪

我
し
自
分
一
人
が
助
か
っ
た
。

　

父
が
慶
応
の
文
系
卒
だ
っ
た

の
で
〝
大
学
は
出
た
け
れ
ど
…
〞

の
時
代
を
み
て
、
医
者
は
食
い
っ

ぱ
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
医
者
に
な

れ
の
言
葉
で
兄
と
同
じ
千
葉
大

に
入
学
し
た
。
兄
は
イ
ン
タ
ー

ン
の
時
暴
漢
に
襲
わ
れ
死
亡
し

　

令
和
７
年
の
37
会
は
猛
暑
の

中
、
６
月
22
日
（
日
）
に
、
銀

座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
で
、

正
午
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

　

15
名
の
出
席
予
定
で
し
た
が
、

前
日
に
布
施
吉
弘
君
が
体
調
を

崩
し
て
欠
席
と
な
り
14
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
、
昨
年
の
ク
ラ
ス

会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
佐
々

木
守
君
、
油
井
信
春
君
、
宍
倉

正
胤
君
、
砂
倉
瑞
良
君
、
４
名

の
冥
福
を
祈
念
し
て
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

ゐ
の
は
な
37
会
は
卒
業
時
75

名
だ
っ
た
の
が
、
現
在
、
生
存

会
員
27
名
、
物
故
会
員
45
名
、

消
息
不
明
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
野
幸
雄
君
の
乾
杯
の
発
声

で
開
会
し
ま
し
た
。
食
事
と
少

し
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
と
こ

ろ
で
、
各
自
の
シ
ョ
ー
ト
・
ス

ピ
ー
チ
に
移
り
ま
し
た
。

　

安
達
さ
ん
は
伯
野
君
に
教

わ
っ
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
時
に
実

行
し
て
元
気
。
６
名
の
女
医
の

う
ち
３
名
が
亡
く
な
り
淋
し
い
、

安
達
さ
ん
は
、
昨
年
の
エ
ッ
セ

イ
集
「
学
ん
で
教
え
て
60
年
」

に
続
き
今
年
も
「
眼
さ
わ
り
な

話
」
を
出
版
し
て
皆
に
配
布
し

ま
し
た
。

　

世
界
の
歴
史
文
化
の
多
岐
に

わ
た
り
、
造
詣
の
深
さ
に
感
心

致
し
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報



第 198 号 ク ラ ス 会 （ 14 ）

だ
け
で
転
倒
、
家
内
の
介
護
が

な
け
れ
ば
出
歩
け
な
い
。

　

布
施
吉
弘
君
は
欠
席
の
返
事

を
出
し
た
が
、
安
達
さ
ん
に
直

接
本
の
お
礼
を
し
た
い
か
ら
出

席
す
る
。

　

油
井
真
知
子
さ
ん
は
腰
痛
が

治
ま
ら
な
い
。

 

（
岩
倉
弘
毅
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
小
野
幸
雄
、
岩
倉
弘
毅
、

伊
東
治
武
、
安
達
恵
美
子
、
瀬

川
襄

後
列
：
伯
野
中
彦
、
綿
引
義
博
、

田
島
誠
、
大
野
孝
則
、
井
坂
誠

二
、
入
枝
幸
三
郎
、
吉
川
正
宏
、

山
本
駿
一
、
石
山
淳
一

欠
席
者
の
情
報
を
い
く
つ
か

　

大
原
啓
介
君
は
、
大
腿
骨
頭

骨
折
し
老
人
ホ
ー
ム
で
週
２
回

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
、
岩
倉
、
伊

東
の
励
ま
し
も
あ
り
、
歩
行
器

を
使
っ
て
歩
け
る
様
に
な
っ
た
。

　

小
﨑
伊
佐
夫
君
は
井
上
靖
の

短
い
作
品
や
枕
草
子
の
現
代
語

訳
を
読
ん
で
い
る
。

　

将
基
面
誠
君
は
一
人
住
ま
い

週
３
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、

３
日
ヘ
ル
パ
ー
が
来
る
。

　

土
井
修
君
、
２
月
に
大
腸
憩

室
出
血
で
入
院
、
右
膝
痛
と
足

親
指
の
巻
き
爪
悪
化
10
㎏
の
体

重
減
少
。
フ
レ
イ
ル
状
態
。

　

福
士
和
夫
君
は
歩
行
時
腰
く

し
て
か
ら
も
す
ぐ
パ
ビ
リ
オ
ン

に
入
れ
な
い
。
全
て
２
時
間
待

ち
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
等
人
気
パ
ビ
リ
オ
ン

は
行
列
い
っ
ぱ
い
。
老
人
二
人

で
ヨ
チ
ヨ
チ
と
大
変
だ
っ
た
。

雨
天
な
ど
悪
天
候
の
日
の
方
が

良
い
か
も
。

　

綿
引
君
は
、
今
回
は
日
曜
日

開
催
な
の
で
出
席
し
た
。
世
界

情
勢
を
み
る
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ　

ガ
ザ
・
イ
ラ

ン
と
の
抗
争
。
被
害
は
病
院
や

食
料
補
給
所
ま
で
及
ん
で
い
る
。

自
分
は
平
井
生
ま
れ
日
立
に
疎

開
し
て
い
た
。
３
月
10
日
の
東

京
大
空
襲
の
時
、
日
本
の
高
射

砲
はB

-29

に
届
か
な
か
っ
た
。

万
博
の
大
変
さ
を
聞
い
た
が
大

学
病
院
も
大
変
だ
。
駐
車
場
が

い
っ
ぱ
い
、
歩
道
が
無
い
、
診

察
カ
ー
ド
を
作
る
の
に
順
番
待

ち
、
採
尿
、
採
血
も
順
番
待
ち
、

３
時
間
位
た
っ
て
や
っ
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
で
３
階
の
診
察
室

へ
５
分
の
診
察
で
終
る
。
会
計

も
自
動
順
番
待
ち
。
元
気
で
丈

夫
で
な
け
れ
ば
大
学
病
院
へ
は

行
け
な
い
。
現
在
週
半
分
は
自

分
で
車
を
運
転
し
て
生
活
習
慣

病
対
応
健
診
に
従
事
し
て
い
る
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
抗
す
べ
く
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
小
康
を
保
っ
て

い
る
。

　

ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
集
合
写
真
を
撮
り
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

て
い
る
と
か
、「
自
ら
が
最
も
燃

え
て
い
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
？
」

を
自
ら
に
き
び
し
く
問
い
、
同

じ
問
い
を
私
に
も
き
び
し
く
振
っ

て
来
る
友
…
。
一
緒
に
時
を
過
ご

し
て
い
る
と
瞬
時
に
学
生
時
代

に
戻
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
ん

な
思
い
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
嬉

し
い
ひ
と
時
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
「
来
年
も
ま
た
集
ま
ろ
う
ね
」

そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

た
ひ
と
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　

な
お
、
出
席
す
る
予
定
９
名

が
８
名
の
出
席
と
な
っ
た
の
は
、

普
段
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
鍛
え

て
い
る
級
友
が
、
ジ
ム
で
転
倒

し
骨
折
と
い
う
事
故
の
た
め
急

遽
欠
席
と
な
っ
た
と
の
こ
と
…
。

や
っ
ぱ
り
常
日
頃
か
ら
、
し
っ
か

り
気
を
つ
け
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
日
常
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と

も
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。

 

（
吉
川
廣
和
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
野
口
眞
利
、
吉
川
廣

和
、
崎
山
比
早
子
、
妹
尾
素
淵

後
列
：
渡
邉
功
、
山
浦
晶
、
中

村
泰
久
、
角
田
興
一

に
そ
の
幕
を
閉
じ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
同
窓
会
内
で
の
数

少
な
い
文
化
活
動
に
幕
が
下
ろ

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
最

近
の
傾
向
と
し
て
、
絵
を
描
く

人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
や
出
品
す
る
会
員
も
高
齢

化
が
進
み
後
継
者
が
出
て
こ
な

い
な
ど
が
理
由
と
し
て
説
明
さ

れ
た
。
時
代
の
流
れ
な
の
か
も

知
れ
な
い
な
ど
と
思
わ
れ
た
。

　

近
況
報
告
で
は
、
皆
が
高
齢

者
に
な
っ
た
が
昔
と
ち
っ
と
も

変
っ
て
い
な
い
な
と
い
う
の
が
正

直
な
感
想
だ
っ
た
。
世
の
中
の

動
き
に
反
対
の
意
思
表
示
を
す

る
た
め
に
進
ん
で
デ
モ
に
参
加
し

出
席
す
る
が
９
名
、
返
信
な
し

が
９
名
、
今
後
案
内
状
不
要
と

の
回
答
が
８
名
、
そ
し
て
現
在

も
仕
事
を
し
て
い
る
と
の
回
答

が
15
名
（
15
／
45
と
約
30
％
）、

数
人
の
病
気
療
養
中
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
。
前
回
の
ク
ラ
ス

会
（
２
０
２
３
年
５
月
）
の
際

に
は
13
名
の
出
席
が
あ
っ
た
が
、

会
を
重
ね
る
度
に
減
少
す
る
の

は
仕
方
の
な
い
こ
と
と
は
思
う

が
寂
し
い
。

　

ま
た
、
同
窓
会
の
活
動
状
況

の
報
告
の
中
で
、
毎
年
、
銀
座

の
画
廊
で
開
催
さ
れ
て
き
た
歴

史
あ
る
「
ゐ
の
は
な
美
術
展
」

が
50
回
目
と
い
う
今
年
を
最
後

　

昭
40
卒
（
１
９
６
５
年
卒
）

の
我
々
は
、
ク
ラ
ス
会
を
定
期

的
に
開
き
、「
集
ま
れ
る
限
り
続

け
よ
う
」
と
申
し
合
わ
せ
続
け

て
来
た
。
今
回
は
下
記
の
要
領

で
卒
後
60
年
の
集
ま
り
を
開
催

し
た
。

　

│
記
│

日
時
： 

令
和
７
年
５
月
23
日

（
金
）PM

 

12
時

場
所
： 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
丸
の
内

　
　
　

 

27
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　

 「T
E

N
Q

O
O

（
テ
ン

ク
ウ
）」

　
　
　

 

東
京
駅
八
重
洲
北
口
サ

ピ
ア
タ
ワ
ー

　

幹
事
は
、
角
田
、
野
口
、
吉

川
の
３
名
が
担
当
、
会
場
の
設

定
・
案
内
状
の
作
成
・
発
送
は

い
つ
も
の
よ
う
に
野
口
、
案
内

状
の
返
信
受
取
り
は
角
田
、
当

日
の
会
の
進
行
は
吉
川
と
、
そ

れ
ぞ
れ
分
担
し
て
行
っ
た
。
い

つ
も
の
事
な
が
ら
ク
ラ
ス
会
実

現
の
メ
イ
ン
推
進
力
と
な
っ
て

動
い
て
く
れ
る
野
口
兄
に
は
感

謝
で
あ
る
。

　

会
は
、
物
故
者
35
名
へ
の
黙

祷
で
始
ま
り
、
同
窓
会
の
現
状
、

活
動
状
況
な
ど
の
報
告
そ
し
て

出
席
者
の
近
況
報
告
と
い
う
段

取
り
で
進
行
し
た
。

　

案
内
状
45
通
に
対
す
る
級
友

の
皆
の
反
応
に
つ
い
て
触
れ
る
。

ゐ の は な 同 窓 会 報
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文
夫
、
鈴
木
孝
雄
、
高
橋
敏
信
、

山
川
久
美
、
岡
本
和
美
、
今
井

克
己
、
岩
田
次
郎

３
列
目
：
宮
城
裕
之
、
寺
井
勝
、

堀
部
和
夫
、
松
本
明
石
、
寄
藤

和
彦
、
木
村
正
幸
、
富
沢
正
昭
、

稲
田
晴
生
、
山
縣
正
庸
、
高
田

俊
一
、
山
田
善
重
、
小
林
彰

後
列
：
林
田
和
也
、
四
元
徹
志
、

田
中
幹
雄
、
川
田
崇
雄
、
礒
辺

啓
二
郎

 

（
古
川
斎
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
後
藤
雅
博
、
椎
原
秀
茂
、

島
上
實
、
奥
野
妙
子
、
村
野
早

苗
、
中
村
緑
、
古
川
斎
、
今
泉

照
惠
、
香
村
玲
子
、
尾
崎
正
彦
、

笠
井
み
さ
子
、
松
前
孝
幸
、
平

田
豊
明

２
列
目
：
石
橋
勇
貴
、
五
十
嵐

辰
男
、
小
林
純
、
升
田
吉
雄
、

川
俣
泰
男
、
水
谷
正
彦
、
遠
藤

臨
床
や
研
究
に
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
五
十
嵐
辰
男
、

山
縣
正
庸
、
鈴
木
孝
雄
、
寺
井

勝
君
な
ど
第
一
線
で
活
躍
す
る

指
導
医
に
は
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

　

同
期
で
初
の
叙
勲
者
に
な
っ

た
千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン

タ
ー
名
誉
院
長
の
平
田
豊
明
君

か
ら
は
「
病
気
自
慢
の
一
方
で
、

生
涯
現
役
の
意
思
表
示
さ
れ
る

仲
間
が
多
く
い
て
励
み
に
な
る
」

と
の
メ
ー
ル
を
会
の
翌
日
に
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

医
師
と
い
う
職
業
は
引
退
の
時

期
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
芸
術

家
、
ド
イ
ツ
語
で
医
師
はA

rzt

で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
似
て
い
る

と
思
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
は
同
期
の
75
％
に
あ
た

る
多
く
の
方
に
連
絡
が
取
れ
た

こ
と
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
名
簿
の
管
理

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
こ
と
、

日
常
的
に
同
級
生
と
し
て
個
々

の
連
絡
を
取
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

同
期
会
継
続
の
た
め
に
は
、

詳
細
な
名
簿
の
訂
正
、
管
理
が

必
要
で
す
。
転
居
の
際
に
は
、

幹
事
ま
で
連
絡
く
れ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

瞬
く
間
に
予
定
の
時
間
と
な

り
、
新
潟
ま
で
仕
事
に
行
く
方
、

つ
ぎ
の
会
合
に
出
ら
れ
る
方
も

い
て
あ
わ
た
だ
し
く
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
は
２
年
後
に
、

元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
祈
念

し
て
報
告
し
ま
す
。

昭
和
52
年
卒
同
期
会
「
52
会
」

�
開
催
の
報
告

　

令
和
７
年
４
月
20
日
の
暖
か

な
日
曜
日
、
日
比
谷
「
松
本

楼
」
に
お
い
て
同
期
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
５
年
経
過
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
46
名
と
多
数

の
参
加
で
大
盛
況
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
こ
と
も

参
加
者
の
意
欲
を
高
め
た
の
で

し
ょ
う
。

　

冒
頭
、
乗
馬
中
に
急
逝
さ
れ

た
岩
田
裕
子
君
に
皆
で
深
く
哀

悼
の
意
を
込
め
た
黙
祷
を
さ
さ

げ
、
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
同
期
会
で
あ
り
、

各
自
の
挨
拶
に
も
気
持
ち
が
入

り
、
自
然
と
長
い
話
に
な
り
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
仕
方
な

い
こ
と
で
す
。
70
歳
代
半
ば
、

話
に
落
着
き
と
老
い
を
感
じ
た

の
は
皆
の
実
感
だ
っ
た
と
お
も

い
ま
す
。

　

病
気
自
慢
や
ハ
ゲ
自
慢
、
仕

事
の
こ
と
な
ど
時
に
笑
い
を
誘

う
話
も
あ
り
、
和
や
か
で
落
着

き
の
あ
る
会
で
し
た
。
ま
だ
ま

だ
地
域
医
療
を
担
う
必
要
の
あ

る
会
員
が
い
る
一
方
で
、
多
く

の
会
員
は
臨
床
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、

寄
る
年
波
で
し
ょ
う
か
悠
々
自

適
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
手
術
、

　

２
０
２
５
年
５
月
24
日
東
京

帝
国
ホ
テ
ル
「
菊
の
間
」
に
て
、

郷
士
会
（
昭
和
48
年
入
学 or 

54
年
卒
業
）
を
開
催
し
た
。
今

回
は
、
２
年
前
に
決
め
た
２
年

ご
と
の
郷
士
会
開
催
に
合
わ
せ

て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

田
川
雅
敏
君
の
司
会
の
も
と
、

郷
士
会
会
長
の
白
土
英
明
君
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
卒
業
後

亡
く
な
っ
た
会
員
に
対
し
黙
と

う
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
中
ほ

ぼ
年
長
と
お
ぼ
し
き
宮
本
恒
彦

君
の
乾
杯
で
歓
談
は
始
ま
っ
た
。

し
ば
し
語
ら
い
あ
っ
た
後
、
栗

原
正
利
君
か
ら
は
１
５
０
年
記

念
誌
発
行
も
含
め
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
の
活
動
状
況
を
報
告
し

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
久
し

ぶ
り
に
参
加
あ
る
い
は
話
し
た

そ
う
な
者
を
厳
選
？
し
、
大
竹
・

住
田
・
伊
澤
・
高
田
（
彰
）・

長
・
掛
田
・
吉
田
（
明
子
）・
宮

崎
・
嶋
田
（
耿
子
）
諸
氏
か
ら

近
況
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

　

報
告
者
の
卒
業
後
の
職
歴
を

聞
き
な
が
ら
、
各
自
の
経
歴
を

振
り
返
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

80
歳
ま
で
現
役
を
続
け
る
と
す

る
者
、
新
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
す
る
者
、
あ
る
い
は
そ
ろ

そ
ろ
廃
業
も
考
え
始
め
た
も
の

な
ど
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

参
加
者
全
体
で
見
れ
ば
、
開
業

写
真
右
か
ら

一
列
目
：
巽
浩
一
郎
、
岡
田
修
、

高
田
啓
一
、
高
田
郁
子
、
角
南

祐
子
、
嶋
田
耿
子
、
宮
崎
泉
、

吉
田
明
子
、
白
土
英
明
、
栗
原

正
利
、
大
竹
明
、
中
村
眞
人
、

住
田
孝
之
、
諸
田
英
夫

二
列
目
：
小
林
進
、
巷
岡
博
、

齋
藤
正
仁
、
今
井
均
、
鶴
田
好

孝
、
杉
田
克
生
、
高
田
彰
、
梶

川
工
、
沼
田
勉
、
篠
遠
仁

三
列
目
：
廣
島
健
三
、
伊
澤
英

次
、
掛
田
充
克
、
嶋
田
務
、
今

関
文
夫
、
小
林
繁
樹
、
宮
本
恒

彦
、
五
十
嵐
忠
彦
、
古
関
啓
二

郎
、
田
川
雅
敏
、
長
雄
一
、
下

条
直
樹
、
杉
浦
信
之
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晋
、
鹿
間
毅
、
小
島
博
之
、
白

鳥
亨

４
列
目
：
田
中
良
明
、
塚
本
喜

昭
、
首
藤
潔
彦
、
佐
藤
一
樹
、

山
口
賢
一
、
倉
持
宏
明
、
関
直

人
、
石
塚
満
、
森
下
一
、
大
石

嘉
則

５
列
目
：
青
木
重
陽
、
中
山
貴

裕
、
土
井
茂
治
、
植
田
育
也
、

諏
訪
部
信
一
、
小
林
信
雄
、
渡

辺
基
樹
、
伊
藤
一
茂
、
大
嶋
博

一
、
金
子
健
太
郎
、
古
谷
成

慈
、
渡
辺
紀
彦
、
長
谷
川
洋

早
退
：
渡
邉
純
一
郎

あ
る
い
は
常
勤
勤
務
医
で
毎
日

働
く
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
た

め
に
も
健
康
維
持
に
心
が
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

参
加
者
全
員
の
喜
び
の
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
と

飲
み
放
題
の
お
酒
、
勝
手
気
ま

ま
な
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
宴
た
け

な
わ
の
中
で
、
遠
来
者
の
話
も

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
も

総
勢
37
名
同
期
の
桜
が
土
曜
曇

り
空
の
夕
刻
に
参
集
で
き
た
。

誰
も
が
意
気
軒
高
で
、
曇
天
日

で
は
あ
っ
た
が
気
持
ち
だ
け
で

も
春
満
開
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
旧
友

と
の
語
り
合
い
の
な
か
で
、
時

間
が
た
つ
の
も
忘
れ
る
楽
し
い

会
で
あ
っ
た
。

　

予
定
時
刻
が
近
づ
い
た
た
め
、

記
念
写
真
を
と
り
閉
会
と
し
た
。

な
お
２
次
会
は
帝
国
ホ
テ
ル
の

ラ
ウ
ン
ジ
に
移
動
し
て
、
ワ
イ

ン
を
堪
能
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
次
回
も
２
年
後
に
開
催
予

定
に
し
て
お
り
、
元
気
で
再
会

で
き
る
こ
と
を
願
う
。

 

（
文
責　

杉
田
克
生
）

樹
、
吉
田
耕
、
堀
江
美
正
、
草

塩
公
彦
、
畠
山
健
次
、
石
原

（
米
倉
）
あ
ゆ
み

２
列
目
：
宍
倉
（
伯
野
）
め
ぐ

み
、
松
野
（
吉
田
）
典
代
、
田

口
（
幸
）
智
子
、
土
肥
美
智

子
、
孫
莉
玲
、
冲
永
聡
子
、
関

根
（
大
本
）
由
樹
、
岩
沢
（
浜

岡
）
朋
子
、
阿
部
（
山
田
）
朝

美
、
高
瀬
美
咲
、
杉
岡
充
爾

３
列
目
：
波
多
野
良
二
、
松
野

公
紀
、
三
池
聡
、
二
瓶
直
樹
、

阿
部
径
和
、
早
野
真
史
、
坂
下

美
彦
、
五
十
嵐
琢
司
、
天
野

報
を
共
有
い
た
だ
き
、
次
回
の

再
会
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

（
石
塚
伸
子
）

写
真
右
か
ら

１
列
目
：
小
川
和
彦
、早
川
（
安

部
）
睦
、
石
塚
伸
子
、
安
藤

（
松
本
）
道
子
、
加
藤
俊
哉
、
松

本
伸
行
、
三
浦
文
彦
、
森
本
直

う
な
あ
た
た
か
な
ひ
と
と
き
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
同
級
生
のL

IN
E

グ

ル
ー
プ
を
通
じ
て
開
催
通
知
を

行
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

連
絡
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回

ご
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
同
級

生
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひL

IN
E

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
情

　

平
成
３
年
卒
同
窓
会
は
、
２

０
２
５
年
２
月
23
日
（
日
・
祝
）

12
時
よ
り
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ

マ
ー
レ
16
階
に
て
開
催
さ
れ
、

総
勢
60
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
小
規
模
な
集
ま

り
と
は
異
な
り
、
同
級
生
の
教

授
就
任
の
お
祝
い
の
た
め
、
10

年
ぶ
り
に
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
遠
方

か
ら
の
出
席
者
も
多
く
、
再
会

の
喜
び
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
消
化
器

内
科
松
本
伸
行
教
授
が
司
会
を

務
め
、
冒
頭
に
は
小
島
広
成
さ

ん
が
制
作
し
た
、
逝
去
さ
れ
た

同
級
生
の
追
悼
動
画
が
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田
武

彦
さ
ん
、
土
屋
正
一
さ
ん
、
徐

郁
修
さ
ん
、
今
井
直
樹
さ
ん
に

向
け
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
近
況
報

告
や
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
加
藤

俊
哉
浜
松
医
大
臨
床
教
授
・
浜

松
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
・
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
、
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
大
消
化
器
内
科
松
本

伸
行
教
授
、
帝
京
大
溝
口
病
院

外
科
三
浦
文
彦
教
授
、
自
治
医

大
消
化
器
内
科
森
本
直
樹
教

授
、
順
天
堂
大
乳
腺
科
渡
邉
純

一
郎
教
授
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
後
34
年
ぶ
り
の

再
会
と
な
る
場
面
も
あ
り
、
ま

る
で
時
が
巻
き
戻
っ
た
か
の
よ

ゐ の は な 同 窓 会 報

（
前
面
の
続
き
）
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第 198 号 卒後50周年基金 （ 18 ）

の
先
生
方
が
我
々
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
は
慈
善
活
動
に
つ
い
て

学
生
時
代
に
教
育
を
さ
れ
た
り
、

教
育
を
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
卒
後
50
年
を
経
て
人
生

を
振
り
返
る
時
「
後
輩
、
母
校

の
た
め
に
」
何
か
を
し
た
い
と

自
然
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が

卒
後
50
周
年
基
金
へ
の
「
三
本

の
指
の
会
」
の
寄
付
に
結
実
し

ま
し
た
。

窓
会
報
第
１
７
９
号
）。

　

我
々
が
感
じ
た
感
慨
は
昭
和

43
年
卒
の
先
生
方
か
ら
提
案
さ

れ
た
基
金
創
設
の
趣
旨
と
共
通

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
式
後
の

ク
ラ
ス
会
に
お
い
て
「
三
本
の

指
の
会
」
と
し
て
基
金
に
寄
付

を
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
と
共

に
千
葉
大
学
み
ら
い
医
療
基
金

へ
も
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
写
真
）。
昭
和
43
年
卒

の
た
め
に
」「
我
々
シ
ニ
アO

B

、

O
G

に
寄
付
を
仰
ぎ
、
集
ま
っ

た
も
の
を
基
金
と
し
て
少
し
で

も
役
に
立
て
る
サ
ポ
ー
ト
を
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
今
後
50

周
年
を
迎
え
る
後
続
学
年
の
方

達
も
同
じ
よ
う
に
意
思
を
継
承

し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
卒
後
50
周

年
基
金
創
設
を
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
し
て
基
金
の
創
設
を
提

案
さ
れ
ま
し
た
（
ゐ
の
は
な
同

本
の
指
の
会
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て

昨
年
度
のH

C
D

で
は
、
厳
密

に
は
卒
後
50
年
で
は
な
い
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
を
含
む
「
３
本
の
指

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
招
待
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
企
画
し
て
お

き
な
が
ら
招
待
も
さ
れ
る
立
場

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
そ
の

場
に
臨
ん
で
あ
る
種
の
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
50
年
間
の
専
門

職
と
し
て
の
人
生
を
振
り
返
っ

て
の
感
慨
で
す
。
山
あ
り
谷
あ

り
の
専
門
職
人
生
で
し
た
が
、

そ
の
礎
を
築
き
、
今
回
の
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
同
窓
会
、
医

学
部
、
附
属
病
院
へ
の
感
謝
の

念
で
も
あ
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
参
加
者
全
員
が
程
度
の
差
は

あ
れ
同
様
の
感
慨
に
耽
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
卒

の
先
生
方
か
ら
同
窓
会
に
卒
後

50
周
年
基
金
創
設
の
依
頼
が
以

下
の
よ
う
に
あ
り
、
平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）
11
月
16
日
の

理
事
会
で
基
金
の
設
置
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
43
年
卒
の

先
生
方
は
「
千
葉
大
学
医
学
部

卒
業
50
周
年
基
金
の
創
設
に
向

け
て
」
と
タ
イ
ト
ル
さ
れ
た
依

頼
文
で
「
我
々
が
現
在
も
な
お
、

医
師
と
し
て
の
仕
事
を
も
と
に
、

社
会
活
動
の
継
続
が
出
来
て
い

る
こ
と
は
、
医
学
教
育
を
受
け

た
母
校
に
対
し
て
の
感
謝
の
念

と
誇
り
」
か
ら
「
後
輩
、
母
校

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
第
１
６
１
号
）。
こ
の

式
典
は
２
０
２
２
年
か
ら
は
卒

後
50
周
年
記
念
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー（H

C
D

）
と
し
て
卒
業

生
が
大
学
に
招
待
さ
れ
て
医
学

部
長
、
附
属
病
院
長
か
ら
も
感

謝
の
祝
辞
を
い
た
だ
く
全
学
部

的
な
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
４
年
、
昭
和
49

年
（
１
９
７
４
年
）
卒
の
卒
業

生
が
卒
後
50
年
を
迎
え
ま
し
た

（
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
第
１
９
６

号
）。
我
々
の
学
年
は
入
学
当
時

学
園
紛
争
真
っ
た
だ
中
で
、
授

業
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
進
級
・
卒
業
試

験
を
敢
え
て
受
け
な
い
学
生
も

お
り
、
多
く
の
留
年
生
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
ク
ラ
ス
の
情
報
を
み
ん
な
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
と
、
ク
ラ

ス
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
ク
ラ
ス
会

新
聞
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新

聞
は
ガ
リ
版
用
祇
に
記
事
を
書

き
込
み
、
謄
写
版
で
印
刷
し
た

も
の
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
新

聞
の
名
称
は
ガ
リ
版
用
祇
に
書

き
込
ん
だ
手
が
親
指
・
人
差
し

指
・
中
指
の
３
本
の
指
で
鉄
筆

を
握
っ
て
い
た
こ
と
、
中
心
メ
ン

バ
ー
の
故
山
下
道
隆
君
が
広
島

出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
毛
利
元

就
の
３
本
の
矢
に
因
ん
で
「
３

本
の
指
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
43
年
か
ら

昭
和
49
年
の
間
に
ク
ラ
ス
に
在

籍
し
た
学
生
の
ク
ラ
ス
会
が
発

足
し
、
そ
の
会
の
名
称
が
「
３

の
関
係
性
が
生
ま
れ
、
寄
付
を

し
て
く
れ
た
卒
業
生
が
学
生
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
慈

善
活
動
の
文
化
醸
成
に
役
立
つ

と
の
こ
と
で
し
た
。
大
学
は
寄

付
を
受
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

卒
業
生
の
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
で
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
が
〝H

alf-
C

entury Society E
vents

〞

で
し
た
。
卒
後
半
世
紀
を
経
た

卒
業
生
に
対
し
て
50
年
の
長
き

に
わ
た
る
医
学
・
医
療
へ
の
貢

献
と
大
学
へ
の
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
証
と
し
て
様
々
な
事
業

が
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
、
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓

会
は
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

か
ら
卒
後
半
世
紀
を
経
た
卒
業

生
を
対
象
に
50
年
間
の
医
学
・

医
療
へ
の
貢
献
と
大
学
・
同
窓

会
へ
の
支
援
に
感
謝
の
意
を
表

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
ゐ
の
は

な
同
窓
会
報
第
１
６
１
号
）。
同

年
に
卒
後
50
年
を
迎
え
た
昭
和

37
年
（
１
９
６
２
年
）
卒
の
先

生
方
に
２
０
１
２
年
７
月
７
日

に
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
ス
会
に
お
い

て
同
窓
会
長
名
で
感
謝
状
と
記

念
の
メ
ダ
ル
を
初
め
て
贈
呈
さ
せ

　

A
A

M
C

（A
ssociation of 

A
m

erican M
edical C

ol-
leges

）、
米
国
医
科
大
学
協
会
）

は
米
国
の
医
学
部
、
教
育
病

院
、
学
術
及
び
科
学
団
体
か
ら

な
る
組
織
で
医
学
教
育
全
般
に

関
す
る
学
術
集
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
15
年
く
ら
い
前

に
な
り
ま
す
が
、A

A
M

C

に

参
加
し
た
際
に
あ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
〝E

stablishing a C
ulture 

of Philanthropy w
ith Stu-

dents and Young A
lum

ni

〞

の
タ
イ
ト
ル
で
コ
ー
ネ
ル
大
学

（
大
学
）
の
先
生
が
慈
善
活
動
の

文
化
醸
成
に
関
す
る
発
表
を
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
慈
善

活
動
の
文
化
醸
成
を
目
標
と
す

る
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
学
生
が
卒
業
生

に
奨
学
金
の
助
成
を
電
話
で
依

頼
す
る
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
更
に
寄
付
を
し
て
く

れ
た
卒
業
生
に
対
し
て
依
頼
し

た
学
生
が
直
接
お
礼
の
電
話
を

す
る
こ
と
で
学
生
と
卒
業
生
と

ゐ の は な 同 窓 会 報

卒
後
50
年
周
年
記
念

�
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
招
待
さ
れ
て

�

　

田　

邊　

政　

裕
（
昭
49
）

　　　　　　写真　医学部棟（治療学研究棟）
　　　　　　　　　　　　　 　　４Fラウンジに設置した寄付者顕彰銘板

 

 



（ 19 ） ホームカミングデー  第 198 号ゐ の は な 同 窓 会 報

四半世紀・半世紀
卒業生の集い
千葉大学医学部ホームカミングデー

千葉大学医学部
千葉大学医学部附属病院

開　催　日

場　　　所
ご案内学年

令和７年11月２日（日）
14：00～
千葉大学医学系総合研究棟３階第１講義室
昭和50年卒業生（卒後50年）
平成12年卒業生（卒後25年）
平成22年卒業生（卒後15年）

共催

千葉大学医学部千葉大学医学部
　卒後50年卒業生皆様　卒後50年卒業生皆様
　卒後25年卒業生皆様　卒後25年卒業生皆様
　卒後15年卒業生皆様　卒後15年卒業生皆様

� ゐのはな同窓会会長� ゐのはな同窓会会長
� 吉原　俊雄� 吉原　俊雄

　千葉大学医学部ゐのはな同窓会会員の皆様の日頃の御活躍には、同窓会として心より感謝申し上げます。　千葉大学医学部ゐのはな同窓会会員の皆様の日頃の御活躍には、同窓会として心より感謝申し上げます。
　つきましては、母校においてホームカミングデーを開催し、卒後50年（昭和50年卒）、卒後25年（平成12　つきましては、母校においてホームカミングデーを開催し、卒後50年（昭和50年卒）、卒後25年（平成12
年卒）、卒後15年（平成22年卒）の会員皆様の日頃の御活躍への感謝の念をお伝えし、賞状等を贈呈いたし年卒）、卒後15年（平成22年卒）の会員皆様の日頃の御活躍への感謝の念をお伝えし、賞状等を贈呈いたし
たいと存じます。たいと存じます。
　万障お繰り合わせのうえ、ご参集頂けましたら幸いです。　万障お繰り合わせのうえ、ご参集頂けましたら幸いです。
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第 198 号 追 悼 文 （ 20 ）

な
人
材
を
世
に
輩
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
篤
実
な
人
柄
と
懇
切

な
指
導
は
、
学
生
や
後
進
に
多

大
な
感
化
を
及
ぼ
し
、
常
に
情

熱
を
も
っ
て
ご
教
育
に
あ
た
ら

れ
て
い
た
橘
先
生
の
お
姿
を
懐

か
し
く
思
い
浮
か
ば
れ
る
先
生

方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

橘
先
生
の
研
究
業
績
は
生
化

学
全
般
に
多
数
ご
ざ
い
ま
す
が
、

中
で
も
国
際
的
に
領
域
を
リ
ー

ド
し
た
３
つ
の
業
績
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
第
１
に
核
酸

前
駆
体
ピ
リ
ミ
ジ
ン
合
成
の
初

段
階
酵
素
カ
ル
バ
ミ
ル
リ
ン
酸

合
成
酵
素
Ⅱ
を
動
物
組
織
に
発

見
・
精
製
し
、
そ
の
活
性
調
節

機
構
も
同
定
さ
れ
ま
し
た
。
第

２
に
尿
素
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

ア
セ
チ
ル
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
調

節
的
役
割
を
発
見
し
、
そ
の
合

成
酵
素
の
精
製
と
性
質
解
明
を

行
い
ま
し
た
。
第
３
に
核
酸
合

成
の
共
通
前
駆
体
で
あ
る
ホ
ス

ホ
リ
ボ
シ
ル
ピ
ロ
リ
ン
酸
の
合

成
調
節
を
解
明
し
、
核
酸
合
成

に
関
す
る
世
界
的
な
基
礎
的
課

題
に
多
く
の
解
答
を
与
え
、
新

し
い
研
究
領
域
を
拓
か
れ
ま
し

た
。

　

学
会
・
社
会
活
動
に
お
い
て

は
、
日
本
生
化
学
会
理
事
、
日

本
癌
学
会
評
議
員
、
日
本
臨
床

代
謝
学
会
評
議
員
、
日
本
プ
リ

ン
・
ピ
リ
ミ
ジ
ン
代
謝
学
会
幹

事
お
よ
び
理
事
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
な

年
４
月
東
京
大
学
医
学
部
助
手

を
経
て
、
昭
和
39
年
５
月
千
葉

大
学
医
学
部
講
師
、
同
年
11
月

京
都
大
学
医
学
部
助
教
授
、
そ

し
て
昭
和
43
年
１
月
に
千
葉
大

学
医
学
部
生
化
学
第
二
講
座
の

初
代
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

橘
先
生
は
平
成
８
年
３
月
に

退
官
さ
れ
る
ま
で
28
年
３
ヶ
月

に
渡
り
生
化
学
の
教
育
・
研
究

に
従
事
さ
れ
、
先
駆
的
な
研
究

を
進
め
医
学
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
優
秀

　

本
学
名
誉
教
授
（
生
化
学
第

二
講
座
）
橘
正
道
先
生
が
令
和

７
年
４
月
４
日
に
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
94
歳
で
し
た
。

　

橘
先
生
は
昭
和
６
年
１
月
29

日
東
京
都
に
て
出
生
さ
れ
、
昭

和
29
年
３
月
に
東
京
大
学
医
学

部
医
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

て
実
地
修
練
の
の
ち
、
昭
和
34

年
３
月
に
東
京
大
学
大
学
院
博

士
課
程
を
修
了
、
同
年
４
月
京

都
大
学
化
学
研
究
所
助
手
、
翌

ど
、
生
化
学
お
よ
び
関
連
分
野

の
向
上
に
広
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

橘
先
生
は
こ
れ
ら
教
育
・
研

究
に
お
け
る
永
年
の
ご
功
績
に

よ
り
平
成
25
年
11
月
３
日
、
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
に
私
が
第
３
代
教
授
と

し
て
着
任
し
、
11
月
に
同
門
会

に
て
就
任
祝
い
を
し
て
い
た
だ

い
た
際
に
、
橘
先
生
の
受
章
が

重
な
り
と
て
も
嬉
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。
翌
年
あ
ら
た
め
て

受
章
祝
賀
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
が
橘

先
生
の
教
育
・
研
究
へ
の
情
熱

や
実
直
な
お
人
柄
に
感
謝
し
、

心
か
ら
お
祝
い
を
述
べ
ら
れ
、

素
晴
ら
し
い
時
間
を
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
着

任
後
に
も
教
室
へ
何
度
も
お
声

掛
け
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
、

元
気
な
お
姿
を
拝
見
す
る
の
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
教
室
に
掲
げ
た
橘
先

生
の
お
写
真
か
ら
今
も
そ
の
声

が
聞
こ
え
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

数
々
の
ご
指
導
を
賜
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
、
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ル
」
と
聞
こ
え
た
。
他
に
は
、
パ

レ
の
胸
像
、
尿
検
査
用
フ
ラ
ス

コ
、
瀉
血
用
ラ
ン
セ
ッ
ト
、
瀉
血

孔
や
血
管
拡
張
の
た
め
の
吸
引

器
な
ど
で
あ
る
。
医
師
が
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
で
診
療
を
開
始
し
た
18

世
紀
以
降
で
も
、
医
学
知
見
は

未
開
で
あ
っ
た
。
ガ
ル
の
骨
相
学

モ
デ
ル
や
ワ
ッ
ク
ス
を
注
入
し
た

３
次
元
標
本
で
あ
る
オ
ズ
ー
の

解
剖
標
本
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

後
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
に
活
躍
し
た

ビ
シ
ャ
ー
、
レ
ン
ネ
ッ
ク
、
ベ
ル

ナ
ー
ル
、
パ
ス
ツ
ー
ル
な
ど
の
業

績
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン

ス
語
圏
の
た
め
か
、
フ
ラ
ン
ス
医

学
の
紹
介
が
多
か
っ
た
。

　
一
方
本
館
と
廊
下
で
つ
な
が
っ

ガ
レ
ン
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
胸
像
、

ペ
ス
ト
マ
ス
ク
、
聖
ロ
ッ
コ
、
聖

セ
バ
ス
チ
ア
ン
、
聖
ア
ン
ト
ニ
ー

の
治
療
行
為
な
ど
で
あ
る
。

　

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
で
は
、
ベ
ル

ギ
ー
生
ま
れ
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
彼
に
関

す
る
展
示
は
小
さ
な
像
だ
け
で

あ
る
。
案
内
し
て
く
れ
た
教
育

担
当
係
官
の
発
音
は
「
ヴ
ェ
ザ

　

２
０
２
３
年
10
月
20
日
ブ

ル
ッ
セ
ル
に
あ
る
医
学
博
物
館

を
訪
問
し
た
。
私
立
大
学U

ni-
versite L

ibre de B
ruxells

（U
LB

）
エ
ラ
ス
ム
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
同
大
学
の
医
学
部
や
エ
ラ
ス

ム
病
院
（H

ôpital E
rasm

e-
C

liniques universitaires de 
B

ruxelles

）、Auditrium

（
講

堂
）、
図
書
館
な
ど
が
あ
る
。
ブ

ル
ッ
セ
ル
中
央
駅
か
ら
は
、
地

下
鉄
で
30
分
ほ
ど
の
エ
ラ
ス
ム
駅

か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
所
に
あ
る
。

広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
案
内
表
示

板
を
参
考
に
館
内
に
た
ど
り
着

い
た
。

　

館
内
は
歴
史
的
に
貴
重
な
展

示
物
が
あ
っ
た
。
地
下
１
階
、

本
館
３
階
の
建
物
で
あ
る
。
地

下
一
階
は
エ
ジ
プ
ト
時
代
の
人

間
の
ミ
イ
ラ
、sarcophagas, 

H
orus

神
像
、Ibis

な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。ibis

と
は

T
hoth

神
の
体
現
さ
れ
た
も
の

で
、brilliant or glorious

の

意
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
館
２

階
に
は
、
古
代
か
ら
20
世
紀
ま

で
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

雑
記
す
る
と
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
、

欧州医学史巡りゐ の は な 同 窓 会 報
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し
た
。

　

本
作
は
、
重
度
の
障
害
を
持
っ

て
生
ま
れ
て
き
た
子
（
13
ト
リ

ソ
ミ
ー
）
を
授
か
っ
た
家
族
を
描

い
て
い
ま
す
。
障
害
児
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？   

家
族

に
と
っ
て
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？   

そ
の
答
え
を

探
し
続
け
た
作
品
で
す
。

　

私
も
こ
の
本
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
命
と
は
何
か
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
古
か
っ
た
過
去
の
生

命
倫
理
観
を
い
っ
た
ん
解
体
し
、

新
し
い
価
値
基
準
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。
13
ト
リ
ソ
ミ
ー
の
お
子

さ
ん
は
家
族
に
と
っ
て
「
運
命
の

子
」
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
も

「
運
命
」
の
出
会
い
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

単
行
本
の
出
版
か
ら
ち
ょ
う

ど
11
年
。
よ
う
や
く
家
族
の
物

語
に
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
万
感
の
思
い
を
込
め

て
、『
運
命
の
子  

ト
リ
ソ
ミ
ー  

完
全
版
』
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
の
10
年
、
ま
た
多
く
の

人
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

同
窓
の
み
な
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
、

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

来
の
知
識
や
経
験
が
整
理
さ
れ

構
造
的
に
体
制
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
さ
ら
に
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ケ
ア
に
日
常
従
事
さ

れ
て
い
る
多
く
の
先
生
方
や
将

来
を
嘱
望
さ
れ
る
医
学
生
に
読

ま
れ
、
明
日
へ
の
知
識
と
な
っ

て
活
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
編
集

し
た
者
に
と
り
ま
し
て
望
外
の

喜
び
で
す
。

し
う
る
症
例
も
数
多
く
収
載
し

て
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
小

児
神
経
専
門
医
、
小
児
科
医
、

脳
神
経
内
科
医
、
脳
神
経
外
科

医
な
ど
小
児
や
神
経
疾
患
に
携

わ
る
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
診
療
に
か
か
わ
る
先
生
方
に

も
お
読
み
い
た
だ
き
〝
診
断
推

論
能
力
〞
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
を
眼
目
に
し
ま
し
た
。
本
書

を
読
み
進
め
て
い
く
中
で
、
従

印
象
深
か
っ
た
の
は
、
分
娩
や

帝
王
切
開
の
実
際
手
技
標
本
モ

デ
ル
で
あ
り
、
胎
児
を
取
り
出

す
模
様
が
リ
ア
ル
で
あ
っ
た
。
驚

く
こ
と
に
こ
の
医
学
博
物
館
の

案
内
が
病
院
内
に
矢
印
で
表
示

さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
見
学
で

き
る
。
医
療
機
関
を
訪
れ
る
患

者
な
ら
び
に
家
族
が
医
学
・
医

療
を
学
ぶ
に
も
良
い
施
設
で
あ

る
。

て
い
る
別
館
２
階
に
は
外
科
関

連
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

古
代
医
療
器
具
、
ギ
リ
シ
ア
│

ロ
ー
マ
時
代
の
医
療
器
具
、
ト
レ

パ
ン
や
下
肢
切
断
用
器
具
、
尿

路
結
石
破
砕
器
具
、
眼
科
、
耳

鼻
科
、
歯
科
用
医
療
器
具
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
別
館
３
階
は

外
科
医
療
の
展
示
が
さ
れ
て
お

り
、
四
肢
外
傷
、
切
断
手
技
、

奇
形
や
妊
娠
標
本
な
ど
で
あ
る
。

の
専
門
で
あ
る
小
児
神
経
疾
患

が
主
に
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
脳
神
経
内
科
、
総
合

診
療
科
、
放
射
線
科
、
精
神
科

に
加
え
弁
護
士
の
方
に
も
記
載

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
関
係

者
の
多
く
の
先
生
方
（
小
俣
卓
、

塩
浜
直
、
清
水
直
樹
、
藤
井
克

則
、
福
武
敏
夫
、
鋪
野
紀
好
）

に
も
寄
稿
い
た
だ
き
、
内
容
あ

る
書
籍
と
な
り
ま
し
た
。

　

編
者
は
２
０
２
０
〜
２
０
２

３
年
に
わ
た
り
日
本
小
児
神
経

学
会
の
プ
レ
コ
ン
グ
レ
ス
と
し

て
開
催
さ
れ
た
実
践
教
育
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
「
誤
診
か
ら
学

ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
企
画
し
、

様
々
な
症
例
提
示
と
振
り
返
り
、

そ
の
構
造
解
析
、
稀
少
疾
患
で

の
評
価
、
歴
史
的
背
景
を
議
論

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
執
筆
し

て
い
た
だ
い
た
著
者
の
中
に
も
そ

の
発
表
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
の
本
書
作
成
に
当
た
り
、
講

演
時
の
内
容
を
さ
ら
に
洗
練
さ

せ
た
論
考
を
加
え
る
と
と
も
に
、

新
た
に
多
彩
な
領
域
で
活
動
し

て
お
ら
れ
る
多
く
の
先
生
方
に

執
筆
を
依
頼
し
ま
し
た
。
今
回

の
執
筆
に
際
し
て
は
「
診
断
関

連
エ
ラ
ー
」
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
特
に
内
容
・
形
式
を
限
定

せ
ず
自
由
に
書
い
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
診
断
関
連
エ
ラ
ー

論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

単
行
本
化
に
あ
た
っ
て
は
、

稀
少
な
症
例
に
限
定
す
る
こ
と

な
く
、
一
般
総
合
診
療
で
遭
遇

　

国
内
国
外
を
問
わ
ず
、〝diag- 

nostic error

（
診
断
エ
ラ
ー
）〞

と
題
し
た
書
籍
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
が

冠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
本
書

も
そ
の
類
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
本
書
の
総

論
で
本
学
医
学
部
附
属
病
院
医

療
安
全
管
理
部
相
馬
孝
博
教

授
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

〝diagnostic error

〞
は
「
診

断
関
連
エ
ラ
ー
」
と
訳
す
べ
き

で
、
そ
れ
を
基
本
に
し
て
各
執

筆
者
に
記
述
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
本
書
の
大
き
な
特
色
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
単
に
医
師
個
人

の
診
断
推
論
の
誤
り
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
社
会
認
知
理
論
」
を

取
り
込
ん
だ
広
範
な
概
念
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。
本
書
は
編
者

著 書 紹 介

の
前
に
、
講
談
社
か
ら
す
で
に

３
冊
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

こ
の
受
賞
が
私
に
と
っ
て
大
き

な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

単
行
本
が
発
売
さ
れ
る
と
、

A
m

azon

で
は
早
々
に
売
り
切

れ
て
、「
在
庫
な
し
」
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
出
版
社
か
ら
「
重

版
に
し
ま
す
」
と
い
う
連
絡
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
の
私
な
ら
す
ぐ
に
「
重
版
に

し
て
！
」
と
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
当
時
は
ま
だ
「
う

ぶ
」
だ
っ
た
の
で
、
静
観
し
て

い
ま
し
た
。

　

結
局
、
本
書
の
売
れ
行
き
は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
よ
う
な
勢
い

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
小
学

館
も
初
版
を
売
り
切
れ
ば
い
い

と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
本
書
は
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
つ
う
、
本
と
い
う
の
は
重

版
に
な
る
も
の
は
10
％
く
ら
い

で
、
た
い
て
い
の
作
品
は
３
年

く
ら
い
で
初
版
の
ま
ま
、
絶
版

↓
細
断
に
な
り
ま
す
。
本
書
は

じ
わ
じ
わ
と
読
者
を
獲
得
し
、

数
年
ご
と
に
重
版
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
大
変
め
ず
ら
し
い

ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

発
売
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
運

命
の
子
」
の
ご
家
族
に
も
そ
の

後
の
10
年
が
積
み
重
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
編
集
者
と
相
談
し
、

「
そ
の
後
」の
こ
と
を
加
筆
し
て
、

文
庫
本
を
作
る
運
び
に
な
り
ま

　

本
作
は
、
２
０
１
３
年
に
出

版
し
た
『
運
命
の
子　

ト
リ
ソ

ミ
ー　

短
命
と
い
う
定
め
の
男

の
子
を
授
か
っ
た
家
族
の
物
語
』

（
小
学
館
）
の
文
庫
版
で
す
。

　

ご
記
憶
の
方
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
作
は

２
０
１
３
年
に
第
20
回
小
学
館

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
を

「
千
葉
医
学
雑
誌
」
に
当
時
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
賞
が
５
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
「
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
賞
」
と
「
小
学
館
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
の
２

つ
だ
け
が
一
般
公
募
の
形
を

取
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
新
人

の
登
竜
門
の
よ
う
な
位
置
付
け

な
の
で
す
が
、
実
際
に
は
プ
ロ

の
作
家
た
ち
が
受
賞
し
て
い
ま

す
。
私
の
よ
う
な
ア
マ
チ
ュ
ア

が
賞
を
取
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
賞
金
は

５
０
０
万
円
で
し
た
。

　

受
賞
し
た
と
き
の
喜
び
と
、

東
京
會
舘
で
行
わ
れ
た
贈
賞
式

の
感
激
は
11
年
経
っ
た
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
編
集
者
と
知
り
合
い
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
出
版
社
か
ら
本
を

出
す
道
が
開
け
ま
し
た
。
本
作

ゐ の は な 同 窓 会 報

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

『失敗から学ぶ 小児神経診断エラー学』

〇編集
・久保田雅也先生
（島田療育センター小児科）
・杉田克生先生
（千葉大学子どものこころの発達教育研究センター）

〇体裁：A５判 216頁
〇本体価格：4,500円（税込4,950円）

2025年5月発行 （株）診断と治療社刊

日本小児神経学会の書店にて好評発売中！

久
保
田
雅
也
、
杉
田
克
生
編
集

「
小
児
神
経
診
断
エ
ラ
ー
学
」

�

診
断
と
治
療
社　

定
価　

４
，９
５
０
円
（
税
込
）

�

２
０
２
５
年
５
月
30
日
初
版
発
行

松
永
正
訓
（
昭
62
）
著

『
運
命
の
子　

ト
リ
ソ
ミ
ー　

完
全
版
』

�

（
小
学
館
文
庫
）

�

小
学
館
文
庫　

定
価　

７
３
７
円
（
税
込
）
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た
と
こ
ろ
、
最
速
取
り
か
か
る

よ
う
に
励
ま
さ
れ
て
、
そ
の
夜

の
う
ち
に
は
じ
め
て
『
瘍
科
大

成
』
と
し
て
撰
集
し
た
と
述
べ

て
い
る
。「
年
表
」
に
よ
る
と

『
瘍
科
大
成
』
は
玄
白
が
27
歳

の
時
の
も
の
で
未
完
と
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
玄
白
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
解
剖
書
の
図
を
見
て
中
国
の

書
と
は
異
り
、
実
見
し
た
腑
分

の
所
見
と
一
致
す
る
こ
と
に
心

服
し
て
翻
訳
に
至
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
経
緯
を
み
る
と
、

玄
白
は
外
科
学
の
確
立
か
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
の
翻
訳
を
通

じ
蘭
学
の
習
得
に
目
標
を
変
え

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は

賢
明
な
判
断
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

玄
沢
は
玄
白
か
ら
こ
の
書
の

補
筆
を
依
頼
さ
れ
、
当
初
『
蘭

東
事
始
』
と
名
付
け
た
が
、
後

に
『
蘭
学
事
始
』
に
改
め
た
。

し
て
完
成
さ
せ
た
。
瘍
科
と
は

外
科
で
あ
る
。
但
し
今
日
の
外

科
と
は
異
り
、
体
腔
内
の
処
置

は
行
い
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
経

緯
か
ら
玄
白
の
外
科
へ
の
こ
だ

わ
り
が
う
か
が
え
る
。

　
『
事
始
』
の
「
解
説
」
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
大
槻
玄
沢
の
著

作
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
玄
沢
は
杉
田
家
医

家
三
代
（
祖
父
玄
白　

父
甫
仙   

玄
白
）
の
略
譜
を
著
し
て
玄
白

に
贈
っ
て
い
る
。
玄
白
は
中
国

の
外
科
書
を
も
ら
さ
ず
調
べ
た

が
、
何
を
根
拠
と
し
た
も
の
か

が
判
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

新
た
に
日
本
独
自
の
外
科
学
を

創
建
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
、
中
国
の
書
籍
に
あ
る
外

科
に
係
る
確
言
・
要
語
を
余
す

こ
と
な
く
逐
一
撰
集
す
る
こ
と

を
考
え
た
。
こ
れ
を
同
じ
小
浜

藩
士
の
青
野
小
左
衛
門
に
話
し

て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

玄
白
と
外
科　

玄
白
は
晩
年

の
随
筆
『
形
影
夜
話
』
で
、
当

時
江
戸
で
多
か
っ
た
梅
毒
の
治

療
に
力
を
入
れ
、
玄
白
の
元
を

多
く
の
患
者
が
訪
れ
た
こ
と
を

記
述
し
て
い
る
。
当
時
蘭
学
者

蘭
医
と
し
て
令
名
が
高
か
っ
た

吉
雄
幸
左
衛
門
か
ら
昇
汞
水

（
塩
化
第
二
水
銀
）
の
処
方
を

教
わ
り
、
治
療
に
用
い
た
が
結

果
は
芳
し
く
な
か
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
『
事
始
』
に

は
梅
毒
に
関
す
る
記
述
は
み
ら

れ
な
い
。
一
方
外
科
に
関
す
る

記
述
は
多
く
み
ら
れ
る
。

　

本
邦
に
お
け
る
西
洋
流
の
外

科
の
起
源
か
ら
詳
し
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
当
初
は
南
蛮
流
（
ポ

ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
）
の
外
科

が
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ

イ
ン
が
日
本
へ
の
渡
航
を
禁
止

さ
れ
て
か
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と

の
通
商
が
活
発
に
な
っ
た
。
慶

安
２
年
（
一
六
四
九
）
オ
ラ
ン
ダ

の
医
師
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ン
ブ
ル

ヘ
ル
が
来
日
し
て
治
療
法
を
伝

授
し
た
。
こ
れ
を
カ
ス
パ
ル
流

と
唱
え
た
。
更
に
外
科
の
流
派

と
し
て
南
蛮
流
の
西
流
・
栗
崎

流
、
将
軍
家
の
奥
医
師
桂
川
家
、

通
詞
出
身
の
吉
雄
氏
な
ど
を
列

挙
し
て
い
る
。
腑
分
の
見
学
と

オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
の
翻
訳
と

出
版
を
行
い
、
さ
ら
に
ヘ
イ
ス

テ
ル
の
外
科
書
の
翻
訳
に
取
り

組
み
、
弟
子
の
大
槻
玄
沢
の
助

け
を
借
り
て
、『
瘍
医
新
書
』
と

腑
分
を
禁
止
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
腑
分
も
様
し
斬
り
と

同
様
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
様

し
斬
り
の
方
が
優
先
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
底
本
と
し
て
用
い
た

『
事
始
』
は
岩
波
文
庫
版
（
緒

方
富
雄
校
註
）
で
あ
る
。
こ
の

版
は
本
文
（
上
・
下
）
68
ペ
ー

ジ
、
校
註
64
ペ
ー
ジ
、
年
表
10

ペ
ー
ジ
、
解
説
が
50
ペ
ー
ジ
で

あ
り
、
本
文
よ
り
も
注
釈
・
解

説
の
方
が
多
い
。『
事
始
』
で
玄

白
は
、
腑
分
を
「
解
体
」
と
し
、

「
蘭
学
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
翻
訳
作

業
の
課
程
で
、
社
中
の
間
で
自

然
発
生
的
に
生
ま
れ
合
意
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

『
事
始
』
で
玄
白
は
触
れ
て
い
な

い
が
、「
校
註
」
に
よ
る
と
『
解

体
新
書
』
の
附
図
を
描
い
た
の

は
、
秋
田
藩
の
小
田
野
直
武
で

あ
る
。
角
館
の
出
身
で
、
そ
の

作
品
は
秋
田
藩
主
佐
竹
曙
山
・

佐
竹
北
家
佐
竹
義
躬
と
共
に
、

日
本
の
伝
統
的
表
現
を
十
分
に

生
か
し
、
西
洋
の
画
法
を
取
り

入
れ
「
秋
田
蘭
画
」
と
称
さ
れ

た
。
代
表
作
に
「
不し
の

忍ば
す

池
図
」

「
唐
太
寺
花
鳥
山
水
図
」
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
直
武
に
西

洋
画
法
を
指
導
し
た
の
が
平
賀

源
内
で
あ
る
。
蘭
学
を
通
じ
て

玄
白
と
源
内
は
親
交
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
直
武
の
起
用
と
な
っ

た
。
直
武
は
30
歳
で
急
逝
し
た
。

諸
説
あ
る
が
そ
の
死
因
に
つ
い

容
と
し
て
は
踏
み
込
ん
だ
内
容

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
最

も
医
療
が
苦
し
い
時
期
を
迎
え

る
２
０
４
０
年
頃
よ
り
前
に
国

民
的
な
議
論
を
深
め
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
至
ら
な
い
点

の
多
い
身
で
あ
っ
て
も
声
を
あ

げ
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。
医

療
政
策
上
の
主
張
の
核
と
な
る

部
分
は
10
本
以
上
の
論
考
と
し

て
英
文
学
術
雑
誌
上
で
審
査or

査
読
を
経
て
発
表
済
で
あ
り
、

自
分
が
大
学
で
研
究
し
て
き
た

A
I

医
療
機
器
開
発
や
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
な
ど
最
新
の
話
題
も

入
っ
て
い
る
た
め
、
類
書
に
は

な
い
話
題
を
提
供
で
き
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
同
窓
の
先
生

方
に
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

　
「
日
本
の
医
療
は
世
界
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
、
近

年
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

医
師
不
足
、
医
薬
品
不
足
、
マ

イ
ナ
保
険
証
、
医
療
費
増
大
、

美
容
医
療
、
終
末
期
医
療
、
医

学
部
受
験
の
過
熱
…
…
こ
う
し

た
医
療
の
諸
問
題
に
つ
い
て
専

門
的
な
言
説
は
数
あ
れ
ど
、
今

後
必
要
と
さ
れ
る
医
療
制
度
改

革
に
向
け
て
、
国
民
一
人
一
人
が

日
本
の
医
療
を
考
え
、
議
論
す

る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
包
括

的
な
見
取
り
図
を
い
ま
改
め
て

社
会
に
発
信
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
現
役
医

師
に
し
て
医
療
研
究
者
で
あ
る

著
者
が
豊
富
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を

も
と
に
日
本
医
療
の
現
在
地
を

分
析
し
、
将
来
へ
の
提
言
と
と

も
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
す
。

（
出
版
社
紹
介
文
）」

　

私
は
千
葉
大
学
医
学
部
を
平

成
26
年
（
２
０
１
４
）
年
に
卒

業
し
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
内

閣
府
と
い
う
役
所
で
の
勤
務
、

慶
應
大
の
精
神
・
神
経
科
学
教

室
を
経
て
、
現
在
は
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
ヒ
ル
ズ
未
来
予

防
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
共
同
研

究
講
座
の
特
任
助
教
と
し
て
、

社
会
医
学
・
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
、

医
療
を
め
ぐ
る
制
度
に
つ
い
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
本
書
で
は
こ
う
し
た

医
療
費
の
問
題
な
ど
を
含
む
、

日
本
の
医
療
の
課
題
に
つ
い
て

広
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
大
学

所
属
の
研
究
者
が
発
信
す
る
内

　
『
事
始
』
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の

一
つ
で
あ
る
小
塚
原
の
刑
場
で

の
腑
分
に
立
合
っ
た
際
の
記
述

は
、
40
年
近
く
前
の
出
来
事
で

あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
生
き
生
き

と
描
写
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

玄
白
の
熱
意
と
期
待
感
が
う
か

が
え
る
。
腑
分
に
関
連
し
た
記

述
か
ら
、
江
戸
幕
府
下
に
お
け

る
腑
分
の
成
立
過
程
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
猶
幕
府
は

　
『
蘭
学
事
始
』（
以
下
『
事
始
』）

は
、
江
戸
中
期
の
医
師
で
『
解

体
新
書
』
の
作
製
で
中
心
的
役

割
を
果
し
た
杉
田
玄
白
（
一
七
三

三
│
一
八
一
七
）
が
幕
府
の
オ
ラ

ン
ダ
通
詞
（
通
訳
）
に
よ
る
オ
ラ

ン
ダ
語
の
研
究
に
始
り
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
書
物
の
翻
訳
を
通
じ
て

オ
ラ
ン
ダ
科
学
の
研
究
が
隆
盛

を
迎
え
た
こ
と
を
回
想
し
た
82

歳
の
著
作
で
あ
る
。

雑 文 雑 談ゐ の は な 同 窓 会 報

木
下
翔
太
郎
（
平
26
）
著

「
現
代
日
本
の
医
療
問
題
」

�

星
海
社　

定
価　

１
，５
０
０
円
（
税
別
）

雑
文
雑
談

蘭
学
事
始

　

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
局
で
は
、
卒

業
年
次
別
ク
ラ
ス
名
簿
リ
ス
ト
、
地
域

別
会
員
リ
ス
ト
お
よ
び
郵
送
用
住
所
ラ

ベ
ル
を
ご
希
望
に
よ
り
作
成
い
た
し
ま

す
。

　

詳
細
は
同
窓
会
事
務
室
に
お
問
い 

合
せ
く
だ
さ
い
。 お

知
ら
せ
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だ
ろ
う
か
？

　

個
人
的
な
提
言
だ
が
、
事
務

方
を
含
め
た
医
学
部
全
体
で
美

術
品
等
の
歴
史
的
貴
重
品
を
管

理
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
、
保
管
す
べ
き
と
考
え
る
。

各
診
療
科
が
、
美
術
品
を
例
に

た
と
え
る
な
ら
ば
、
分
類
（
肖

像
画
油
彩
と
か
彫
刻
と
か
）、
作

品
名
、
作
者
、
制
作
年
、
保
管

場
所
等
を
申
請
書
に
記
入
し
、

事
務
方
は
全
診
療
科
の
も
の

を
把
握
す
る
。
そ
し
て
管
理
す

る
美
術
品
等
に
は
、
登
録
日
を

記
載
し
た
容
易
に
剝
が
れ
な
い

シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
た
り
、
タ

グ
を
取
り
付
け
た
り
す
る
、
と

い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
破
棄
す
る
場
合
の
ル
ー
ル

も
必
要
だ
ろ
う
。
美
術
品
以
外

に
も
、
工
芸
品
、
歴
史
的
な
手

術
器
機
、
稀
覯
本
な
ど
も
対
象

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
話
は

少
し
飛
躍
す
る
が
、
こ
う
い
っ

た
歴
史
的
貴
重
品
を
展
示
す
る

場
と
し
て
、「
旧
本
館
」
を
利
用

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

貴
重
な
美
術
品
の
こ
れ
以
上

の
紛
失
は
大
学O

B

と
し
て
、

ま
た
美
術
愛
好
家
と
し
て
ど
う

し
て
も
避
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
一
文
を
書
か
せ
て
い
た
だ

い
た
。
千
葉
医
科
大
学
歴
代
学

長
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
何
か

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

記
載
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

亡
く
な
る
前
年
に
描
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
元

の
本
館
」
に
飾
ら
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
三
輪
の
肖
像
画
と

は
違
う
も
の
だ
。

　

さ
て
、
今
回
、「
高
橋
教
授

像
」
の
行
方
を
追
っ
て
、
様
々

な
部
署
に
問
い
合
わ
せ
を
電
話

や
書
簡
で
行
っ
た
。
総
じ
て
事

務
方
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
（
図

書
館
は
直
ぐ
に
動
い
て
く
れ
た

が
）。
古
い
話
で
、
台
帳
で
も

残
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
対
応
の

し
よ
う
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

も
し
破
棄
さ
れ
て
い
る
と
し
た

ら
、
医
師
側
に
も
美
術
品
に
対

す
る
無
関
心
が
あ
り
、
ま
た
本

学
の
歴
史
に
対
す
る
愛
着
も
足

り
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
千
葉
医
科
大
学
の
学
長
は

他
に
第
２
代
が
松
本
高
三
郎
先

生
（
精
神
科
）、
第
４
代
が
小
池

敬
事
先
生
（
解
剖
学
）
だ
が
、

お
二
人
の
肖
像
画
も
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
が
、

当
該
科
で
保
管
さ
れ
て
い
る
の

写
真
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
そ
の
時
点
で
は
お
そ

ら
く
「
旧
本
館
」
に
存
在
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
千
葉
医
科

大
学
時
代
の
も
の
は
西
千
葉
の

大
学
本
部
で
は
管
理
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
肖
像
画
は
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
信

じ
た
い
。
亥
鼻
図
書
館
に
は
存

在
し
な
い
と
の
回
答
は
得
て
い

る
。

　

同
窓
会
館
地
下
か
ら
見
つ

か
っ
た
も
の
の
中
か
ら
、「
三
輪

徳
寛
像
」
の
複
製
写
真
（
写
真

②
）
が
発
見
さ
れ
た
（
伊
藤
奈

津
絵
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た
）。

三
輪
は
言
う
ま
で
も
な
く
千
葉

医
科
大
学
初
代
学
長
（
初
代
外

科
教
授
）
で
、
こ
れ
は
猪
熊
と

比
べ
る
と
知
名
度
は
落
ち
る
が
、

洋
画
家
・
中
沢
弘
光
に
よ
る
も

の
だ
。
そ
れ
を
含
む
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
三
輪
の
生
誕
百
年
を
記
念

し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
三
輪
が
73

歳
の
と
き
の
肖
像
画
で
あ
る
と

能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

高
橋
教
授
は
千
葉
医
科
大
学

第
３
代
学
長
で
あ
る
が
、
法
医

学
名
誉
教
授
で
千
葉
大
学
医
学

部
初
代
医
学
部
長
で
も
あ
っ
た

加
賀
谷
勇
之
助
先
生
は
こ
う
述

べ
て
い
る
。「
元
の
本
館
」
の
ど

こ
か
（
お
そ
ら
く
学
長
室
か
会

議
室
）
に
歴
代
学
長
の
肖
像
画

が
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中

で
も
高
橋
教
授
の
肖
像
画
が
と

り
わ
け
立
派
で
あ
っ
た
と
。「
元

の
本
館
」
は
「
旧
本
館
」
よ
り

古
く
、
今
の
看
護
学
部
付
近
に

存
在
し
た
建
物
と
思
う
。
こ
こ

に
掲
げ
る
「
高
橋
教
授
像
」
は

昭
和
42
年
発
行
の
書
籍
「
高
橋

信
美
先
生
」
の
口
絵
の
カ
ラ
ー

　
「
千
葉
医
学
」
６
月
号
に
拙

文
「
画
家
、
猪
熊
弦
一
郎
と
千

葉
大
旧
第
一
外
科
の
交
わ
り
」

を
載
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

中
で
、
第
一
外
科
第
２
代
教
授
、

高
橋
信
美
先
生
の
肖
像
画
（
写

真
①
）
が
行
方
不
明
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
た
。
猪
熊
は
肖
像
画

を
ほ
と
ん
ど
描
か
な
か
っ
た
の

で
、
大
変
貴
重
な
も
の
だ
。

　

昨
年
か
ら
「
旧
本
館
」
内
の

備
品
の
整
理
、
捜
索
に
当
た
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
「
千
葉
市

近
現
代
を
知
る
会
」
の
伊
藤
奈

津
絵
氏
に
よ
れ
ば
、「
高
橋
教

授
像
」
は
「
旧
本
館
」
の
ど
こ

か
に
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
破
棄
さ
れ
た
可

会
員
か
ら

会
員
か
ら

ゐ の は な 同 窓 会 報

医
学
部
所
有
の
美
術
品
等

�

歴
史
的
遺
産
に
関
す
る
保
管
・
管
理
に
つ
い
て

医
療
法
人
社
団
普
照
会  

井
上
記
念
病
院　
　
　
　
　

院
長　

森　

嶋　

友　

一
（
昭
60
）写真①：猪熊弦一郎作「高橋信美像」

写真②：中沢弘光作「三輪徳寛像」
（伊藤奈津絵氏の情報提供による）
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甲賀かをり教授が内閣府「令和７年度女性のチャレンジ賞」を受賞しました

　この賞は、内閣府が、起業やNPO、地域活動などにより
様々な分野で活躍している身近な女性のモデルを示すこと
によって、女性が活躍する機運を高めていくため、平成16
（2004）年度から実施しているものです。
　甲賀教授は、産婦人科医として従事する傍ら、2012年に日
本子宮内膜症啓発会議を設立し、副理事長として一般市民
への啓発や政策提言等の活動を展開しました。外科系分野
においても、若手医師の育成、新規技術開発に尽力し、女
性医師のリーダーとして活躍しています。

千葉大学ウェブサイトより

国 立 大 学 法 人　 千　 葉　 大　 学
2025年６月27日　大学からのお知らせ

（左から）後藤理事、横手学長、甲賀教授、正木副学長
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ゐのはな同窓会所蔵資料につきまして
　ゐのはな同窓会では、ご卒業生やそのご家族から寄贈された資料や大学事務部から同窓会での保存依頼され
た資料などが写真１のように倉庫内に雑多に保管されておりました。
　その資料を伊藤奈津絵様（伊藤博先生・昭56卒ご夫人・千葉市近現代を知る会）のご好意によりまして、写
真２のようにきちんと整理し、資料内容も表のように一覧にしていただきました。これらの資料は現在、同窓
会館１階和室にて保存しております。閲覧ご希望の方は、同窓会事務局までご連絡いただけますようお願いい
たします。
　また、看護学部棟内の倉庫にも旧医学部本館などの古い図面が多くございますが、こちらは、千葉大学大学
院工学研究院　穎原澄子准教授と学生さんが現在、整理してくださっています。
　皆様のお力をお借りして大切な資料を適切に保管する事ができまして、心より感謝申し上げます。貴重な資
料をご参考にしていただけますと幸いです。

解　　説

３－４
校歌　楽譜ピース　1915（大正４）年　
　　　ピアノ伴奏譜あり
作曲　永井建子　代表曲　雪の進軍
校閲　上田萬年　国語学者　作家円地文子の父
作詞　松原芳樹　大正５年千葉医学専門学校卒
　　　　　　　　（在学中の作品か？）

４－２　（提案）全てスキャン
1894（明治27）年11月　豊田写真館撮影
　　　　　　　　　　　（豊田尚一写真館）
第一高等中学校医学部　教授　新井春次郎先生送別　
集合写真
寄贈品か？
昭和30～40年代に寄贈され裏書の学生名などを医学部
又は同窓会で調査していた形跡あり。
カビ発生　一刻も早くデータ化必要
千葉市郷土博物館、千葉県文書館にも関連資料所蔵あ
り。郷土博物館に関しては現状資料未整理。

４－３、４－４
戦中戦後に行われた戦没者慰霊祭の資料
同窓会奉仕部から送られた戦没者家族への香典に対す
る礼状、戦没者遺影、戦没者に関する事務書類など

ゐのはな同窓会整理資料リスト（１部）

箱番号 番号 内　　容
1 1 1978年　新病院記念品　古川順三作ブロンズ

婦人　額
1 2 1975年　医学部百周年記念品　木造旧本館　

1973年解体レリーフ額　２点あり　
他１点は１階に展示中

1 3 1975年　松本徽章工業　医学部百周年記念品　
ペン皿　箱付き

1 （7-6） 7-6　加賀谷教授旧蔵品の立体物　野球部長
記念盾と野球部贈呈還暦祝盾の２点

2 1 S13卒會澤太冲氏旧蔵品（旧一外科）非常駆
けつけ木製札、写真（医局　高橋信美氏関連）
他
2024、2025年寄贈 / ファイル・木箱　 

2 2 ゐのはな同窓会報　掲載用写真　ミニアルバ
ム

2 3 ゐのはな同窓会報　原稿　大量
2 4 大谷克己教授最終講義原稿コピー
2 5 1970年頃学生運動関連資料
2 6 さつき寮工事関連資料
3 1 長尾精一　土浦清水医院開業祝辞（筒）前身

校卒業　清水精一郎旧蔵　1970年寄贈
3 2 三輪徳寛直筆書状、関川茂尾氏寄贈写真、牧

野氏旧蔵資料、相磯教授旧蔵得業士関連、明
治29年卒押田徳郎氏卒業証書　グリーンファ
イル一括

写真１ 写真２

ご住所・ご勤務先等に変更がございましたら当会にもご一報ください。

　電話　（０４３）２０２－３７５０
　FAX　（０４３）２０２－３７５３ e-mail：info@inohana.jp　
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ま
す
。
ご
寄
付
は
ゐ
の
は
な
同

窓
会
報
に
同
封
い
た
し
ま
す
振

込
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
亥
鼻

祭
実
行
委
員
会
サ
ー
ク
ル
の
学

生
一
同
、
医
療
系
の
学
園
祭
と

し
て
最
高
の
も
の
を
１
年
間
か

け
て
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

支
援
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
亥
鼻

祭
並
び
に
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の

発
展
と
学
生
の
充
実
を
願
い
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
ゐ
の
は
な

同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の

個
人
寄
付
も
受
け
付
け
て
お
り

機
会
で
す
。
今
年
度
は
、
千
葉

大
学
医
学
部
の
教
授
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
企
画
、
大
学
病
院

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
画
、

救
急
サ
ー
ク
ルC

TA
T

の
企
画

な
ど
医
療
系
の
企
画
を
増
や
し
、

「
千
葉
の
医
療
を
盛
り
上
げ
る
」

亥
鼻
祭
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

亥
鼻
祭
実
行
委
員
は
部
活
や
勉

強
に
追
わ
れ
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
千
葉
大
学
を
盛
り
上

げ
る
と
い
う
理
念
に
向
け
て
全

力
で
亥
鼻
祭
の
準
備
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
亥
鼻
祭

を
盛
り
上
げ
る
活
動
が
で
き
ま

す
の
も
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

し
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
さ
ら

な
る
発
展
の
助
け
に
な
れ
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
と
い
う
面
に
加
え
て
、
今
年

度
の
私
た
ち
の
大
き
な
目
標
と

し
て
「
亥
鼻
祭
を
通
じ
て
千
葉

大
学
医
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
、
千
葉
の
医
療
を

盛
り
上
げ
る
」
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
亥
鼻
祭
は
３
０
０

０
人
も
の
来
場
者
の
方
に
来
て

い
た
だ
け
る
千
葉
大
学
と
し
て

最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

地
域
住
民
の
方
や
受
験
生
、
医

療
に
興
味
の
あ
る
方
に
千
葉
大

医
学
部
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
側

面
が
あ
り
ま
す
。
特
に
受
験
生

の
中
に
は
、「
他
の
医
学
部
と

迷
っ
て
い
た
け
ど
亥
鼻
祭
に
き

て
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
受
験

を
決
め
た
」
と
い
う
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
年

の
新
入
生
の
中
に
も
亥
鼻
祭
に

来
て
千
葉
大
学
医
学
部
に
憧
れ

て
入
学
し
て
く
れ
た
学
生
も
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
も

受
験
相
談
な
ど
の
企
画
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
を

通
じ
て
千
葉
大
学
医
学
部
に
入

学
し
て
く
れ
る
学
生
の
レ
ベ
ル

を
保
ち
、
か
つ
上
げ
る
と
い
う

亥
鼻
祭
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
同

窓
会
誌
で
は
私
の
方
か
ら
、
今

年
度
の
亥
鼻
祭
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

亥
鼻
祭
は
今
年
度
は
11
月
２

日
（
日
）
９
時
〜
17
時
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
亥
鼻
祭
は
受

験
生
に
大
学
を
紹
介
す
る
オ
ー

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
亥
鼻

祭
実
行
委
員
長
を
務
め
ま
す
、

医
学
部
３
年
の
乗
貞
佑
と
申
し

ま
す
。
長
い
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、

昨
年
度
ま
で
亥
鼻
祭
を
開
催
で

き
ま
し
た
の
も
ゐ
の
は
な
同
窓

会
や
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
や

ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

２
０
２
５
年
度
亥
鼻
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

�

医
学
部
３
年　

乗　

貞　
　
　

佑
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内
の
支
出
、
旅
費
は
胸
像
製
作

過
程
を
映
像
撮
影
す
る
際
に
使

用
。
助
成
金
は
９
支
部
に
支
援
、

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

経
費
等
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
は

胸
像
の
除
幕
式
開
催
費
等
を
支

出
し
た
こ
と
な
ど
説
明
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
会
員
よ
り
卒
後

50
周
年
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
具
体
的
な
活
用

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
監
査
報
告

　

幡
野
雅
彦
会
計
監
事
よ
り
、

令
和
６
年
度
の
会
計
監
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

４
令
和
７
年
度
事
業
計
画

　

安
西
理
事
よ
り
令
和
６
年
度

と
ほ
ぼ
同
等
の
事
業
計
画
で
あ

る
が
、
６
．
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

に
つ
い
て
は
昨
年
度
様
々
な
事

業
を
終
え
一
区
切
り
と
し
た
と

の
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

５
令
和
７
年
度
予
算
案

　

諏
訪
園
理
事
よ
り
令
和
７
年

度
の
予
算
案
に
つ
い
て
、
収
入

は
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。

支
出
は
総
会
費
、
理
事
会
費
、

委
員
会
費
は
減
額
、
人
件
費
は

法
定
福
利
費
や
新
規
職
員
採
用

の
た
め
増
額
、
旅
費
は
胸
像
作

製
ビ
デ
オ
撮
影
を
終
え
た
た
め

減
額
、
備
品
費
は
事
務
室
の
パ

ソ
コ
ン
買
換
え
の
た
め
増
額
、

学
生
活
動
助
成
金
は
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
主
管
校

支
援
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照

８
そ
の
他

　

白
澤
浩
副
会
長
よ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
千
葉
大
学
医
学
部

創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
」

を
設
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

「
千
葉
大
学
医
学
部
１
５
０
周
年

記
念
文
集
」
のPD

F

を
掲
載

し
た
の
で
広
報
等
で
活
用
し
て

ほ
し
い
と
説
明
が
さ
れ
た
。

す
る
こ
と
と
し
た
。

７
総
会
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
か
ら
総
会
案
内
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今
回
か

ら
開
催
を
支
部
の
持
ち
回
り
に

変
更
し
た
こ
と
を
序
文
に
加
え
、

同
窓
会
賞
の
司
会
な
ど
を
大
学

支
部
担
当
の
先
生
方
が
検
討
し

た
事
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

４
令
和
７
年
度
予
算
案

　

諏
訪
園
理
事
よ
り
資
料
に
基

づ
き
令
和
７
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
収
入
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
、
備

品
費
、
ゐ
の
は
な
賞
楯
製
作
費

を
増
額
、
学
生
活
動
助
成
金
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

主
管
校
支
援
の
た
め
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
設
備
計
画

の
助
成
の
た
め
増
額
し
た
事
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
新
た
に
追
加

招
待
す
る
卒
後
15
年
の
先
生
方

へ
の
贈
呈
に
つ
い
て
今
後
も
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

５
令
和
７
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
新
役
員
の
説
明
が
あ
り
、
副

会
長
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各

支
部
か
ら
白
澤
浩
氏
、
黒
木
春

郎
氏
、
安
西
尚
彦
氏
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
、
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
会
長
の
茨
城
ゐ
の
は

な
会　

松
前
孝
幸
氏
（
昭
52
）、

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会   

平
澤
晃

氏
（
昭
60
）
か
ら
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
。

６
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結
果

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
候

補
者
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
社

会
貢
献
賞
に
中
村
眞
人
氏
（
昭

54
）、
中
馬
敦
氏
（
昭
62
）、
功

労
賞
に
植
村
研
一
氏
（
昭
34
）、

石
川
広
己
氏
（
昭
55
）
を
推
挙

額
。
事
業
収
入
は
卒
後
50
周
年

基
金
と
し
て
昭
和
49
年
卒
の
先

生
方
か
ら
の
寄
附
が
あ
り
、
希

望
に
よ
り
半
額
を
同
窓
会
、
半

額
を
千
葉
大
み
ら
い
医
療
基
金

に
寄
付
し
、
シ
ル
バ
ー
の
銘
板

が
医
学
系
総
合
研
究
棟
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
総
会
費
、

理
事
会
費
、
委
員
会
費
は
、
予

算
以
内
の
支
出
で
あ
り
、
旅
費

は
、
胸
像
製
作
過
程
を
映
像
撮

影
す
る
た
め
使
用
し
た
。
助
成

金
は
例
年
ど
お
り
、
支
部
活
性

化
事
業
費
は
、
９
支
部
（
近
畿
、

東
京
、
茨
城
、
神
奈
川
、
千
葉
、

静
岡
、
埼
玉
、
栃
木
、
大
学
）

に
支
援
し
、
同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
は
、「
千
葉
性

暴
力
被
害
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
さ

と
」
法
人
会
員
費
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
経
費
な
ど
、

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
費
は
胸
像
製

作
費
残
金
、
除
幕
式
開
催
経
費
、

１
５
０
周
年
記
念
文
集
作
成
代

等
に
使
用
し
た
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

２
監
査
報
告

　

岩
倉
弘
毅
会
計
監
事
と
幡
野

雅
彦
会
計
監
事
よ
り
、
令
和
６

年
度
の
会
計
監
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

３
令
和
７
年
度
事
業
計
画

　

安
西
尚
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
令
和
７
年
度
の
事
業
計

画
の
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ

た
。

が
述
べ
ら
れ
た
。

２
み
ら
い
医
療
基
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
同
窓
会
報
へ
の
同
封
に
つ
い
て

　

未
来
医
療
教
育
研
究
機
構
か

ら
同
窓
会
報
へ
の
み
ら
い
医
療

基
金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
同
封
依

頼
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
会

報
に
同
封
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。

３
第
68
回
東
日
本
医
科
学
生
体
育

大
会
へ
の
名
義
後
援
に
つ
い
て

　

東
日
本
医
科
学
生
体
育
連
盟

か
ら
後
援
名
義
使
用
許
可
申
請

が
あ
り
、
後
援
名
義
を
許
可
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

４
千
葉
大
学
病
理
同
窓
会
か
ら

の
寄
附
に
つ
い
て

　

千
葉
大
学
病
理
同
窓
会
か
ら

の
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

１
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
東
京
ゐ
の
は
な
会
、
近
畿
ゐ

の
は
な
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
が
推
薦
基
準
を
満
た
し
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
３
名
を
名

誉
会
員
に
推
挙
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

２
令
和
６
年
度
決
算
報
告

１
決
算
報
告

　

諏
訪
園
靖
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
令
和
６
年
度
の
決
算
報

告
が
あ
り
、
収
入
に
つ
い
て
は

会
費
収
入
が
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同

日　

時
： 
令
和
７
年
４
月
24
日

（
木
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

605A

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

中
村
眞
人
（
副
会
長
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
参
与
）

　

岩
倉
弘
毅
（
会
計
監
事
）

　

幡
野
雅
彦
（
会
計
監
事
）

　

赤
倉
功
一
郎　

安
西
尚
彦

　

伊
藤
彰
一　
　

岡
本
和
久

　

北
野
慎
一
郎　

齊
藤
光
江

　

諏
訪
敏
一　
　

諏
訪
園
靖

　

髙
橋
宏
和　
　

田
邊
政
裕

　

鶴
田
好
孝　
　

林
田
和
也

　

平
澤　

晃　
　

星
野　

聡

　

松
前
孝
幸　
　

宮
本
恒
彦

　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
議
長
と
な

り
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

１
医
学
部
旧
本
館D

V
D

寄
附

状
況

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
令
和
７

年
３
月
末
現
在
で
の
寄
附
者
、

寄
附
金
額
が
報
告
さ
れ
た
。
令

和
６
年
度
の
白
衣
式
か
ら
学
生

保
護
者
に
贈
呈
し
て
い
る
こ
と

つ
い
て
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。

２
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

①
庶
務
部
報
告

　

安
西
理
事
よ
り
令
和
６
年
度

の
各
会
議
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

②
事
業
部
報
告

　

安
西
理
事
よ
り
、
同
窓
会
賞

の
授
与
、
同
窓
会
報
の
発
行
、

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
、
各
種
助
成

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

３
令
和
６
年
度
決
算

①
決
算
報
告

　

諏
訪
園
靖
理
事
よ
り
、
会
費

収
入
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
、

卒
後
50
周
年
基
金
は
昭
和
49
年

卒
の
先
生
方
か
ら
の
寄
付
金
で
、

半
額
は
千
葉
大
み
ら
い
医
療
基

金
に
寄
付
さ
れ
シ
ル
バ
ー
の
銘
板

が
医
学
系
総
合
研
究
棟
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
。
支
出
は
総
会
費
、

理
事
会
費
、
委
員
会
費
で
予
算

日　

時
： 

令
和
７
年
６
月
14
日

（
土
）　

14
時
30
分
よ

り

場　

所
： 

千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
外
来
診
療
棟

３
階　

ガ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ル

　
　
　
　

 

会
場
とw

eb

の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催

出
席
者
： 

73
名
（
会
場
53
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
20
名
）

　
　
　
　

 

そ
の
他
（
事
務
局
員

４
名
）

委
任
状
：
５
４
３
名

　

白
澤
浩
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
よ
り
開
会
と
な
り
、
安
西
尚

彦
理
事
の
司
会
の
も
と
、
ま
ず

物
故
者
94
名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

吉
原
俊
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議
事

１
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
内
規
に
基
づ

き
推
挙
さ
れ
た
３
名
の
会
員
に

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
７
年
度　

第
１
回
理
事
会
議
事
要
旨

令
和
７
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨
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明
設
備
へ
の
寄
付
な
ど
が
説
明

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

６
令
和
７
年
度
役
員

　

吉
原
会
長
よ
り
、
新
理
事
が

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
、
近
畿
ゐ

の
は
な
会
か
ら
推
薦
さ
れ
、
新

副
会
長
を
含
め
た
令
和
７
年
度

役
員
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。

　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
学
生
の

挨
拶
の
後
、
幡
野
会
計
監
事
の

辞
に
よ
り
閉
会
さ
れ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
表
彰
式

　

諏
訪
園
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

伊
藤
彰
一
理
事
か
ら
社
会
貢
献

賞
受
賞
者
中
村
眞
人
氏
、
中
馬

敦
氏
に
つ
い
て
、
諏
訪
園
理
事

よ
り
功
労
賞
受
賞
者
植
村
研
一

氏
、
石
川
正
己
氏
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
、
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
吉
原
会
長
よ
り
表

彰
盾
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

特
別
顧
問
挨
拶

　

安
西
理
事
の
紹
介
で
、
三
木

隆
司
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
長
・
医
学
部
長
と
大
鳥
精

司
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

講
演

　

座
長
吉
原
俊
雄
会
長
の
紹
介

で
「
希
少
難
病
を
追
求
し
て
ヒ

ト
の
老
化
に
迫
る
：
千
葉
大
学

の
現
況
紹
介
を
含
め
て
」
と
題

し
て
横
手
幸
太
郎
千
葉
大
学
長

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

令和７年度（2025年）ゐのはな同窓会役員・理事
会　　長 吉原　俊雄（昭53）　　 　　　　　　　 会計監事 岩倉　弘毅（昭37）、幡野　雅彦（昭57）

副 会 長 白澤　　浩（昭57）、黒木　春郎（昭59）
安西　尚彦（平２）　　　　　　　 　　 参　　与 伊藤　達雄（昭42）、栗原　正利（昭54）

中村　眞人（昭54）　　　　　 　　　　
顧　　問 大井　利夫（昭35）、吉川　廣和（昭40）

支　部　名 理　事　名

東京ゐのはな会
齊藤　光江（昭59）、岡本　和久（平２）
井上　賢治（平５）、横須賀　忠（平５）
武藤　　剛（平19）

埼玉ゐのはな会 諏訪　敏一（昭43）、林田　和也（昭52）

千葉県ゐのはな会 田邊　政裕（昭49）、ピアス洋子（昭57）
小島　広成（平３）、髙橋　宏和（平11）

神奈川ゐのはな会 北野慎一郎（昭50）、平澤　　晃（昭60）
野澤　聡志（平２）

群馬ゐのはな会 鈴木　　守（昭39）、中島　　透（昭56）
静岡ゐのはな会 宮本　恒彦（昭54）、赤倉功一郎（昭59）

支　部　名 理　事　名
山梨ゐのはな会 鶴田　好孝（昭54）
茨城ゐのはな会 石川　詔雄（昭47）、松前　孝幸（昭52）
栃木県ゐのはな会 星野　　聡（昭43）、森本　直樹（平３）
信州ゐのはな会 小林　敏生（昭53）

千葉大学ゐのはな会
清水　栄司（平２）、菱木　知郎（平５）
諏訪園　靖（平６）、甲賀かをり（平８）
伊藤　彰一（平10）、三澤　園子（平11）

中京ゐのはな会 森田　弘之（昭56）、剣持　　敬（昭58）
近畿ゐのはな会 上田真喜子（昭50）、島　　正之（昭59）

令和７年度予算
収入の部 款　項　目 予算額（円）

会　費　等 18,450,000
事 業 収 入（註１） 7,300,000
他会計より受入 1,000
寄　付　金 250,000
基金より取崩し（註２） 0
雑　収　入 16,000
（当期収入計） 26,017,000
前年度繰越金受入 12,939,825

収入合計 38,956,825

支出の部 款項目（節） 予算額（円）
総　務　費（註３） 15,150,000
事　業　費（註４） 16,170,000
事 業 税 等 1,700,000
予　備　費 5,836,825
積　立　金 100,000
次期繰越金

支出合計 38,956,825

令和６年度決算報告
収入の部 款　項　目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）

会　費　等 18,600,000 17,134,000 －1,466,000
事 業 収 入（註１） 7,300,000 7,087,673 －212,327
他会計より受入 1,000 829 －171
寄　付　金 1,631,000 2,918,500 1,287,500
基金より取崩し（註２） 6,000,000 4,150,840 －1,849,160
雑　収　入 16,000 6,012 －9,988
前年度繰越金受入 12,956,166 12,956,166

収入合計 46,504,166 44,254,020 －2,250,146

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総　務　費（註３） 14,600,000 10,902,093 －3,697,907
事　業　費（註４） 23,651,000 18,689,802 －4,961,198
事 業 税 等 1,600,000 1,622,300 22,300
予　備　費 6,553,166 0 －6,553,166
積　立　金 100,000 100,000 0
次期繰越金 12,939,825 12,939,825

支出合計 46,504,166 44,254,020 －2,250,146

註１～４：収入、支出の主要細目等
款　項　目 令和７年度予算 令和６年度予算

収入の部 （註１） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費　 7,300,000 7,300,000
（註２） 基金より取り崩し 同窓会基金よりメモリアル事業に充当　 0 6,000,000

支出の部 （註３） 総務費 会議費 3,300,000 4,500,000
人件費 7,700,000 7,000,000
法定福利費 1,200,000 0
その他 2,950,000 3,100,000

（註４） 事業費 会報・会誌 5,700,000 5,700,000
学事奨励　・ゐのはな賞 600,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 800,000 750,000
　　　　　・国際交流支援 100,000 100,000
　　　　　・ちばBCRC支援 300,000 300,000
　　　　　・学生活動助成金 400,000 200,000
　　　　　・留学生交流支援費 100,000 100,000
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 4,100,000 4,100,000
　　　　　・卒業祝い金 500,000 500,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 1,400,000 1,800,000
　　　　　・IT関連事業費 500,000 500,000
メモリアル事業等 0 7,381,000
その他 70,000 90,000
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千葉医学101巻２号　2025年６月
総　　説
　世界最大級のレセプトデータ（NDB）を用いた臨床研究への誘い
 　高林克日己　安藤文彦　土井俊祐　鈴木隆弘
千葉医学会奨励賞
　大規模検診コホートを用いた，環境因子やエピゲノム異常と
　　消化器病リスクとの関連の探索 　臼井源紀
千葉医学史
　画家，猪熊弦一郎と千葉大旧第一外科の交わり 　森嶋友一
学　　会
　第1504・1519回千葉医学会例会・総合安全衛生管理機構
　　研究発表プログラム（第12・13回桜美会）
　第1513回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室談話会
　第1518回千葉医学会例会・第24回呼吸器内科例会
　　（第38回呼吸器内科同門会）
編集後記 　小林欣夫
第100回千葉医学会学術大会
Chiba Medical Journal
Case Report
　A successful strategy for resecting giant aneurysmal bone cysts in the skull base: 
　　an illustrative case and literature review
 　Kosuke Adachi, Kentaro Horiguchi, Shinichi Origuchi, and Yoshinori Higuchi
Chiba Medical Society Award Review
　Innovative treatment for myasthenia gravis using Fc fusion protein
 　Akiyuki Uzawa
Chiba Medical Society Young Investigator Award Minireview
　Apoptosis-inducing function of p53 and its mutations leading to 
　　cancer progression
　 Maya Kitajima, Kazuko Kita, and Atsushi Kaneda
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仁
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昭
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昭
57
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東
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雅
季
（
昭
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）

青
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章
代
（
大
分
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大
・
昭
59
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中
市　

人
史
（
昭
60
）

小
島　
　

彰
（
昭
62
）

増
田　

一
哲
（
平
元
）

　

残
暑
の
候
、
今
年
は
例
年
以
上
に
猛
暑
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
１
９
８
号
が

皆
様
の
お
手
に
取
ら
れ
る
頃
に
は
、
幾
分
か
過
ご

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

本
号
に
も
各
方
面
で
同
窓
会
員
の
ご
活
躍
の
様

子
が
満
載
さ
れ
て
お
り
、
心
強
い
限
り
で
す
。
巻

頭
に
は
、
６
月
14
日
開
催
さ
れ
た
ゐ
の
は
な
同
窓

会
総
会
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会

長
、
副
会
長
の
挨
拶
、
叙
勲
者
紹
介
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
賞
受
賞
者
報
告
、
教
授
、
病
院
長
就
任
・

退
任
挨
拶
な
ど
各
地
で
の
同
窓
会
員
の
活
躍
が
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
各
地
ゐ
の
は
な
だ
よ
り
」

で
は
、
千
葉
県
に
加
え
近
畿
ゐ
の
は
な
会
の
報
告

が
あ
り
、
ま
た
各
学
年
の
ク
ラ
ス
会
や
高
等
学
校

同
窓
生
の
報
告
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全

国
で
ご
活
躍
の
先
生
方
の
活
動
に
は
励
ま
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
先
生
方
か
ら

の
ご
寄
稿
を
期
待
し
ま
す
。

　

同
窓
の
先
生
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
療
の
状

況
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
未
来
を
見
据
え

た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
た
め
に
は
、
歴
史
的
考
察

が
必
須
と
思
わ
れ
ま
す
。
筆
者
は
欧
州
医
学
史
巡

り
を
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
病

院
の
歴
史
一
つ
を
と
っ
て
も
、
日
本
と
欧
米
と
の

相
違
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。
一
言
で
い
え
ば
、「
病

院
と
は
公
的
病
院
が
大
半
で
あ
る
世
界
の
中
で
、

民
間
病
院
が
、
そ
れ
も
個
人
開
業
医
の
診
療
所
か

ら
発
展
し
た
小
規
模
病
院
が
病
院
医
療
の
中
心

を
担
っ
て
き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
医
療
体
制
の
国
」
で

す
。
西
南
戦
争
後
の
財
政
窮
迫
の
た
め
か
、
明
治

20
年
の
「
勅
令
第
48
号
」
発
布
以
降
府
立
・
県
立

医
学
校
な
ら
び
に
附
属
病
院
の
運
営
が
不
可
能
と

な
り
、
多
く
が
廃
校
や
民
間
に
払
い
下
げ
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
21
年
当
時
の
公
立
医
学
校
は
、
東
大

に
加
え
、
官
立
医
学
校
５
（
宮
城
、
千
葉
、
岡
山
、

金
沢
、
長
崎
）、
府
立
（
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
）

の
み
で
し
た
。

　

数
少
な
い
官
立
医
学
校
を
前
身
と
し
て
存
立
し

て
き
た
千
葉
大
学
医
学
部
同
窓
が
集
う
ゐ
の
は
な

同
窓
会
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

な
お
同
窓
会
報
へ
の
新
た
な
掲
載
企
画
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
務
局
に
ご
一
報
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

杉
田
克
生
（
昭
54
）

── 会報198号編集委員 ──
菱木　知郎（平５）編集委員長
杉田　克生（昭54） 　　白澤　　浩（昭57）　　　　　
剣持　　敬（昭58） 　　今野　　慎（昭62）　　　　　
小島　広成（平３） 　宍戸　忠幸（山梨医大・平８）
大西俊一郎（平17） （敬称略）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

第
三
一
回
（
二
〇
二
六
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し
た

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功　

労　

賞　

 

医
療
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
医
学
部
お
よ
び
千

葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
会
員
。

二
、
表　

彰

　

①
社
会
貢
献
賞
（
二
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
二
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功　

労　

賞
（
二
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
二
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 

審
査
結
果
は
二
〇
二
六
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。


